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「……さて、と」

　必要もないのに、あたしはわざわざ呟つぶやく。

　未練だ。未練があたしの中にある。

　自然と首が、暗い室内から明るい秋葉原の街が見える壁かべの大きな穴へと向かう。

　真っ暗な貸し会議室の部屋の中、その部屋の一方の壁に穴が空いていた。差し渡わたし、半径が４メートル程度の穴だ。といっても、綺き麗れいにくり抜ぬいた穴とかじゃない。

　まるでダンプカーでもぶつかったんじゃないかっていう、ひしゃげた穴。

　周りにはひびが入っていて、この古いビルが今にも崩くずれ落ちるんじゃないかっていう気分にさせてくれる。足あし下もとにも、たくさんの瓦が礫れきが落ちていた。

　何でそんな穴があるかっていうと……。

　う～ん、穴の原因自体は簡単なんだけどな。そのさらに原因はよく分かってないけど。

「何でこうなったかなぁ？」

　あたしはその〝原因〟を眺ながめて、軽く首を傾かしげる。

　穴の前、というか穴のある位置にはおよそこの時間軸じくからすると、奇妙にしか見えないオブジェがあった。

　ん、違ちがうな。やっぱ、２０３６年でも奇妙に見えるよね。

　全体のフォルムは丸っこくて、銀色の機械。この時間軸──２０１０年のテレビニュースじゃ、人工衛星としきりに報じられていた。確かに、図ず鑑かんで見たことのある人工衛星の形に似ていると言われれば似ているような気がしないでもない。

　──とはいっても、あたしは本物の人工衛星なんか見たことないし、本音を言うとよく分かってないんだけど。

　この銀色の人工衛星──丸いオブジェは、タイムマシンだ。

　そう、他でもないあたし──阿あ万ま音ね鈴すず羽はが２０３６年からこの２０１０年に来るために乗ってきた、時間を物理的に超える機械。

　そしてこれこそが、この目の前にある壁に穴を空けた〝原因〟なんだ。

「なんで、こんな穴が空いたのかな？」

　あたしはタイムマシンの脇わきにできた穴を見ながら、う～んと唇くちびるに指を当てて考えるふりをする。

　そうだ。あくまで、これは考えるふり。

　どんなに考えたって、あたしの持ってる知識や技術じゃ、そのことについての答えは出ない。分かってる。

　そもそも、このタイムマシンの周りに空いている穴は、あたしがこの時間軸に来る時、本来想定していたはずの座標にタイムマシンが出現しなかったことが原因で空いた穴だ。

　本当なら、タイムマシンはこのラジ館の屋上に出現するはずだった。でも、何故かマシンはラジ館の屋上じゃなくて、このラジ館最上階の会議室──だと思う。多分──の端はじっこ、それも壁かべ際ぎわに出現してしまったんだ。

　タイムマシンの到とう着ちやく座標がずれ、ラジ館の外がい壁へきにまで穴が空く惨さん事じになってしまった。その時の破は片へんで怪け我が人とかが出なかったのは不幸中の幸いだよ。

「可変重力ロックシステムのバグかなぁ……？」

　ダメだ、こんなことよくない。

　何処どこかであたしは、この時代を離はなれたくないと思っている。だから、こんな風に決断をしてからでさえ、この時代にいる時間を引き延ばそうとしてるんだ……。決めたはずなのに、それを貫つらぬききれない。

「やっぱ、父さんや母さんみたいにはできないな。……あ～、情けない」

　唇から漏もれるのは至らない自分への自省と自責の言葉。けれど、声こわ音ねも自分の気持ちも、そこまで落ち込んでいるわけじゃない。

　それはやっぱり、納なつ得とくはできてるからだ。

　今の自分が色々ときちんとできてないことは確かだけど、やれる限りをこれまで精せい一いつ杯ぱいやって来た自負はある。そこだけは、父さんにも母さんにも顔向けできる。

　ただ、その上で未練がどうしてもあった。そういうことなんだ。




　　　　☆




　そもそもだ。

　あたしが何故、この２０１０年にやって来たのか？

　２０３６年の時間軸に生きるあたしは、この時間軸からすれば未来人だ。

　普ふ通つうに考えて、用事もないのに未来から人間がやってくるわけがない。もしあたしの世界がこの２０１０年の時間軸における海外旅行ほどの気安さで過去に行ける世界だったとしても、目的もなしにぶらっと旅に出るには、やっぱり敷しき居いが少し高めだろうね。

　まして、２０３６年の時間旅行はそこまで気安いものじゃない。それどころか、行ったらもう戻れない一方通行のタイムマシンしか、まだ２０３６年には存在しないんだ。

　海外旅行どころか、月とか火星だってそこまで過か酷こくじゃない。

　でも、そこまでしなきゃいけない理由があたしにはあった。

　あたしのかつていた２０３６年。

　そこはＳＥＲＮセルンという組織に支配されるディストピアだった。

　人間はその頭の中で考えることさえ規制され、完全に管理された社会の中でただ世界の歯車となることだけを強制されている。自由は絵空事で、人権なんて言葉さえほとんど死語だ。

　こうしているあたし自身、そういう昔の価値観について、あまりよく理解しているとは思えない。

　昔──２０３６年にいた頃ころはともかく、この時間軸──２０１０年に来てからは、本当の自由とは何か、人権とは何かということについて、結局のところ自分が何も分かってないということをいやというほど認にん識しきさせられた。

　２０１０年の人々は、あたしからすると嫌いやになるくらい自由だ。

　公共の場で何か政府や権力者を批判するようなことを口にしても、それで罪に問われて連行されたり、現行犯として射殺されるわけでもない。

　義務として規定されている納税や労働だって、いくつかの免めん除じよ手段があって、ＳＥＲＮの支配のように拒こばめば死か拷ごう問もんという状じよう況きようでもない。

　制限のかかってない場所へなら何処へだって行くことができるし、申しん告こくせずに自分の住む区域から移動することだってできる──さすがに海外に出るにはパスポートが必要だけど。

　高い場所から街を見下ろして写真を撮とるのも違い法ほうじゃないし、三人以上の人間で集まったからってそれだけで投とう獄ごくされることもない。

　食べ物だって豊富だし、そこに反はん抗こう心を摘つみ取るための変な薬やく剤ざいが混ぜられていたりもしない。そもそも食べ物の種類自体が段だん違ちがいだ。

　情報は好きなだけ手に入って、勉強にしたって努力すれば好きな学問を好きなように学べる。２０１０年には、そもそも自由意志でスポーツ選手になる人間がいるんだ。

　別にＳＥＲＮに、民衆の不満を抑おさえるための娯ご楽らく装置として奉ほう仕しすることを求められたわけじゃないのに。

　娯楽もたくさんある。

　歌は労働の喜びや社会への奉仕を称たたえるものばかりじゃないし、戦せん闘とう訓練用じゃないコンピュータソフトだって事欠かない。

　人々から未来の希望を奪うばって、ただ今を生き延びるだけに汲きゆう々きゆうとさせる文学を、２０１０年では娯楽と呼ばないことを知って、あたしは呆ぼう然ぜんとした覚えがある。

　あたしの生きていた時間は──２０３６年はそんな自由のないところだったんだ。

　だからあたしは、そんな社会に自由を取り戻もどすことを目的とする解放組織レジスタンスである、ワルキューレに身を置いていた。

　とはいえ、このことをあたし自身は納得して受け入れていたけれど、それにしたって別にあたし自身の自由意志じゃない。ただ、父さんがそのワルキューレの創設時からのメンバーで、あたしは生まれた時からワルキューレの一員となる運命を背負っていた。

　そしてそのワルキューレが立案した、２０３６年の世界を根底から覆くつがえし、自由を取り戻すための聖なる作戦。

　それが、オペレーション・ブリュンヒルデ。

　タイムマシンで過去に遡さかのぼり、ＳＥＲＮの世界支配の野望が確定する前に、その陰いん謀ぼうを食い止めるという計画だった。




　　　　☆




　タイムマシンで、ＳＥＲＮの陰謀を砕くだく。

　それはつまり、まだＳＥＲＮのタイムマシン開発技術が未熟な時代へと遡り、そこで彼らの研究開発における決定的なターニングポイントを阻そ止し。それによってＳＥＲＮがタイムマシンの開発を独どく占せんする状況を回かい避ひしようというものだった。

　具体的には、ＳＥＲＮのタイムマシン開発における最も重要な瞬しゆん間かん──すなわち２０１０年にある情報がＳＥＲＮに入ることを妨ぼう害がいすること。

　そのために、ＳＥＲＮの持つコンピュータネットワーク内に侵しん入にゆうし、その内部情報を書かき換かえることのできるＰＣ、ＩＢＮ５１００を手に入れる。

　このふたつがオペレーション・ブリュンヒルデの基本となる要よう項こう。

　ＩＢＮ５１００が手に入れば、それをこの２０１０年にすでに存在する解放組織ワルキューレの前身──未来ガジェット研究所へと託たくすことで、このミッションはほぼ成功となる。

　何故なぜなら、未来ガジェット研究所には……彼がいるから。

　岡おか部べ倫りん太た郎ろう。

　２０３６年の解放組織に属する者たちによって、唯ゆい一いつ無二、絶対至上の英えい雄ゆう。ワルキューレを結成した初代リーダーであり、同時にＳＥＲＮに対たい抗こうする者たちの希望。

　すでに２０２５年にＳＥＲＮによって暗殺されてはいたけれど、彼の志はその友人であったというあたしの父さんや同志たちに受け継つがれた。そしてその願いと想おもいが、あたしをこうしてこの２０１０年の秋葉原に立たせる結果を生んだのだ。

　けれど、２０１０年時点での岡部倫太郎は、まだそうした英雄じゃない。

　未来ガジェット研究所も、解放組織ワルキューレにつながるような面おも影かげは一いつ切さいなくて……。

　それでもそこには色んな人たちが集まっていた。おそらくあの中から、解放組織設立に至る流れが生まれるのだろう。

　特に技術方面の担当者だった橋はし田だ至いたるの才能は、目を見張るものがあった。彼ならＩＢＮ５１００さえあれば、見事にＳＥＲＮへのハッキングを成し遂とげてくれると思う。

　……そう、ＩＢＮ５１００さえあれば。

　そうだ。

　あたしはまだ使命を果たしていない。

　このオペレーション・ブリュンヒルデを遂すい行こうするための要件は、まだ何ひとつ満たされていない。それは、あたしがＩＢＮ５１００を手に入れてから未来ガジェット研究所と接せつ触しよくを図はかるという、本来の手順を無視したからだ。

　本当なら、あたしがこの時点で２０１０年の秋葉原にいるのはイレギュラーなのだ。

　タイムマシンに乗ったあたしがまず向かうべきだったのは、１９７５年。

　ＩＢＮ５１００が発売されたその年であるはずだった。




　　　　☆




　ＩＢＮ５１００。

　それはコンピュータメーカー、ＩＢＮ社が１９７５年に発売した史上初めての個人使用向けコンピュータ。今で言うところのＰパーソナルＣコンピユータだ。

　当時、まだ世界には個人向けでのコンピュータ使用という発想はほとんどなく、このＩＢＮ社の行動はある意味で暴挙だったとも言われる。その価格は当時の日本円で６００万円ほど。

　しかし極きわめて高額にもかかわらず、ＩＢＮ５１００は研究者や銀行などによって救世主のように迎むかえ入れられ、相当数が売れたという。

　だが、この最古のＰＣはある特とく徴ちようゆえにすぐに販はん売ばいにストップをかけられることとなった。

　その特徴とは、ＩＢＮ５１００がそれまでに開発されたメインフレームという大型コンピュータとの互ご換かん性を持っているということだ。

　最初期のＰＣである以上、ある意味じゃ当然なんだけど、それまでのコンピュータとの互換性も考えられていたわけ。

　だから、ＩＢＮ５１００はその機能を用いて、今はもう使われていない古いコンピュータのプログラムを解かい析せきしたり、場合によっては修正を行なうことさえできる。

　つまり、ＩＢＮ５１００以前からコンピュータを活用してきたＳＥＲＮのコンピュータとも、ＩＢＮ５１００は互換性を持っていて、ＳＥＲＮのコンピュータで構築したプログラムを読むことができるのだ。

　今まではコンピュータと言えば企き業ぎよう向けか大学向け、さもなければ政府機関用だった。言ってしまったら、絶対数が少ないんだ。

　だからＳＥＲＮはそれらに目を光らせ、決して自分たちに逆らわないよう、滅めつ多たな動きをさせないように監かん視しを行なうこともできた。けれど、個人用に作られて大量生産されたコンピュータ一台ごとにわざわざそれを行なえるかな？

　結論は無理ではないにしても、とても大変ってことだったみたい。

　ＳＥＲＮはＩＢＮ５１００の危険性に気づくと、大おお慌あわてでそれを回収し始めた。彼らの陰謀を砕く可能性のある因子を、ひとつでも世間に放ほうり出しておきたくなかったんだと思う。

　その結果として、ＩＢＮ５１００は幻まぼろしのＰＣと呼ばれるくらい、希少なものになってしまったんだ。２０３６年では、ＩＢＮ５１００があれば有効な反はん撃げきが可能と分かっていても、もうそのＩＢＮ５１００自体が存在しない。

　多分、ＳＥＲＮが全部回収してしまったんだろう。

　けれど、まだＳＥＲＮがその危険性に気づく前、たとえば発売されてすぐの１９７５年ならどうだろう？　彼らはその脅きよう威いをまだ察知しておらず、無防備だ。その状態なら、ＩＢＮ５１００を入手することも不可能じゃない。

　だからあたしは──オペレーション・ブリュンヒルデは、１９７５年にまず向かうことを決めていた。なのに、あたしはその計画スケジュールに背そむいた。

　その理由はひとつ。

　……怖こわかったからだ。




　　　　☆




「そうだ。……あたしは怖かったんだ」

　あたしはラジ館の壁かべに空いた穴から、秋葉原の夜景を見下ろす。
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　物心がついてからずっと、あたしは父さんのことを知らなかった。

　一回もその顔を見たことのない。会ったこともない、父さん。

　ずっと、ずっと不安だった。

　本当に父さんはいるんだろうか？

　実は父さんなんていないんじゃないだろうか？

　そんな恐きよう怖ふ感かんがずっと心の中に染しみ渡わたっていた。

　あたしの父さんは、バレル・タイターというコードネームで呼ばれていた。

　本名は知らない。

　母さんも、死ぬまで教えてくれなかった。もちろん、それはＳＥＲＮの恐きよう怖ふにさらされている未来じゃ当然のことで、もしも本名が知れ渡ったなら、命の危険が一気に増していたことは間ま違ちがいないと思う。

　──名前からＤＮＡを割り出し、そのＤＮＡに基もとづいて検査でもされたら、あたしは確実にもうこの世にいなかったはず。

　でも、やっぱり少しでいいからもっと父さんのことをあたしは知りたかった。

　何もかもがあやふやで、ただこの身体からだと母さんから聞かされる話だけが、あたしという人間の存在証明だった。けれど、それだけじゃ足りなかったんだ。すべてが管理統制され、心さえ支配されるＳＥＲＮのディストピアの中で、あたしはずっと心の支えが欲しかった。

　自分の証あかしが欲しかった。

　父さんの娘むすめだという確信が欲しかった。

　だから、あたしは父さんが確実にいるはずの──いたという情報のある２０１０年夏の秋葉原に来てしまったんだ。

　母さんは情報の漏ろう洩えいを恐おそれて、あたしにほとんど父さんのことを話さなかった。そんな父さんに関する数少ない情報のひとつ。それが今日──２０１０年８月９日、秋葉原で行なわれるタイムマシンオフ会に父さんが参加していたという情報だった。

　あたしが知る限り、父さんが確実にいた場所、時間はこの時しかない。この時をのぞけば、あたしは父さんの名前も年ねん齢れいも、どんなことしていた、どんな人かも知らないのだ。父さんを捜さがせるタイミングは、この時、この場所の他ほかになかった。

　だからあたしは、１９７５年にまっすぐ行かず、この２０１０年に寄り道してしまった。

　十日間をこの日のための準備に費ついやし、ずっと秋葉原の街で生活を送って、待ってきた。

　そして今日、会えると思っていた。

　会えば分かると思っていた。

　必死に捜せばと……。

　けれど、がんばって参加資格を手に入れ、何とかして潜もぐり込んだタイムマシンオフ会に……、父さんの姿はなかった。

　正確に言えば、誰だれが父さんなのかまったくあたしには分からなかった。

　本当に会場に来ていたのか、それとも何か事情があって来ていなかったのか、それすらも分からない。

　確実なのは、あたしが父さんと出会うチャンスはもうないということ。

　最後のチャンスを、あたしが失ってしまったということだった。




　　　　☆




　父さんに会えない。

　それを悟さとった時、あたしは膝ひざから崩くずれ落ちるような衝しよう撃げきを受けた。

　まさか、ここまで来て会えないとは……。

「……」

　あたしは秋葉原の夜を見つめながら、唇くちびるを結ぶ。

「……予想はさ、してたんだよね。会えないかもって」

　最悪の事態を想定するのは、軍事訓練を受けた経験のある者ならば当然の発想だ。

　もちろん、あたしも〝父さんに会えない可能性〟についてはずっと心に留とめていた。

　それでもやっぱり意外だったのは、ショックを受けてはいても、それが予想よりもはるかに軽かったことだ。

　本音を言うと、もっとみっともなく取り乱して、どうしようもなくなってこれ以上の作戦遂行が無理になるかも知れないくらいの予想を立てていた。その時には、自己暗示で自動的に行動できるよう、事前準備を施ほどこしていたくらいだ。

　でも、結果から言えばそれは不要だったんだ。

　父さんに会えないのは残念だけど、それは残念ですんだ。

　どうやら思ったよりもあたしは、心を強く持てていたみたいだね。

「それも……、君のお陰かげかな？　岡部倫太郎」

　２０１０年に来て、まずあたしがしたことは英えい雄ゆうである岡部倫太郎の姿を見に行くことだった。

　もちろん、この時点の彼が英雄じゃないことくらい分かってる。

　でも、父さんがその命を預けて片かた腕うでとなり、全解放組織の人間たちから救世主として崇すう敬けいされる岡部倫太郎が、果たしてどういう人物か見てみたかったのだ。

　──あと、彼のそばにいれば父さんの手がかりが得られるかもという目もく論ろ見みもあった。……結局、意味がなかったけど。

　正直言って、先入観はあった。

　何をどう言おうと、あたしにとっても彼は英雄だ。

　世界のためにすべてを投げ出し、己おのれの信じる道を突つき進んだこの世の希望なのだ。

　どうしてそれを、特別な眼めで見ずにいられるかって話なんだよね。

「まぁ、でも……」

　やっぱり予想と全然違ちがってたなぁ……。

　あたしは秋葉原にやって来て、すぐに解放組織の前身である未来ガジェット研究所の位置を捜し出した。幸い、大体の地理は聞いていたから、その場所を見つけるのは簡単だった。

　そして折良く、その真下にブラウン管工こう房ぼうという店てん舗ぽがあったので、そこのアルバイトに潜り込んだのだ。それでも、面接が終わった直後に彼と出会えたのは少し幸運だったと思う。

「君は？」

　そう尋たずねたあたしに答えたのは、岡部倫太郎ではなくバイト先の店長──天てん王のう寺じ裕ゆう吾ごの方だった。

「ああ、岡部倫太郎ってんだ。この上に間借りしている馬ば鹿かだよ」

　ぶっきらぼうに言う店長に、岡部倫太郎は嚙かみつくように反論していた。

「岡部ではない！　俺の名は鳳ほう凰おう院いん……」

「うるせぇ！　家賃、千円アップすっぞ」

「……岡部倫太郎だ」

　店長の言葉に対し、即そく座ざに居住まいを正して返したことから、彼らの力関係はすぐに分かった。その後、彼は妄もう想そうめいた発言──言われた時は一いつ瞬しゆん、本気にしたんだけどね──を言いたい放題口にすると、高笑いを上げながら去って行ったんだ。

　あたしに、手にしていたトウモロコシをひとつくれて……。

　それからの十日間。

　……本当に楽しかった。

　たった十日という短い時間だけれど、その日々は間違いなく、あたしの今までの18年間と比ひ較かくしても価値のあるものだった。

　でも、もうタイムリミットだ。

　父さんに会える可能性が最も高かったはずの、今日のタイムマシンオフ会。

　ここで父さんに会えなかった以上、もう父さんを捜しても会える公算は少ない。

　あたしの人生で初めての、十日間の休日。

　それが今、終わろうとしていた。




　　　　☆




　未練。そう、未練なんだ……。

　分かってる。

　秋葉原の街を見下ろしながら、あたしは呟つぶやく。

「もう、行かなきゃ……」

　わざわざそう、口に出して言うのは行きたくないからだ。

　もっとずっと、この街にいたいからだ。

　まだまだ、父さんのことを捜したい。

　そして、この時代で出会ったあの温かい人々と一いつ緒しよにいたい。

「店長……、綯なえちゃん……」

　結局あたしは、お世話になったブラウン管工房の店長に、何も告げずにこの街を、この時間を離はなれることになる。

　謝りたい気持ちも、別れを告げたい気持ちもあるけれど、そこでもしこの街を離れる理由を問われたら、さすがに言葉が堰せきを切って出てしまいそうだった。

　店長──天王寺裕吾という人は無骨で口べただけど、優やさしい人だったんだ。だから、もしあの人に尋ねられたら、やっぱり話さずにいる自信がない。見かけによらず、話を聞き出すのも上手うまかったから余計だ。

　そして綯ちゃん。

　店長の娘さん。確か、まだ十歳だったはず。可愛かわいらしい娘だった。

　どうしてあの店長から、こんなに可愛い娘が生まれるのかとちょっと疑問だったけれど、そういうものなんだろうか？　今でも少し不思議だ。

　思えばバイトとして働いている間、ほとんどの仕事は店番をしながらの綯ちゃんの相手だったような気もする。

　そう考えると、彼女こそあたしがこの２０１０年で一番長い時間を一緒に過ごした相手なのかも知れない。

「岡部倫太郎……、椎しい名なまゆり……、橋田至……」

　続いて口に出るのは、やはり未来ガジェット研究所のみんな。

　岡部倫太郎だけじゃない。

　その幼なじみの椎名まゆりや、いつもメイド喫きつ茶さに入り浸びたっている橋田至にも結局、色々とお世話になった気がする。特に椎名まゆりは、あたしにも分け隔へだてなく接してくれた。

　そしてどうしても思い出されるのは、昨日のことだ。

　岡部倫太郎のことをよく知りたいと思って、あたしは昨日、彼をサイクリングに連れ出したんだ。どうも岡部倫太郎は運動不足だったみたいで、結構大変そうだったけど最後までつき合ってくれた。

　そして父さんのことを話したあたしに、いきなりこう言い出した。

「お前は今日からラボメンナンバー００８だ！　俺達の実験台となってもらう！」

　思わずあたしは、その〝実験台〟という言葉に反応して強こわばってしまった。狼狽うろたえたように「どうするの？」と問いかけたあたしに、彼はこう言ったんだ。

「お前の過去を変えるのだ！　非道と思うのなら思え！　だが、お前はもはや俺の毒どく牙がにかかった小羊。決して逃にげられはしない!!　お前は蒸発する前の父親にＤメールを送るのだッッ。『娘をおいていくな』とな。ふぅーわっはっはっはっは！」

　それは芝しば居いがかってはいたけれど、あたしのことを気き遣づかってくれる言葉だった。

　その言葉を聞いて、あたしは思ったんだ。

　ああ、確かに岡部倫太郎は英雄なんだ。

　こういう風に人のことを心配して、思いやれるから、あの恐おそろしいＳＥＲＮに立ち向かうこともできたんだ。

　多分、この時だったと思う。

　あたしが父さんに会えなくても、この街を離れる決心をすることができたのは、この岡部倫太郎の言葉があったからだと思う。

　この言葉で、おそらくあたしは報むくわれた。

　これから長い時間を、使命を果たすためだけに捧ささげる覚かく悟ごが、改めてできたんだ。

「いいか！　明日、父親に会えても会えなくてもラボに必ず来るがいい。お前の傷心を利用し、Ｄメール実験をしてやる！」

「あははは……。さすがマッドサイエンティスト。悪逆非道だね～」

　そんな会話をして別れて……。そしてあたしは今日、父さんには会えなかった。

　でも、岡部倫太郎の言葉に従って、彼の待つラボに行くことはできなかったんだ。そうすれば、間ま違ちがいなくあたしはこの時代に留とどまることを選せん択たくする。

　１９７５年に行くことを、ずるずると先延ばしにしてしまう。

　それくらい、岡部倫太郎と彼の周りの世界は心地ここちよかった。

「けれど……、もうダメ。タイムリミットだよ」
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「けれど……、もうダメ。タイムリミットだよ」

　あたしは言って、眼下に見える秋葉原の街に背を向ける。

　そう、タイムリミットだ。

　これ以上、休日を楽しむことは許されない。もしもこれから先、この秋葉原の街に留まり続けることで、使命を遂すい行こうすることができなくなる事態が起こってしまったら、あたしの前にはただ絶望しかない。

　そうなったら、あの２０３６年を救うことも、信じたあたしを送り出した解放組織のみんなの信しん頼らいに応こたえることも、未来の岡部倫太郎や父さん、母さんの無念を晴らすことも、全部できなくなってしまう。

　それだけは、避さけなくちゃいけない。

　この２０１０年の、居い心地ごこちの良い世界をこれから先の未来にも残すために。

　あたしみたいな子供をこれからの未来に出さないために。

　ここであたしが、１９７５年に行かなくちゃいけない。

　他ほかの誰だれにもできない、あたしだけにできる使命。それを放ほう棄きすることは許されないし、できない。

　たとえ誰が許しても、あたし自身がそれを許せないんだ。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　あたしは秋葉原の街に背を向けたまま言う。

「大丈夫。これだけの思い出があれば、十分やってける」

　これから向かうのは今から35年前の世界。あたしのいた時間軸じくから数えて、61年も過去になる。

　そこには誰も知っている人間はいないし、見知っている風景は多分ひとつもない。

　そしてこの時間の道行きは、最初に語ったように一方通行だ。決して帰ってくることのできない、ただ時間を遡さかのぼるだけの旅。

　再びこの時間──２０１０年に帰って来るには、35年の歳月をただひたすら待ち続けるしかないんだ。

　けれど、その35年もこの十日があれば。母さんとの18年があれば。

　……耐たえられる。だから！

　あたしはもう、秋葉原の街を見なかった。

　すべての未練を断たち切るように目を閉じ、振ふり切るようにタイムマシンへと乗り込む。

　２０１０年を離れ、１９７５年へと向かうために。

　まるで命を吹ふき返すように、タイムマシンの各部が唸うなりを上げる。それは自分の本来の職務を果たせる時がようやく来たという喜びの咆ほう吼こうなんだろうか？　それとも、もしかして今この時に泣くこともできないあたしの代わりに、タイムマシンが泣いてくれてるんだろうか？

　バシュンと空気を遮しや断だんする音がして、扉とびらが閉じていくのを感じながら、あたしは携けい帯たいを取りだした。手早くキーを打ち、岡部へのメールをしたためる。

『件名：ごめん』。そして、本文にただ『さよなら』とだけ書いたメールを送りつつ、あたしは口でも別れの言葉を呟いた。

「さよなら。……ありがとう、岡部倫太郎」
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　虹にじ色いろの光が、タイムマシンの中を跳とぶように舞まう。

　燐りん光こうと蛍ほたる火びが舞い散る光景はあまりにも幻げん想そう的で、一瞬それが高度な科学のもたらす所産であることを忘れてしまうほどだ。

　けれど……。

「どれだけ美しくてもさ、見とれてられるのって一時間が限界だよね～」

　２０３６年から２０１０年までのタイムトラベルでは、約六時間の主観時間がタイムマシンの中で流れた。タイムトラベル中の主観時間の経過が、実際にどれだけ時間の旅と密接に関かかわっているかは分からないけれど、おそらく今度は前回よりも長いだろう。

「予測はしてたけどね……。退たい屈くつだなぁ」

　これが作戦行動中で敵の襲しゆう撃げきタイミングを計っているなら緊きん張ちようのしようもあるんだけど、正直言ってさ、いつ終わるか分からない時間の旅ともなるとずっと緊張してなんていられないんだよね。

　そんなことしてたら体力がいくらあっても足りないし、到とう着ちやく間近になったら計器が教えてくれる以上、緊張して待ってる必要もない。

　そしてそんな状じよう況きようともなると、いくら歴戦の戦士だって退屈の虫が騒さわぎ出しちゃうんだよね、やっぱり。

「こんなことなら、何か暇ひま潰つぶしでも持ってきたらよかったな」

　すでに退屈しのぎの筋トレや瞑めい想そう、１９７５年に到着して以降のイメージトレーニングなどはやり尽つくしてしまった。

　下手へたに私物を持ち込んで、過去の世界に無用の干かん渉しようを与あたえちゃいけないから、未来から持ってきたのは最低限の活動資金の他は、どうしても手放せなかった愛用の自転車とタイムトラベル中の食料、そして不意の時のための緊きん急きゆうキットだけ。

　最初は持ち込んだ食料や薬品の注意書きや成分表なんかを読んで気を紛まぎらわせたりもしたけれど、さすがに飽あきてきた。

　決められた時間ごとに食べるご飯だけが楽しみってのは、あんまりよくないよね。

「……そろそろだと思うんだけどな」

　言ってあたしは、主観時間にして30時間ほど前にバッグから取り出した、一見して真空管がずらっと並んだような形状の計測器を見やる。

「確か、ニキシー管っていうんだっけ……」

　ニキシー管は聞いた話だとものすごく昔、液えき晶しようのような表示装置がない頃ころに開発された、小型のネオンガス表示装置らしい。開発された当時から結構長い間、電でん卓たくなどの数字を表示するための機構として使われていたそうだ。

　この計測器を作った人間は、そんな昔のテクノロジーの産物に郷きよう愁しゆうを覚えて、わざわざニキシー管に似た表示機構を採用したんだそうだ。

　そう、岡部倫太郎が。

　……くわしくは聞いていないけれど、岡部倫太郎がこの計測器を作ったのは２０２１年。ついさっきまであたしが同じ時間を過ごした彼から数えて、十一年後の岡部倫太郎が作ったと言うことになる。

「世界ダイバ線変ージエ動率ンスメーターかぁ……」
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　世界ダイバ線変ージエ動率ンスメーター。

　それがこの、ニキシー管によく似た計測器の名前だ。

　この計測器の機能を説明するには、まずあたしの時代での世界への認にん識しきについて話す必要がある。

　この世界の時の流れは、２０３６年では複数の世界線の収束とその切り換かわりによって成り立つと考えられていた。世界アトラ線収クタフ束範囲イールド理論というものだ。

　これはタイムマシンなどによる過去の世界への時間干渉の結果として、もしも何か未来を重大に変えてしまう現象が発生した時に、そこに起こる矛む盾じゆんをどう解決するかという問いに対する解答として提唱されたものだ。

『祖父のパラドックス』などが有名だろう。

　もし時間旅行者が時間を遡り、父親が生まれる前に自分の祖父を殺したら、その時間旅行者は未来に生まれなくなり、消しよう滅めつする。しかし、その結果として彼が消滅したら、今度は祖父を殺す者はいないのだから、無事に殺意ある時間旅行者は生まれ、祖父を殺しに行く。

　この堂どう々どう巡めぐりの論理パラドックスは、多くの科学者をして「このような矛盾が科学的に発生するはずはないから、タイムマシンは作れるはずがない」と言わしめるほどのものなんだ。

　けれど、タイムマシンは存在する。それは世界がこの世界アトラ線収クタフ束範囲イールド理論により、成り立っているからだ。

　つまり、世界は源流からいくつもの支流に分かれて流れる川のように、複数の世界線に分ぶん岐きしうるものだという。しかし結局それらの川は海という終着点へと至るように、複数の世界線もまた結局はある世界線の範囲に収束する。

　これが世界アトラ線収クタフ束範囲イールド理論だ。

　この理論に従う限り、もしも祖父を殺すような重大なパラドックスが発生したら、世界線の書き換かわりが発生して、未来は変わる。しかしそのパラドックスの重大さに応じて、変わる未来には限界がある。

　よっぽど重大で、そして世界が大きく書き換わる状況と場が整わない限り、世界の変動はある一定の範囲──世界アトラ線収クタフ束範囲イールドに収まってしまう。

　たとえば、ある人物の死ぬ未来を変えようとしても、よほど大きく可能性の因子を変えない限り、その人物が死ぬという未来の結果は動かない。大たい抵ていはその人物の死という結果に未来は収束するんだ。

　──まぁ、その死を回かい避ひするに至る要因が何かは、千せん差さ万ばん別べつだからこれと言うことはできないんだけどね。もしかしたら、単に外出を避けただけで避けられるかも知れないし、どんなに手を尽くしてもたとえば心臓発ほつ作さで死ぬかも知れない。全部を見通すのは無理だ。

　あたしが１９７５年に行き、ＩＢＮ５１００を手に入れるというある意味で回りくどい手段を取るのも、この世界アトラ線収クタフ束範囲イールド理論に沿っている。

　タイムマシンがあれば、過去の出来事すべてを予測して──実際には過去の記録を把は握あくして──行動を行なうことも容易たやすいように思えるんだけど、実際にはことはそう簡単には運ばない。世界アトラ線収クタフ束範囲イールド理論がそれを弾はじいてしまう。

　たとえばタイムマシンで過去に遡って、ＳＥＲＮの重要な幹部を暗殺したり、基幹となる資金源を潰つぶして活動を頓とん挫ざさせたり、研究施し設せつを片かたっ端ぱしから破は壊かいして回る案がなかったわけじゃなかったそうだ。

　でも、それらの行動は結局のところ、ＳＥＲＮに大きな打だ撃げきを与えられることなく、２０３６年のディストピアへと世界を収束させてしまう。世界アトラ線収クタフ束範囲イールド理論に則った上で、ＳＥＲＮの企たくらみを覆くつがえす計画が必要だった。

　ＳＥＲＮを倒たおすには、世界の収束がある一定の範囲を超こえる大規模な世界線変動を引き起こす必要がある。そのための計画こそ、このオペレーション・ブリュンヒルデというわけなんだ。

　そして、この世界ダイバ線変ージエ動率ンスメーターが計測する世界ダイバ線変ージエ動率ンスとは、その世界線の変動によって生じる世界線同時の差を数値として表現したものだ。つまり世界が変われば、この計測器に表示された数値も変わる。

　あたしの使命は、ここに記されている数字0.409420を変えることと言っても過言じゃない。

　それは間ま違ちがいなく、あたし阿万音鈴羽というひとりの人生を賭かけるに値あたいする、崇すう高こうで尊い使命だった。
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　タイムマシン内での何度目かの仮か眠みんの最中、不意に計器が警告音を発した。

「ふぁ～、ようやくかぁ」

　眼めをしばしばさせて、あたしは伸のびをしながら計器を見やる。そこに記された数値は、間違いなくタイムマシンが１９７５年の世界に到着しつつあることを示していた。

「ようし……、今度こそ上手うまく行って欲しいな」

　前回、つまり２０３６年から２０１０年へのタイムトラベルでは、先にも述べたようにおそらくは可変重力ロックシステムのバグで、正確な座標にタイムマシンが出現することができず、ラジ館の外がい壁へきにまで穴を空ける事態となってしまった。

　けれど今度は、タイムトラベルの際の細かい座標移動に伴ともなう偏へん差さや地球の重力中心領域の微び細さいな変動、自転軸じくの些さ細さいな歳差運動に至るまできちんと計算してきたんだ。

　情報が自由に手に入らない２０３６年とは違ちがい、２０１０年では多くの情報をインターネットや図書館で簡単に手に入れることができる。こうした計算ができたのは、図はからずも２０１０年に寄り道をした成果だった。

　──実際、他ほかにも２０１０年に寄ったお陰かげで得ることのできた情報はたくさんあって、今となっては途と中ちゆうでの情報収集無しに１９７５年に来ていたら大変なことになっていたと思うくらいだったりする。父さん捜さがしのために寄り道したっていう自分勝手への弁護は抜ぬきでね。

　１９７５年の世界に到着する瞬しゆん間かん、あたしは２０１０年に着いた時のような衝しよう撃げきが来るものかと思って身構えていたが、想像していたようなショックは一いつ切さいなかった。

　それどころか気を張っていた身からすると、拍ひよう子し抜ぬけするくらい何の変化もなくって、体感的にはタイムマシンの駆く動どう音が止まったから到着を実感できたくらいだったよ。

「着いた、のかな？」

　おそるおそる、周囲を確認すべくあたしは計器に眼を走らせる。どうやら、周囲に人はいないし、まだ誰だれかが集まってきている気配もないようだ。

「……調べた甲斐かいがあったみたいだね」

　１９７５年６月某ぼう日じつ。

　２０１０年で調べた記録が確かなら、この日は空調工事のためにラジ館全体が休業中のタイミングだった。

　しかも天気は雨。当時の工事の慣例から、屋外での作業を伴う工事は雨天は休業となることが多い。ちょうどこの日も、メインの作業が屋上と外壁部でのものだったため、工事が休みになっていたと担当した工務店の記録に残っていた。

　あたしはその記録を元に、タイムマシンが１９７５年に到とう着ちやくするタイミングと場所を、この日のラジ館屋上に設定したんだ。そしてその狙ねらいは、見事に功を奏したらしい。

　周囲には人ひと影かげひとつなく、ラジ館は静かな状態だった。

「良かったよ、これで面めん倒どうがなくて……」

　安あん堵どの感想を漏もらしつつ、タイムマシンの扉とびらを開いたあたしは、入り込んできた空気の味に思わず絶句するしかなかった。

　……な、なに、これ？

　泥どろのような匂においの空気が、喉のどにひりつくようにしながら通り抜ける。身体からだは自然な反応として咳せき込んだ。

「こ、これ……スモッグ？」

　１９７５年は未来よりも環かん境きよう破は壊かいが酷ひどくて、特に東京はスモッグまみれだったと聞かされてはいたけれど、ここまでとはあたしにも予想外だったんだ。

　どうもあまりそういう空気の汚よごれた環かん境きようにいたことのないあたしには、この時代のスモッグは覿てき面めんに利きいたらしい。

　でも雨が降ってる時は少しマシなはずなのに、それでもこれというのは相当だよ。

　この時代、日本って国は高度経済成長期を終えて、それまでのがむしゃらな前進を少しずつ顧かえりみ始めた時期だった。言ってしまったら何だけど、これまでは遮しや二に無む二に、脇わき目めもふらずやって来たけれど、これからはそれまでのことも見直そうって考え始めた時期。

　つまりここから良くなって行くって時期だった。

「……けれど、ＳＥＲＮを放置したらその良くなったことも、結局全部なかったことにされてしまうんだ」

　あたしはこれから、この時代がよくなって行く光景を見るだろう。そしてそれをＳＥＲＮに断たち切らせず、もっと先の時代まで続かせて行くには、必ずオペレーション・ブリュンヒルデを達成しなきゃいけない。

　あたしは、ラジ館の屋上に降りたって頭上に広がる灰色の空を眺ながめやった。

　そう、まるでＳＥＲＮが作り出す未来のディストピアのような色をした空を。

「絶対に……、絶対に思うとおりになんかさせるもんか」

　あたしは改めてＳＥＲＮの陰いん謀ぼうを砕くだくことを、この１９７５年の空に誓ちかった。




　　　　☆




　あたしが１９７５年に到着してまず行なったのは、タイムマシンの解体だった。

　元々、一方通行の戻もどれない旅だったし、そもそももうタイムマシンにはほとんどタイムトラベルができるだけの燃料は残っていない。

　なら、この時代へのタイムトラベルの痕こん跡せきを消すためにも、ＳＥＲＮにすでに完成したタイムマシンを奪うばわれないためにも、タイムマシンを解体する方が都合が良かったんだ。

　それに、これから先の１９７５年における活動資金を得るためにもタイムマシンの解体は必ひつ須すだった。２０１０年も同じだったけれど、社会の中で隠かくれ潜ひそんで活動するには、相応のお金が必要になっちゃう。

　着の身着のまま、食料は公園で調達、寝ね床どこも公園の遊具の中ってできた２０１０年の時はともかく、１９７５年ではあたしはＩＢＮ５１００を購こう入にゆうしてそれを保管しなきゃいけない。ある程度以上のお金はどうしても必要だった。

　──２０３６年から持ってきたお金は、２０１０年で自転車を買うのにほとんど使っちゃったという事情もあるんだけどね。

　そしてそのお金を得る手段が、タイムマシンの解体の中に隠されていたんだ。

　タイムマシンの機体の構造材は、プラチナやチタン、パラジウム、イリジウムなどの希少金属が主だ。こうした希少金属は、そのまま加工所や金属商などに持ち込めば高額で売ばい却きやくできる。

　幸い、この当時の秋葉原周辺にはそうした商売を営んでいる店てん舗ぽもそれなりにある。

　おまけに１９７５年は、まだベトナム戦争も終わったばかりで、カンボジアやレバノンではまだ内戦が続いていて、戦争の火種はそこかしこに燻くすぶっていたんだ。不本意だけれど、そうした情勢では金属の値段は高こう騰とうする。

　あたしが乗ってきたタイムマシンは、そのまま高額の財産となり得るはずだった。

　そしてその目もく論ろ見みは的中した。

　到着した初日の内に、持ち運べるだけの廃はい材ざいを加工所に持ち込んだら、それだけでもうＩＢＮ５１００が十分買えるだけのお金が手に入ったんだ。

　けれど、これをまだＩＢＮ５１００の購入に充あてるわけにはいかない。

　……というよりも、１９７５年に到着したその日のうちにやらなきゃいけないことがまだあって、そのためにお金は必要だった。

「次は上うえ野のか……」

　あたしはそのまま、北上して上野駅の方へと足を伸ばす。

　当時この一帯には、非合法な活動を行なう犯罪者の集団が複数グループ存在していた。あたしはそのひとつに接せつ触しよくをとった。

　解放組織ワルキューレでも教えていたように、現地勢力の犯罪組織は時に戦力拡かく充じゆうや活動力の強化において大きな助けとなり得る。あたしはそのセオリーに従ったんだ。

　最初はあたしが若い女性ということでまともに相手してくれなかったけれど、手持ちのお金の額とどうやら戦争経験者らしい人物の肝きも煎いりで、何とか交こう渉しようをまとめることができた。

　そう、あたしにはこの時代での戸こ籍せきが必要なんだ。

　何をするにも、公的な立場を持って行動するには戸籍──というよりも正確には身分証明──が必要になる。地下に潜せん伏ぷくするだけなら別に戸籍無しでも何とかなるけれど、さっきも言ったようにあたしはＩＢＮ５１００を守り続けなきゃいけない。

　それを考えると、戸籍を手に入れるのが何かと便利なように思ったんだ。

　──実際、この辺は後になって本当に役に立った。

「どんな名前がいい？」

　偽ぎ造ぞう戸こ籍せきを作ってくれるように頼たのんだあたしに、その犯罪組織の偽造人──ニンベン師っていうらしい──は言った。

「名前？」

「ああ、今ならちょうど良いタイミングでね。他人の戸籍を買うんじゃなくて、好きな名前で戸籍が取れる。どうするね？」

　どう良いタイミングなのかは分からなかったけれど、〝できる〟と専門家が言うんならそうなんだろう。でも、いきなりそう言われてもすぐには出てこない。

　一いつ瞬しゆん、自分の本名である『阿万音鈴羽』というのも考えたけれど、もしも追っ手がタイムマシンであたしを追つい跡せきして来ていた場合、自分から居場所を教えているようなものだ。そんな馬鹿な話はないよ。

　次に考えたのは、２０１０年でできた友達の名前を借りることだった。

　苗みよう字じだけにすれば、ややこしい事態にもならないだろう。

　最初は、〝岡部〟と名乗るつもりだったのだけれど、その名前は友人のそれであると同時に、やっぱりあたしにとっては解放組織の英えい雄ゆうの名前でもあった。軽々しく名乗るには、どうしても抵てい抗こうがある。

　椎名も、漆うるし原ばらもちょっとピンとは来なかった。

　ニャンニャンはさすがに２０１０年やこの時代の世情に疎うといあたしでも、一いつ般ぱん的な名前にできないことくらい分かる。

「う～ん、じゃあ……。橋田……、橋田……鈴すず？」

　とっさに近いレベルで、あまり話したことはなかったけれど未来ガジェット研究所で色んな道具を作っていた、体格の横に広い男性のことを思い出す。あの手先の器用さと技術力の高さは、素す直なおに賞賛に値あたいすると思った。

「うん、橋田……鈴。橋田鈴で」

　口にしてみると、不思議なほどその名前に違い和わ感かんはない。

　用心のために、自分の元の音おん韻いんになるべく近く、その上で完全に同じではない名前を名乗ることにする。不意に呼ばれた時に、反応しないというミスを避さけるためだ。

　あたしの要望に、その〝ニンベン師〟はきちんと応こたえてくれた。

　身分証明書はすぐに作成され、戸籍も一両日中にできるという。

　１９７５年で活動するための、第一歩はこうして上手うまく行った。




　　　　☆




　上野で戸籍を手に入れたあたしが次に向かったのは、ラジ館の管理を行なう会社と親しいつき合いのある某ぼう社しやの重役の下だった。

　ある程度まで解体を進めていたとはいえ、約半日でできる解体作業には限界がある。タイムマシンを完全に解体するためには、やっぱりもう少し時間が必要。だから、何とかしてその解体の期間中、ラジ館の屋上を借り切る必要があったんだ。

　でもラジ館の管理会社が、しっかりした企き業ぎようであることは２０１０年の下調べで分かっていた。

　多分、いきなり現われたやたらお金を持っているだけの未成年に、突とつ然ぜん「屋上を貸し切りにさせて欲しい」と言われても、承知してくれる可能性は低いだろう。

　だからあたしは、まずその会社とパイプを持っている別の会社にコンタクトを取った。

　これも解放組織ワルキューレが教えている、レジスタンス活動のための支持者や資金集めのための手引きに従った結果だ。

　政治力や経済力なくして、権力に立ち向かうことはできない。それは古今東西、どの地域のどの歴史書を読んでも自明のことだった。

　そんな事情でラジ館の屋上を借りるために手を尽つくしたんだけれど、交渉は一言で言うと〝難航〟だったんだよね。

　やっぱりひとつの会社を切り回してる人たちは、自分の仕事にプライドもあるし、言ったら何だけど完全に非合法活動であるところのあたしの要望なんか、信用問題からしても簡単に受け入れるわけにいかない。

　こっちとしても向こうに全部の理由は話せないし、話した相手がもしかしたらラウンダーである可能性だってある。もし直接はそうでなくても、ふとした拍ひよう子しに秘密を漏らしてしまう可能性は大だからね。とても本当のことなんて話せない。

　そうすると話は平行線にならざるを得なくてさ。

　やっぱ、あたしも無む駄だに手て荒あらなことなんてしたくないから、暴力とかに訴うつたえるわけにもいかなくて困った。

　でも、あたしだって引くわけにはいかないから最後には根比べになって、ずーっと会社の応接室でにらみ合い。その前がきちんと休んだわけじゃなくて、タイムマシン内での座ったままの仮か眠みんだったから、本音を言うときつかったよ。

　それでも、引き下がれない理由があるからにはあたしもまっすぐその重役さんの眼めを見つめ続けた。その間、何度か重役さんは質問してきたりして、そのたびに答えられることは答えたけれど、それで態度が軟なん化かするというわけではなかったんだよね。

　それで夜が更ふけて、窓の外の空が白み始めた頃ころ。ずっと苦虫をかみつぶしたような顔をしていた重役の表情が少し変わった。厳いかめしい感じは変かわらなかったけれど、ほんの少しだけ力が抜ぬけたような顔色だった。

「分かった。……何とか掛かけ合ってみよう」

　不意に出た言葉。

　それは、普ふ通つうなら絶対に信じてもらえないはずのあたしのことを、この重役さんが信じてくれた瞬しゆん間かんだった。何が彼の心の琴きん線せんに触ふれたのかは分からない。

　確かなのは、彼があたしのことを助けてくれたという、その一点だけだ。

　おそらく人は結局、どれだけ政治力や経済力があろうと、最終的には誰だれかの助けなしに生きていくことはできないのだろう。２０１０年でも、１９７５年でも、あたしは人に助けられて生きている。それをこの時、あたしは改めて実感した。




　　　　☆




　ラジ館の屋上を貸し切ることができたあたしは、そのまま悠ゆう々ゆうとタイムマシンの解体を続けることができた。

　幸運と言うか、これも先だっての重役さんの尽じん力りよくのお陰かげなんだけれど、ラジ館の空調工事のために使われていた目め隠かくし用のブルーシートの中に、解体中のタイムマシンを隠させてもらえたので、偵てい察さつ機や監かん視し衛星の心配をせずにすんだのは楽だったよ。

　そうやって解体したタイムマシンの廃材を、怪あやしまれないように小分けにして色んなところに持ち込んだら、とてつもない金額になって返ってきた。何て言うのかな、完全に金銭感覚がマヒしちゃうくらいの金額だった。

　多分、島とか欲しいって思ったら即そつ金きんで買えちゃったと思う。

　そのお金で当然、まず一番に予備も含ふくめて何台かのＩＢＮ５１００を購こう入にゆうしたんだけれど、言うまでもなく余るんだよね。それもほとんどが余った。

　最初は贅ぜい沢たくでもしようかなって思ったけれど、ほんの数分考えてそれが無理だと分かったんだよね。だってあたし、贅沢なんて言葉でしか知らなくて実際にどんなことをすれば贅沢になるかなんて分からなかったからさ。

　結構悩なやみに悩んで、結局は先だっての重役さんのところに相談に行くことにしたんだよ。そうしたら開口一番言われたのは、「なら、株か土地を買うといい」って言葉だった。

　よくよく考えると、その重役さんって不動産業が専門だったらしいから、そこから出た言葉だったんだとは思う。けど、これから先の歴史を知ってるあたしからすれば、その言葉は何よりしっくり来た。

　高度経済成長を終えた日本は、これから段々と空間と時間の値段、つまり、地代と人件費が高騰していく。

　この傾けい向こうはバブルまで続いて、特に東京都心の土地価はそれこそ小さな国なら丸ごと何十個も買えてしまうほどの値段にまでなってしまうんだ。

　２０１０年にある程度以上の下調べをしてきていたあたしは、秋葉原周辺に限って言えば、これから値上がりするだろう土地の検討はかなりの精度でつけることができた。それ以外の場所でも、高速道路や線路の通る場所や、空港予定地なんか結構覚えてる。

　ためらいがなかったというと噓うそになるんだけどさ、それでもあたしが財力を持って損になることはないし、最低限の資産を確保した上で勝負をかけるなら、それはそれで分ぶの悪い賭かけじゃないと思ったんだよね。

　──この辺、結果としては大体いい取引になった。空港とかは、あたしの知ってる歴史と違ちがう場所に建設されたりもして、あんまり大きな利益にはならなかったけどね。

　それらのいくつかの不動産の取引の中で、一番感かん慨がい深かったのはなんと言っても秋葉原妻つま恋ごい坂ざか交差点近くの雑居ビル〝大おお檜ひ山やまビル〟を買い取ったことだろう。

　他ほかでもないこの雑居ビルこそ、岡部倫太郎率いる未来ガジェット研究所のあったビルで、２０１０年にあたしがバイトをしていたブラウン管工こう房ぼうのあったビルだったんだ。

　２０１０年に自分自身がアルバイトとして働いていたビルのオーナーに、まさかあたしがなるだなんてことは思いもしなかった。そしてやがてはここに来るだろう、あの親子とラボの人々の思い出を懐なつかしむには十分な買い物だったと思う。

　こうしてあたしは、秋葉原周辺にいくつかの土地を持つ地主になった。

　けれども、なってみたら地主ってのは特にやることもなく、あたしは何だか別の意味で退たい屈くつを抱かかえることになってしまったんだよね。

　──もちろん、地主だって本気でやればとてつもなく忙いそがしい仕事なんだろうけれど、あたしはその辺を重役さんやその部下の管理に任せてしまっていたから、盛大に暇ひまを持て余あますことになってしまったわけ。




　　　　☆




「どうしよっかなぁ？」

　サイクリング三ざん昧まいの日々を過ごし、夏と秋が過ぎて冬に入る頃。

　あたしはそう呟つぶやいていた。

　オペレーション・ブリュンヒルデの第一段階である、１９７５年にタイムトラベルしてＩＢＮ５１００を確保する任務はすでに果たした。次は２０１０年までそれを確保し、未来ガジェット研究所にそれを託たくす第二段階が待っている。

　つまりこの段階では、１９７５年から２０１０年までの35年間を待ち続けるのがあたしの任務だ。

　けれどその間、何をするでもなく待つなんて……。

　当然だけど、人間がそんな生活に耐たえられるはずはない。

　日々を無む為いに過ごすのだって、それをしようというある程度の意志が必要なんだ。そしてあたしはというと、そういう生活を送るためのノウハウとか発想はこれっぽっちも持ち合わせていなかった。

「ダメだなぁ、あたしって……」

　ぼんやりとあたしは、街行く人々の姿を見ながら言う。

　あたしは使命を持って、今まで何かのために生きてきた。２０１０年でも、父さんを捜さがすという目的があって、岡部倫太郎のことや未来ガジェット研究所のことを知ってみたいという気持ちがあったからやってられた。

　でも、こんな風に特に何をするでもなく日々を送るというのは、考えてみれば初めての経験だったんだ。だから……、余計にどうしたらいいのか見当がつかない。

「参ったなぁ」

　そう言うあたしの視界に、学生服の少年少女たちの姿が映った。それなりの人数がいて、連れだって歩いている風でもないのに同じ方向に歩いている。

「あれ、何だろ？　何かイベントでもあったっけ？」

　ふと思い、脳内で地図を検けん索さくしてみる。すると彼らの向かう方角にある、ある施し設せつのことを思い出した。

「そういえば、この先に東京電機大学があるんだったよね。見学かなぁ、それとも願書でも取りに行くのかな？」

　そこであたしは、ハタと気づいた。

　これからの長い時間。ただ、待つことは辛つらい。

　なら、自分から彼らに会いに行けばいいんじゃないかな？

　あたしが自分でタイムマシンを作って！

「そっか……。そうだよ！　勉強すればいいんだ。勉強して、それで自分でタイムマシンを作れば!!」

　それが決して、簡単な事業だと思って口にしたわけじゃない。

　ＳＥＲＮだってできてないことを、独力でやろうとすればどれだけ大変かは子供だって簡単に分かる。でも同時に、この時代の人間で一番タイムマシンにくわしいのはあたしだ。

　細かい機器の設計とか、実際の運用についてくわしいわけじゃないけれど、基き礎そ理論については分かってる。少なくとも、他の一から始める研究者よりは、よっぽど条件が良いはずなんだ。

　もうこの時すでに。

　あたしの決意は固まっていた。

　自分で勉強して、研究をしてタイムマシンを作る。

　２０１０年の友達に会いに行くために。自分の努力で、その運命の時を自分に近づけるために！




　　　　☆




　１９７７年の春。

　この時代に来てから約一年半後、あたしは東京電機大学の学がく籍せきを手に入れていた。

　最初は高校の卒業資格もないし、そもそも学んでいる知識自体がこの時代の受験に適したものじゃなかったから大分苦労したけれど、それでも思い立ってほぼ一年で入学までこぎ着けられたのは幸運だったと思う。

　そうして始めた学生生活は予想通りというか、やっぱり大変なものだった。

　どうしても仕方ないんだけど、未来のディストピアで育ったあたしと、この時代の学生たちの感覚が合うはずがない。それは当然だし、やむを得ないことだとは思うんだ。

　けれど何ていうか、周りはそれを受け入れてくれなかった。

　あたしと自分たちが違う人間だってことを、どうしても納なつ得とくできない。そんな雰ふん囲い気きが自然と周囲の人々の中にあった。最初は気づかなかったんだけれど、これはどうもこの時代に特有の無意識的な感情だったみたいなんだ。

　時代は東西冷戦の時代。

　世界は共産主義陣じん営えいと資本主義陣営というふたつの勢力に分かれ、アメリカ合衆国とソヴィエト社会主義共和国連れん邦ぽうという二大超ちよう大たい国こくによって動かされていた。

　ほんの数年前には世界が再び世界大戦の危機に落ちるような事件も起きていて、地球上のあらゆる人々が迫せまり来る全面核かく戦争の脅きよう威いに怯おびえていたんだ。

　だからかも知れない。

　誰だれもが何だか刹せつ那な的で、今さえ良ければ明日のことは二の次って考えだったところがある。

　前にも話したように、日本はもう少し前までは高度経済成長期だったから、ひたすらがむしゃらにただ前だけを見て突つき進んでた。

　それが多少は落ち着いて、周りが見えるようになると、今度は先のことなんかまともに考えられない状態だって思ったみたいなんだよね。

　世界がいつ滅ほろびるかも知れない恐きよう怖ふ。

　それを何かで誤ご魔ま化かし続けて、目の前の相手が自分と同じ──つまり味方だと思って安心したがる。そんな感情が周囲の人々すべてに蔓まん延えんしてた。

　そうだ。

　これは、あのＳＥＲＮの作り出したディストピアと同じなんだ。

　夢も希望も圧し潰つぶされ、すべての自由を奪うばわれた管理社会で、いつ自分が殺されるとも知れない恐怖の中で生きていく。

　ディストピアでは、その恐怖から逃のがれるために人は自分の心を殺して奴ど隷れいになっていた。

　この時代の人々は、自分の心を殺す代わりに自分の価値観を殺して、恐怖から逃れようとしている。

　その意味では、この時代もあたしの生きた時代も大差はない。

　ううん、むしろこの時代の恐怖から逃にげ出そうとするあまりに、ＳＥＲＮはディストピアを作ろうとしたのかも知れない。そんな風にさえ思えてしまうほど、この時代の人々は怯えていた。

　世界に……。そして、今の平へい穏おんを壊こわすかも知れない異分子であるあたしに……。

　──もちろん、これは大学に行って抱いだいた感想であって、それまでに会った大人たちや逆に子供たちはまた違っていたんだけどね。

　結局、そのせいであたしはあまり友達を作ることができなかった。

　うわべだけの友達はできたけれど、２０１０年のあの人たちはともかく、２０３６年の同志たちに及およぶような友達でさえひとりとしていなかったんだ。

　あたしは、友達っていうのは価値観が近いか、たとえ違ってもその違いを尊敬しあえるような相手でなければなることはできないっていう言葉を思い出した。

　誰だれの言葉かははっきり覚えていないけれど、確か解放組織の先せん輩ぱいの誰かが言っていたことだったような気がする。

　そしてその意味じゃ、確かにあたしにこの時代の友達ができるような余地はまったくなかった……。




　　　　☆




　そうして何とか潜もぐり込んだ大学で、あたしは孤こ独どくを抱えながらも必死に勉強した。

　その意味じゃ、友達がいないのも楽だったって言えるのかも？

　何せ勉強の邪じや魔まをされることもないし、不必要な干かん渉しようをされることもない。大学の行事とか事務手続きとかで、誰かに話を聞いたりアドバイスを求められなかったのは辛かったけれど、結局は大たい抵てい何とかなったし。

　ただ、そういう枝葉末節っていうか、表層の問題ではすまない深刻な問題がたったひとつだけあった。

　それは、この時代の科学の発展具合。

　20世紀に入って以降、人類の科学はそれまでと比ひ較かくして飛ひ躍やく的な速度で進歩した。

　知ち恵えを集積し、検証・発展させて次の改善の礎いしずえを構築する。さらに、互たがいに競争し合うことで切せつ磋さ琢たく磨まして、ひとつひとつの分野の研けん鑽さんをより深めるというのが、ものすごく上手うまく行ったんだと思う。

　だからだけど、あたしのいた未来と比較したらこの時代の科学は本当に幼いものだった。

　何せ物理学の分野ではホーキング輻ふく射しや──タイムマシン開発に不可欠なブラックホールの特性に関かかわる重要な概がい念ねん──さえ、１９７４年になってようやく出てきたばかりの理論なんだ。

　そもそもブラックホールって言葉さえ、できてからまだ十年しか経たってない。

　確かに科学の発展スピードは異常なほど速かったけれど、それが学ぶ側にまで反映されるには時間がかかる。

　正直に言って、もっと未来で勉強しておくべきだったと何度後こう悔かいしたか分からない。

　でも、たとえ未熟でもあたしはもうこの時代で学ぶしか方法はなかった。タイムマシンの基礎理論は分かっても、技術的な解答が見えない以上、そこに辿たどり着くには技術とそれに至るための学問を学ぶしかなかったから。

　あたしは必死で頑がん張ばった。

　脇わき目めもふらず、外国の最さい先せん端たん研究に追いつくためにたくさんの外国語も学んで。お陰かげであたしはそのまま大学院へと進むことができた。

　教授たちともあまりつき合いを深めていなかったので、すんなりとはいかないだろうと思っていたのだけれど、どうもきちんと彼らは見ていてくれたらしい。

　努力や情けは巡めぐり巡って自分に返ってくる。そのことをあたしは改めて実感した。




　　　　☆




　１９８６年。

　あたしがこの時代に来てから十一年の歳月が過ぎた。

　教授たちの厚意で大学院へとストレートに進むことができたあたしは、そのまま助手への道を選び、助教授という立場を得ていた。今では、〝橋田ゼミ〟というゼミを開き、それなりに知られた研究者として日々を送っている。

「こんな日常も悪くはないよね」

　そう思いつつも、やっぱりタイムマシンの研究をやめる気になれなかったのは、２０１０年の友達に早く会いたいからに他ほかならなかった。

　ふと、自宅での研究中。机の上に置かれた世界ダイバ線変ージエ動率ンスメーターを手にとって見つめる時がある。そこに記された数値。それは世界線が移動すれば、変化する。問題は、世界線の移動後に記き憶おくを継けい続ぞくできないあたしじゃ、その変化を観測できないことだ。

　そうだ。

　未来を変えるとあたしがいくら言っても、本当に未来を変えられたかどうかは〝今のあたし〟には分からない。

　何せ、世界アトラ線収クタフ束範囲イールド理論に従うなら、世界が変わった時──つまり世界線の変動が発生した時に、世界は書き換かわってしまうからだ。

　過去への干渉の結果としてタイムパラドックスが発生した時、世界はその矛む盾じゆんを必要なだけ過去にまで遡さかのぼって書き換える。その書き換えによって矛盾を消去し、〝現在〟の状じよう況きようへと至る世界を整理し直すんだ。

　だから、世界はその書き換えの際にあらゆる記録と記憶をその書き換わった状況に応じて再構築する。当然、あたしも世界の中にいる以上、書き換えが起きれば記憶を再構築されてしまう。

　書き換わる以前の記憶を持ち続けることはできない。

　結果として、世界が変わる前の記憶がない以上、この世界ダイバ線変ージエ動率ンスメーターの数値が変わる前のことを覚えていることはできない。

　つまり数値が変わったとしても、あたしがそれを認にん識しきすることはできないのだ。

「この数値……。変わったのかな？　それとも変わってないのかな？」

　あたしは、この数値を変えられたのかな？　まだ、変えられてないのかな？

　どうなんだろう……。

　今の研究の日々に不満はないけれど、落ち着いてしまったような気はするんだよ。そして落ち着いてしまった分、何故なぜか不安も湧わき上がる。

「一度、気分を入れ替かえた方がいいのかな？」

　そんな感じだったから、色々と気が抜ぬけてしまっていたのかも知れない。

　ある時だ。

　あたしは自分の研究ノートを、生徒たちに盗ぬすみ見られてしまうという失敗を犯おかしてしまった。この時代でも、何処どこにＳＥＲＮの目があるか分からないから、十分に警けい戒かいしていたつもりだったというのに……。

　しかもあたしは、その盗み見をしたふたりの生徒の名前を聞いて、驚きよう愕がくした。

　ひとりの名は、秋あき葉は幸ゆき高たか。こちらはいい。問題はもうひとりの方。

　牧まき瀬せ章しよう一いちと名乗った方の生徒だった。

　あたしはこの名前に覚えがあった。

　未来の世界──ＳＥＲＮに支配されたディストピアで、その支配を確立するために尽じん力りよくした〝タイムマシンの母〟牧瀬紅く莉り栖す。

　牧瀬章一は、その牧瀬紅莉栖の父親として記録に残っている名前だ。

　同どう姓せい同名なのかも知れないけれど、年ねん齢れい的には一いつ致ちしなくもない。もしかすると本当に、彼が牧瀬紅莉栖の父親となる人物なのだろうか？

　そうすると、彼はＳＥＲＮとつながりがあるのかも知れない。

　娘むすめの牧瀬紅莉栖が、いつＳＥＲＮの手先となったのかは知らないけれど、その父親の代からＳＥＲＮと関係があったとしても不思議じゃなかった。

　──確かＳＥＲＮがタイムマシン開発を目的とする〝Ｚプログラム〟を立ち上げたのは１９７３年のことだから、この時点ですでに彼らがタイムマシンに関する研究について方々から情報を集めていたのは確かなんだ。

　けれどふたりを警戒するあたしの様子をよそに、牧瀬章一と秋葉幸高はタイムマシン研究について色々と熱意を持って質問してきた。少なくともその表情には、演技やカモフラージュの色は見えない。

　あたしは適当にはぐらかしつつも、ふたりの動向から目を離はなさないように注意するようになった……。




　　　　☆




　牧瀬章一と秋葉幸高にタイムマシン研究のノートを見られて以来、ふたりはあたしにつきまとうようになった。

　最初はあたしも彼らがＳＥＲＮの手先なんじゃないかと警戒していたんだけれど、ふたりの様子はあくまでも無む邪じや気きだったんだよね。真しん剣けんにふたりしてタイムマシンが実現できると信じ、その方法について議論して……。

　何となくその熱意と突つっ走ぱしりようは、あたしに昔なじみの友達のことを思い出させた。そうだ、２０１０年に一いつ緒しよに十日間を過ごした、あの友達のことを。

　──特に牧瀬章一は、意味もなくよく高笑いを上げるところなんかもそっくりだった。何ていうのかな、仰ぎよう々ぎようしい表現とかやたらと芝しば居いがかった振ふる舞まいをしたりとか、そういうところもよく似てたんだよね。

　ほだされたというわけじゃないんだけど、段々あたしも彼らを警戒するのが馬ば鹿からしくなってきたところはあった。

　だってこれが演技だとしたら、あたしたちのレジスタンス活動はもっと前に破は綻たんしててもおかしくない。それくらい、牧瀬章一の言動は明け透すけで、ただひたすらタイムマシンへの情熱で溢あふれていて、猪ちよ突とつ猛もう進しんを絵に描かいたようだったんだ。

　だから……、何だろう。

　少しずつ少しずつ、あたしは彼らを受け入れ始めていた。
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　それはまるであたしが、まだ２０１０年に残ったままで、未来ガジェット研究所の一員として活動しているような、そんな感覚だった。

　いつしかあたしは、彼らをタイムマシン研究の同志として認めていた。そしてそれが彼らを巻き込んでの、本格的なタイムマシン研究にまで発展するのは至し極ごく当然の成り行きだったと思う。

　結局、彼らはあたしのゼミに入り、授業では普ふ段だん通りの研究に打ち込む一方、授業外ではタイムマシンの研究に力を注いだ。やがてそれは一いつ般ぱん教養程度のゼミにまで拡大して、翌年には生徒の数も彼らふたりではなくなってしまう。

　もちろん、タイムマシン研究のゼミに入れる人間はＳＥＲＮのことを警戒して厳選したけれど、あたしに新たな同志ができたことは間ま違ちがいのないことだった。




　　　　☆




　１９８９年冬。

　あたしはテレビで中ちゆう継けいされる、ドイツの〝ベルリンの壁かべ崩ほう壊かい〟事件を眺ながめていた。

　東西冷戦終結に至る大事件であり、未来から来たあたしはこの事件を切っ掛かけに色々な出来事が動いていくことを知っている。

　特に、これまでの冷戦構造とそれがもたらす社会の雰ふん囲い気きを肌はだで感じた今となっては、おそらくはこの事件を契けい機きにＳＥＲＮがその勢力を拡大していくだろうことが、ありありと見て取れる事件だった。

　──それまで世界の科学発展は、東西冷戦の主導国である米ソが握にぎっていたけれど、その冷戦の終結は数々の才能と技術者の散さん逸いつを招いた。おそらくＳＥＲＮはその人々を吸収して、さらなる発展を遂とげたんだろう。

　その上であたしはというと、そんな緊きん迫ぱくした情勢をよそに、一言で言えば人生を謳おう歌かしていた。２０１０年のあの十日間に匹ひつ敵てきする日々があたしの人生の中であるとすれば、間違いなくこの数年間をおいてないくらい、この間の日々は充じゆう実じつしていた。

　この時代に来て十四年。

　あたしは十代を任務に明け暮れ、二十代はそのほとんどをタイムマシン研究のために費ついやした。そしてその二十代の終わり、ようやく手に入れた同志たちのお陰で、この幸せな日々を手にすることができたんだ。

　そう、三年前のあの日以来。牧瀬章一と秋葉幸高はあたしにとって、なくてはならない研究のパートナーたちとなっていた。

　ふたりは大学を卒業したが、今でも研究を続行してくれている。牧瀬章一は研究者として研究そのものを、秋葉幸高は実業家として資金提供を買って出てくれたんだ。

　彼らの卒業後、あたしたちのグループは、牧瀬章一の発案で相対性理論超ちよう越えつ委員会と名づけられた──もっとも、大たい抵ていは秘密会議とか、あの研究とか呼んでいたんだけどね。

　時代はまさにバブル経済のまっただ中。

　空前の好景気とあって、研究費用は潤じゆん沢たくに得ることができた。秋葉幸高からすると、税金対策としてむしろ投資は必要だったらしい。

　──ちなみにあたし自身はその好景気の中、今持っている土地を売ってさらに儲もうかる土地を買わないかという誘さそいをやたらに受けた。けれど未来から持ってきた情報がなかったら、あたしにはあんまり商才はない。結局、そういう取引は控ひかえた。

　熱意ある研究者と、潤沢な資金。

　どのような研究開発にも、一定の成果を出すには不可欠な要素だ。それが揃そろっていることは、本当に運が良かったと思う。

　実際、牧瀬章一はあたしよりも工学方面のセンスが良いし、技術力もある。理論研究以外の部分では、あたしよりも彼の方が優ゆう秀しゆうなところが多々あった。このまま行けば、実際のタイムマシン開発の主導は彼に任せてもいいだろう。

　どう足あ搔がこうと基き礎そ理論だけじゃ、実際に動くタイムマシンは作れないんだから。




　　　　☆




　１９９２年夏。

　ある意味でこの年は運命の時だった。

　そう、ある日のことだ。突とつ然ぜん、牧瀬章一から感激したような電話がかかってきたんだ。

　ううん、違ちがうな。感激したようなじゃなくて、感激そのものだったな。

　もう弾はずんでいるとかそういうどころじゃない。まるで勝利の喝かつ采さいのような叫さけびを上げて、全身で喜びを表現しているような──いや、見たわけじゃないんだけどさ──、そんな声こわ音ねだった。

　電話自体の具体的な台詞せりふは、その牧瀬章一のあまりに喜びに満ちた言動の印象と、それに続く内容の衝しよう撃げきに忘れてしまった。しかし内容そのものはよく覚えている。というよりも忘れることそのものができない。

　それが、彼に牧瀬紅莉栖という娘が生まれたという報告だったからだ。

　やっぱり牧瀬章一は、あの〝タイムマシンの母〟と呼ばれた女性の父親だったんだ。その報告に衝撃を受けたあたしは、それ以上は彼からの電話を続けることができずに、話を打ち切ってしまった。

　まさか、あたしがこの人生で牧瀬紅莉栖と再び関かかわることがあろうとは思わなかった。

　そうだ。努めて意識はしなかったけれど、あたしは牧瀬紅莉栖と会ったことがある。

　彼女は２０１０年において、あの未来ガジェット研究所と接せつ触しよくを持っていたのだ。

　あの当時すでに彼女がＳＥＲＮとつながりを持っていたかどうかは定さだかじゃないけれど、牧瀬紅莉栖という人物が解放組織ワルキューレの前身たる未来ガジェット研究所と接触する理由なんか、他ほかに考えられない。

　その意見は２０１０年で過ごした十日間も、そして今も変わらない結論だ。

　何せあの時点で彼女は、ヴィクトル・コンドリア脳科学研究所に属する脳科学者だったはずだ。本来はアメリカで活動していたはずの彼女が、どうして日本の秋葉原なんかにいて、何故なぜあの未来ガジェット研究所なんかに関わっているのか。

　牧瀬紅莉栖は偶ぐう然ぜんが重なった結果のようなことを言っていたけれど、そんな不自然な事態が誰だれかの恣し意いなしに起きるはずなんかないんだ。

　そう考えれば、牧瀬紅莉栖がＳＥＲＮの手先だという推測は簡単に成り立つ。……というよりもそう考えないと不自然としか言いようがないんだよね。

　だから……、考えずにはいられない。

　牧瀬章一本人はどうなんだろう、と。

　彼がＳＥＲＮとつながっている様子は見られないんだけれど、いずれは彼もＳＥＲＮに与くみすることになるんだろうか？

　それともＳＥＲＮとつながっているのは娘の牧瀬紅莉栖だけなんだろうか？

　少なくとも現時点で、それらの疑問に解答を出すことはできない。

　未来を予測する手段は限られていて、それもそのほとんどの手段はこの状じよう況きように対して決定的な答えを出してはくれない。いずれも不確かな解答か、さもなければ思い込み程度の解答しか出せないからだ。

　あたしはどう足搔こうと、牧瀬章一にＳＥＲＮと接触を持って欲しくないと思っている。それは願望の域をどう足搔こうと出ない。

　けれども、その娘むすめである牧瀬紅莉栖がＳＥＲＮとつながっていることは、ほぼ確実に近い。

　何か運命的な介かい入にゆうがあるか、それこそ誰かが彼女を秋葉原に導くような要因がない限り。そして岡部倫太郎と関係するような素因がない限り、彼女がＳＥＲＮと無む縁えんである可能性は皆かい無むなのだ。

　願望と、そして冷静な状じよう況きよう分ぶん析せきを元にした推測と、この両者とがせめぎ合う以上、あたしは今の状況では願望の方を取りたい気持ちがある。戦士としてはあまり褒ほめられた態度ではないんだけれど、それが今のあたしの偽いつわらざる本音だった。




　　　　☆




　そしてその状況下で、あたしは別の懸け念ねんも抱いだいていた。

　懸念の内容は、この年になってそれまでは決して下落することがないといわれていた土地の価格が、ついに下落を始めたことだった。

　もちろん何であれ、ものの価値や状況というものが永遠であることはあり得ない。

　ましてやあたしは、歴史としてバブル経済が崩ほう壊かいしたという事実を知っている。

　だけれど、体感してみればこれほど実感を感じにくいものなんだっていうのが、最初の印象だった。

　だって世界は、この好景気がずっと続くものと信じて動いていた。

　経済であれ、政治であれ、軍事であれ、法律であれ、事業であれ、個々人の人生設計や創作活動、科学的な研究に至るまでそのすべてが、好景気がずっと続き、あらゆる業績が右みぎ肩かた上がりで上がっていくことを前提にしていたんだよ。

　その中に取り込まれ、その中で生きているあたし自身も、どこかでその絵空事を信じていたんだと思う。

　でもそうなってくると、当然だけど経済界とも無縁じゃない大学校内でも、そうした不景気の予兆は噂うわさされるようになってくる。特に工学系の技術者や研究者を多数輩はい出しゆつしているウチの大学だと、そうした状況とは無縁でいられない。

　何故ならそういう状況で、真っ先に節約されることになるのは設備投資や外部への資金援えん助じよであり、そうした企き業ぎようからの援助で研究費用を捻ねん出しゆつしている教授は数多くいたからだ。

　幸いあたしは大学内での研究にお金がかかる方じゃなかったし、タイムマシン研究の方は秋葉幸高が頑がん張ばってくれたから即そく座ざには問題なかったけれど、大分困った状況に追い込まれる人もいたようだった。

　また、あたし自身はこの土地の下落が一時的なものでないことを知っていたから、どうしても重要と思ったり、愛着のある以外の不動産物件は手放すことにした。

　このタイミングで売るのは損だと、かなり不動産屋には渋しぶられたのだけれど、構わないからと売ってもらう。ここで資金を確保しておかなければ、後々にタイムマシン研究開発費が足りなくなった時に、研究が続行できなくなる。

　そんな想おもいがあったからだ。




　　　　☆




　１９９４年。

　牧瀬章一を中心としたタイムマシン研究は、あたしの眼めから見るとすさまじいスピードで進行していた。

　まともなサイズの粒りゆう子し加速器もなく、ＳＥＲＮの介入を避さけるために公的機関の研究施し設せつを借りるわけにも行かない状況下であるにもかかわらず、彼はブラックホールの生成実験に着手するまでに研究を進めていたんだ。

　それもただのブラックホールじゃなくて、タイムマシンの運行に必要不可欠なカー・ブラックホールの生成を、だった。

　普ふ通つうに考えれば、十分以上に牧瀬章一という人間は天才だと思う。

　ただ彼の熱意と着想力は、この時代にそぐわないものだった。

　もっと研究資金が潤沢で、もっと技術が発展していれば、牧瀬章一の名はそれこそ娘である牧瀬紅莉栖と同様に歴史に残るものになっただろう。

　けれども悲しいかな、彼の生きたこの時代は不ふ況きようのまっただ中で、残念ながら小規模な研究で大きな成果を上げるためのノウハウも確立されていなかった。

　もし彼の元に、未来ガジェット研究所のそれと同様程度の機材や設備があったなら、もっと違ったかも知れない。

　──技術の発展は恐おそろしいもので、２０１０年なら学生のお小こ遣づかい程度で集められる設備も、この当時は企業規模でも購こう入にゆうをためらうような高額の資金を必要としたんだよ。もちろん、あたしも秋葉幸高もできる限りの援助をしたけどね。

　２０１０年のあたしの友達たちは、電子レンジを改造してカー・ブラックホールを作り出せる機器を偶然に作り上げてしまったけれど、それができなかった牧瀬章一が決して彼らに劣おとっていたわけじゃない。

　ただ、彼は本当に生まれるべき時代を間ま違ちがえた天才だったんだ。

「今の技術じゃ……、彼の才能は活いかし切れない」

　そして同様に悲しむことしかできないけれど、彼に世界の技術が追いつくだろう２０１０年には、もう牧瀬章一はこの若さに任せた情熱と自由な発想力を維い持じできてはいないはずだ。

　ある種の天才には、それが一定の年ねん齢れいまでしか続かない人間が多数いる。

　牧瀬章一のように、霊れい性せいと情熱による研究への専念から生まれる天才性は、本当にその真価の発揮される時間が短いものなんだ。この短い時間内に、業績や後の礎いしずえを作っておかなければ、研究者を続けて行くことはできない。

　逆に言えば、そうした期間を過ぎて天才でなくなったとしても、研究者としての己おのれの立場と業績を残していける者だけが、職業上の研究者として名を残していけるのかも知れない。

　自分も研究者の端はしくれとして、あたしは段々そのことが分かりつつあった。

　同時に、自分がどれだけ牧瀬章一という人間に残ざん酷こくなことをしてしまったのかも。

　本当なら彼は、大学を卒業してから今までの八年間を、研究者としてこれから社会に受け入れられるための土ど壌じよう作りに費ついやすべきだった。

　なのに彼は、あたしのタイムマシン研究にのめり込み、他の研究すべてをその踏ふみ台にしてしまったんだ。彼の研究はタイムマシン研究のための資金稼かせぎや業績作り、あるいは単なる信用を勝ち取るための腰こし掛かけに過ぎなかった。

　牧瀬章一という人間は、そのすべてをタイムマシンに捧ささげていた。

　タイムマシンを作りたいと願った、このあたし以上に。

　だからその情熱ゆえに、もしかしたら時間さえあれば彼はもっと素す晴ばらしい成果を上げることができたかも知れない。しかし彼がカー・ブラックホールの生成に成功するという成果を上げる前に、タイムリミットは来てしまった。

　バブル崩壊から続く経済不況は、後の歴史を知るはずのあたしにとっても想像以上のものだった。それまでは高こう騰とうを続けていた物価が下がっていき、あらゆるものの価値が失われていく。

　数年前までは、「何でそんなものが？」と思うようなものにさえ高額の値段がついていたのに、そうしたものは今や見向きもされず、どんどん世情は暗くなってきた。

　そしてその世情の暗さは、当然ながらあたしたちのタイムマシン研究とも、無縁じゃなかったんだ……。

　この年、秋葉幸高は牧瀬章一とあたしに、「これ以上の研究投資はできない」と告げた。




　　　　☆




　秋葉幸高からの警告はこれまでに何度もあった。

　彼も企業の長を務め、その業務の一いつ環かんとしてタイムマシン研究に投資する以上、一定期間ごとに何らかの成果が上がっていることが必要だったんだよ。

　けれど最初は順調だった研究の成果報告も、カー・ブラックホールの生成にかかってからはさっぱりだった。

　当然だよ。

　こんな難事業、国を挙げての応おう援えんがあっても難しい。

　ＳＥＲＮだってこの時点では、まだきちんとブラックホール生成を順調に行なえるような状態ではなかったはずなんだ。

　それを牧瀬章一は曲がりなりにも実験に入ることができるまでにはこぎ着けた。でも、逆に言えばそこが限界だったんだと思う。

　もう何年も芳かんばしい成果の報告はできなくて……。

　おまけにそれ以前の良好な経過報告が、バブル期のまだ研究への投資に何の障害もなかった頃ころだったのも問題だった。予算の監かん査さを行なう部門からは、いくらでも資金が出ていた頃の成果報告にはさして意味がないと断じられてしまったんだ。

　厳しくなってからでも継けい続ぞくして成果が出なければ、これから先の状況で成果が上がるはずがない。それが彼らの言い分だと秋葉幸高は言っていた。

「最近、不況のせいで僕の会社も厳しくなりつつある。資金提供はなるべく続けたいが……」

　そう、あたしたちの前ですまなそうに言う秋葉幸高に、牧瀬章一はずっと食い下がった。

　けれど、世情の暗さと不況は、あたしたちの願いや望みを超こえて深かったんだ。人間の社会的生存が経済活動によって規定される以上、経済の状じよう況きようを無視してすべてを動かすことはできない。

　これは、あたしが解放組織ワルキューレで受けた革命のための教えだ。

　どんなに酷ひどい社会でも、生存権が脅おびやかされない限り、人はそれに反はん抗こうしようとは思わない。生存権を脅かされるくらい、社会が経済的に疲ひ弊へいして初めて、革命の兆きざしは見える。

　逆に言えば、経済的な疲弊や不況はそれまでどんなに上手うまく行っていたことであっても、旧来のやり方を否定し、覆くつがえされる要因となり得る。どれだけ上手く行っていたタイムマシン研究も、この長く続くだろう経済不況の前には無力だったんだよ。

「……潮時かなぁ」

　あたしは牧瀬章一、秋葉幸高との会議の席でそう呟つぶやいた。

　ふたりは双そう方ほうともに息を吞のんだ顔をしてる。その後は反応は違ちがったけれど、彼らはふたりともあたしがそう言い出すとは思ってなかったんだと思う。

　秋葉幸高はあたしの呟きに目を伏ふせ、牧瀬章一は抗こう議ぎの声を上げた。だけど、やっぱり限界だという想いは変わらない。

「やっぱさ、個人の研究じゃ限界があったんだ。……ごめんね」

　諦あきらめたいわけじゃない。

　本音を言えばずっと続けて行きたい。

　でも、牧瀬章一から提出されている毎月の研究報告書と収支報告書を見て、その上で秋葉幸高の持ってきた資料を見比べてみれば、もうリミットを超えてしまっていることは確かなんだ。終わらせたくないと無む理り矢や理り延ばしてきたけれど、これ以上は無理だった。

「教授、私は諦めたくない！　私たちの研究は、タイムマシンを作ることは全人類の夢なんだ。考え直してください！」

　すがりつくように言う、牧瀬章一の言葉はあたしの内心の叫さけびでもあった。

　けれどもだからこそ、あたしはこれ以上は彼らを巻き込むことはできない。少なくともこの不況が終わるまでは、それはしてはいけないことだ。

　そして同時にあたしは知っている。

　この不況は終わらない。

　正確にはもう、人々が狂きよう乱らんしたバブル経済の時代には戻もどらない。

　普通に考えれば、あんな狂きよう気きじみた好景気にまで戻らなくても研究開発のための予算が出る状況には戻れるだろうけれど、一いつ旦たんあの狂きよう奔ほんを経験した人々が、そこそこの好景気や〝不景気でない〟というだけの状態に納なつ得とくできるはずがないんだ。

　結局は色々と理由をつけて、不採算の部門の研究にはお金が出せなくなる。

　それがタイムマシンのような、ある種の道楽としか取られないような分野とあっては、余計だったんだ。




　　　　☆




　結果として、あたしたちの研究はこの年──１９９４年の10月３日に終しゆう焉えんを迎むかえることになった。

　秋葉幸高はこの年に起きたメキシコ通貨危機を切っ掛かけとする、さらなる経済不安の波の影えい響きようを受け、タイムマシン研究からの完全撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされてしまったんだ。結構、頑がん張ばってはくれたけれど、彼の会社は彼ひとりのものじゃない。

　そんな状況で採算の取れない分野への投資を続けることは、彼自身の社会生命を危あやうくしかねないものだった。彼は彼の会社と新たにできた家族を守るため、研究開発への投資を打ち切らざるを得なかったのさ。

　そうした事情は、あたしも牧瀬章一も分かっていたから、彼を責めるようなことはできない。むしろ秋葉幸高が必死に尽じん力りよくしてくれたことは、あたしたちもよく理解できていた。

　──牧瀬章一は、落ち込む秋葉幸高を誘さそって一晩飲み明かしたそうだ。

　けれど、その一方で牧瀬章一は諦めなかった。

　あたしでさえ諦めてしまった状況で、それでも彼は自分の情熱のままにタイムマシンの研究を続けることを選んだんだ。それ以前も、ずっと自分の他ほかの研究はタイムマシンのための踏み台に過ぎないと断じていた彼だけど、この一件以降はそれが余計に加速したように思う。

　でもそれは、やっちゃいけないことだった。

　牧瀬章一には妻がいて、子供がいる。家族のいる人間が、すべてを振ふり捨ててまでそこに執しゆう着ちやくすることは、あまりにも危険だった。このままだと、間違いなく何らかの形で家族を不幸にする。そう思ったあたしは、再三と忠告を繰くり返した。

「心しん配ぱい性しようですな、教授。大だい丈じよう夫ぶです、そのために意に染まないとはいえ、くだらんテレビ番組にも出とるんですから」

　けれどその忠告に対しても、牧瀬章一はあまり真面目まじめには取り合わなかった。幸いと言おうか、彼は確かにその言の通り最近は中なか鉢ばち博士の芸名でテレビにも出ていて、その報ほう酬しゆうで少なくとも家族の生活分は確保できているらしい。

　しかしそれでも、彼のタイムマシン研究が自転車操業であることは変わりない様子だった。別の何かの研究で得た資金をすべてタイムマシン研究につぎ込み、その費用で出た赤字をまた別の研究の収益で補ほ塡てんする。

　さすがに秋葉幸高のアドバイスもあってか、ぎりぎりの綱つな渡わたりとはいえ、何とか回していることには驚おどろきだったが、そんな状態が健全であるはずもない。

　堅けん実じつに研究を進めてくれるならあたしも少しは私財を投じるにやぶさかじゃなかったんだけれど、いかんせん彼の研究熱は常じよう軌きを逸いつしていた。

　まさか、こんなことになるなんてあの八年前の彼の大学生時代には、これっぽっちも想像してやしなかったあたしは、この段階で彼に何も言えなくなってしまったよ。

「ごめん、牧瀬章一。やっぱり、君を巻き込むべきじゃなかった。……研究って言うのは、魔ま物ものだね。改めてそれを実感したよ」

　よく言われることだ。研究は魔物だと。

　ひとたびそれに取り憑つかれれば、己おのれの人生すべてだけではなく、自分と関かかわったすべてをその魔物の生け贄にえとして捧げて、何の痛つう痒ようも感じなくなると。むしろ、そのことに喜びさえ覚えるようになるんだってね。

　あたしは、２０１０年に行きたい……。ううん、〝戻りたい〟って目的のために研究を始めた。だからその魔物には取り憑かれずにすみ、逆にそのせいでその魔物の存在なんかまったく信じてすらいなかったんだ。

　でも、確かに魔物はいるんだ。

　牧瀬章一を見て、あたしはそれをようやく実感した。

　今の彼は、タイムマシン研究という魔物に取り憑かれている。

　おそらくその内、タイムマシンに関わることすべてにおいて、少しでもそれを邪じや魔ましたり、否定したりすれば、烈れつ火かの如ごとく怒おこり出すようになるだろう。彼にとってはタイムマシンの存在こそが自分の存在証明で、自分のアイデンティティーとなりつつある。

　もしかすると、この父親である牧瀬章一のタイムマシンへの情熱と、それを幼少期に間近で見ていたことが、あの牧瀬紅莉栖が将来〝タイムマシンの母〟と呼ばれることの原動力となったんだろうか？

　あたしはふと、そう思った。

　もしそうだとするなら、あたしは彼女に謝らなければならない。

　その仮定に立った時、牧瀬章一と牧瀬紅莉栖の人生を歪ゆがめたのは、間ま違ちがいなくあたし自身だからだ。そしてそれが分かってるのに、あたしにはもうどうしようもない。

　願わくば、彼らに悲しい出来事が起きないことをと、ただ祈いのるだけだった。




　　　　☆




　１９９７年。

　タイムマシンを作るという目的を失ったあたしだったけれど、この時期は比ひ較かく的てき平へい穏おんな日々が続いてたと思う。

　教授として学生たちを指導し、地主として秋葉原の開発に協力したりと、タイムマシン研究を中断してもそれなりにやることがあったのは意外だったよ。

　──ちなみに秋葉原の開発については、概おおむね秋葉幸高と組んでの比率が大きかった。持ってる土地のかなりを彼の管理に任せていたという事情も大きいけれど、それ以上に将来のために秋葉幸高の商業手しゆ腕わんを学びたいという気持ちがあったんだ。

　そしてあまりに意外だったのは、この年にあまりに懐なつかしい顔と再会したことだった。

　その人物の名は、天王寺裕吾。

　あたしが２０１０年に働いていた、ブラウン管工こう房ぼうの店主さんだ。

　ここのところ大学が忙いそがしくて自宅を留守にしていたんで知らなかったんだけれど、数週間前に隣となりの家に引っ越こしてきたらしい。それで、久しぶりにあたしが自宅に戻ったんで時間は空いたものの、改めて引っ越しの挨あい拶さつに来たんだそうだ。

　２０１０年の彼は厳いかつい容姿の頭のはげたおじさんだったんだけれど、この時の彼はまだ頭もはげてなくて、厳つい容姿はそのままでも非常に礼れい儀ぎ正しい若者だった。

　正直言ってね、最初に彼の姿を見た時は笑ったよ。

　あんまりに笑い転げてさ、ものすごく不ふ審しんな眼めで見られちゃったんだよね。ま、あんだけ笑い転げてたら当然なんだけど。
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　でも、本当に笑うしかなかった。

　だって、あたしはようやく２０１０年につながる糸をここで見つけたんだ。

　確かにこの時代があの２０１０年につながってるって、そんな確信を得たのは初めてだった。

　そうだ。あたしは今になってようやく、自分がずっと不安を抱かかえていたことに気づいたんだよね。

　もしも……、この時代があの２０１０年につながってなかったらどうしようって思ってたことに。

　万が一にも、この時代があの２０１０年につながってなかったら、あたしのこれまでの人生は無む駄だだったことになる。確保した何台ものＩＢＮ５１００も、何の価値もないガラクタ同然だ。世界は救われないことになってしまう。

　タイムマシンを作って２０１０年に行こうとしたのも、結局はこの時代が〝あの時間〟につながってるっていう確信がなかったからだ。だから、何とかして自分の力で懐かしい２０１０年に戻ろうともがいていたに過ぎない。

　それを、この時代に来て22年。

　天王寺裕吾の顔を見て、やっと自覚するなんて遅おそすぎだよ。あたしは……。

　もちろん、この時代に店長がいたからって、それで今の時間が確実に２０１０年につながる確証が得られたわけじゃない。

　それでも、彼の存在はあたしに安あん堵どを与あたえた。

　家族も作らず、ただずっと使命を果たすために待ち続けたあたしにとって、それは大きな慰なぐさめだったんだね。

　それこそ涙なみだがにじむくらい笑ってから、不審な眼まな差ざしを向け続ける彼を無む理り矢や理り、吞のみに誘って引きずっていった。後で考えるとずいぶんなことをしたと思うけどね、この時はそういうことに気が回る状態じゃなかったんだ。

　強ごう引いんに連れ込んだ店の中で、あたしは彼が欧おう州しゆうからの帰国子女で秋葉原に来たはいいものの、どうしようかと困っているところだという話を聞かされた。

　なんでもブラウン管があんまりに好きで、東洋一の電気街でそれに関わる仕事がしたいと帰国してきたらしいけれど、身寄りもないし、日本の法律もさして知らないしで、右も左も分からない状態だったそうな。

「ふ～ん、じゃあさ。初対面で爆ばく笑しようしたお詫わび代わりに、色々と手配してやろうかい？」

　こう言ったあたしに、彼は再び不審の眼差しを向けた。

　当然のことなんだけどね、うまい話には裏があるものなんだから。でもあたしはまた、強引に押し切るようにして彼が商売を始めるのを手伝うことにした。




　　　　☆




　とはいっても、さすがに天王寺裕吾自身としては単なるお隣さんにそこまでしてもらうのは心苦しいと、ずっとあたしの申し出を断わっていた。

　それが転じたのは──ううん、転じざるを得なかったのはあたしと彼が吞みに行って帰って来てからだ。

　びっくりしたよ。

　何せ帰って来たら、あたしの家の隣が燃えてたんだから。

　あんぐりと口を開けて、呆ぼう然ぜんと燃えさかる自宅を見る彼の姿は、言っちゃ悪いけど何とも言えないものがあった。

　後で知ったんだけれど、少し前に降った雨のせいで漏ろう電でんが起きていて、それが原因の出火だったそうだ。もしあたしが強引に連れ出してなかったら、彼も火に巻かれていたかも知れなかったらしい。

　不幸中の幸いというか、引っ越してきたばかりでまだほとんど家財も購こう入にゆうしていなかったから、被ひ害がいそのものはあんまりなかったんだ。けれど逆に、まだ最低限の保険にしか入ってなかったから、そこの部分は大変だったみたいだね。

　さすがに困った顔で呆ほうける彼に、あたしは見かねてこう声をかけた。

「ま、災難だったけど、落ち着くまではウチで寝ね泊とまりしなさいよ。その方が、店を出すための世話もしやすいし」

　こうなったら、天王寺裕吾としてももう選せん択たく肢しはないと腹をくくったらしい。

　そして後は、ある程度とんとん拍びよう子しだった。

　彼にあのブラウン管工房が２０１０年にあった〝大檜山ビル〟の１階を提供し、事業を行なうための免めん許きよの取得やお得意先の開かい拓たくのしかた、この秋葉原の街の細々とした事情などを教えて、商売が続けて行けるように取りはからった。

　──何か問題があった時にも対処できるように、この時代に来てからずっとつき合いのあった、裏社会の人たちにも引き合わせたりした。さすがに事業規模の都合から、秋葉幸高には紹しよう介かいしなかったけれど。

　その後、彼はブラウン管工房を営みながら、あたしの助手のような仕事もこなしてくれるようになった。お陰かげであたしは、余計な事務仕事とか変なつき合いから解放され、数年ぶりにサイクリングへ出かける余よ裕ゆうもできるようになったんだ。

　そんなある時、自転車を磨みがいてるあたしに彼が尋たずねたことがある。

「縁えんもゆかりもない俺に、何故なぜこんなによくしてくれるんですか？」

　あたしからすると唐とう突とつな質問だったけれど、どうやら天王寺裕吾自身はずっと胸に抱えていた疑問だったらしい。時間が経たって、ようやくそれを聞く勇気が出来たと言うことのようだった。

　あたしは思わず、自転車を磨きながら吹ふき出しかけた。

　その丁てい寧ねいさと礼儀正しさが、確かにあの２０１０年の店長につながっているような気がしたんだ。あの店長の若い時期の言動としては、意外でもあり、同時にものすごく納なつ得とくできる物言いでもあった。

　だからあたしは、わざと彼を振ふり返らず背を向けたまま答えた。

「巡めぐり巡って、人は誰だれかに助けられ生きてるんだよ。あたしもずいぶん、色んな人に助けられた」

　そう、たとえばそのひとりは、間違いなく２０１０年の君だ。

　それだけじゃない。

　岡部倫太郎や椎名まゆり、橋田至や漆原るか。そしておそらくは牧瀬紅莉栖も。

　この時代に来て出会った、ニンベン師のおじさんや重役さん。牧瀬章一に秋葉幸高。

　何より、解放組織ワルキューレの同志たち。父さん。母さん……。

　みんなに助けられてあたしは、ここにいる。

「……だから君も、いずれ誰かを助けてあげなさい」

　天王寺裕吾は、このあたしの答えに無言だった。

　けれど、あたしにはその無言が何よりも彼の感謝の気持ちに思えたよ。




　　　　☆




　多分、天王寺裕吾との二度目の出会いは、あたしの人生の何度目かの転てん換かん期きだったんだと思う。あれ以来、あたしの生活はまた色々な変化を見せ始めた。

　その中でも一番の驚おどろきは、いつの間にか彼があたしの教え子のひとりである今いま宮みや綴つづりとつき合っていたということだった。

　あたしのところに下宿して、助手みたいな仕事を担当する内に、大学内でのあたしの助手みたいな立場にいた彼女と親密になったらしい。話を聞かされた時には、もう大分その仲は進しん展てんしていたようだ。

「本当言うとさ。あたし、君がそんなに手が早いとは思ってなかったよ」

　不意にそう言ったあたしの言葉に、盛大に天王寺裕吾が飲んでいたお茶を吹き出したことがある。実際、当人もそのつもりはなかったようだけれど、いつの間にかそうなっていたということらしいんだよね。

　まぁ、若い内の激情は、それが研究であれ、使命感であれ、恋こいであれ、簡単には止められないものだからね。仕方ない、仕方ない。

　──実際にそう言ったら、彼自身はかなり憮ぶ然ぜんとしていたけれど。

　でも、つき合うならつき合うで、きちんとしなきゃいけない部分をきちんとしなかったのは頂けなかった。さすがにいきなり赤ちゃんができたという報告を受けた時は、天王寺裕吾をぎたぎたにしてしまいかねないところだったよ。

　今宮綴が止めなかったら、重傷を負わせてしまっていたかも知れない。

　どうも計画的にその辺を何とかしようというタガが、何の理由でか天王寺裕吾の中で外れてしまっていたらしい。原則的にはそんな無責任なことをする人間じゃないから、何かあったのかも知れないけれど、さすがにその辺を斟しん酌しやくする余裕はなかったね。

「責任を取って、ここから出て彼女と結けつ婚こんします」

　そう言って頭を下げる彼は、少なくともこの事態を覚かく悟ごはしていたようだ。けれど同時に、その言葉そのものはあたしの怒いかりをかき立てた。

「君ね。責任取るのも、結婚するのも当然だけど……。ここを出てやって行く余裕なんかあんのかい？」

　彼の経営するブラウン管工こう房ぼうの財政状じよう況きようも、天王寺裕吾自身の経済状態もあたしは必要以上に知ち悉しつしていた。到とう底てい、普ふ通つうならあたしの家を出てやっていける状態ではない。

　ううん、彼が独り身なら問題もないだろうけれど、すでに身重の奥さんがいる状況となれば話が違ちがうと言うべきだろうか？　彼の財産はふたりの人間を養って行くには少々もの足りず、たとえ共働きでやって行くにもそこまでが大変なのは目に見えていた。

　あたしの質問に沈ちん黙もくする彼に、あたしはため息混じりに告げたよ。

「君があたしに言うべきなのはね、『下宿人が後ふたり増えてもいいですか？』か『援えん助じよをお願いします』のどっちかでしょうが！」

　不ふ機き嫌げんいっぱいの表情でいうあたしに、天王寺裕吾はまた呆けたような顔を向ける。その脇わきで、今宮綴が泣きそうな顔をしていることが印象的だった。

　多分、あたしはいつの間にかこのふたりの親代わりみたいな気分でいたんだと思う。

　本来的には、こんなことをあたしが言う義理もなければ、それを聞く義理も彼らにはまったくない。なのに、どうしてかあたしたちの間には自然にそうしたことを話してしまうし、聞いてしまう関係ができあがっていたんだよね。

　結局、天王寺裕吾はあたしに「お願いします」と頭を下げ、今宮綴──いや、天王寺綴と一いつ緒しよに夫ふう婦ふであたしの家に下宿することになった。

　あたしは彼らという家族ができたことを喜び、彼らもまたそうした関係を喜んでくれていたと思う。

　……少なくとも、あの時までは。




　　　　☆




　あたしはこの頃ころ、少しずつ体たい調ちようを壊こわし始めていた。

　原因はよく分からない。疲ひ労ろうが少しずつ抜ぬけなくなり、明らかに代謝にも異状が出始めていた。最初は単に歳を取って、身体からだの調子が若い頃ころとは違ってきただけだと高をくくってたんだよ。けれど、それは少し違っていたらしい。

　医者は、レントゲン写真を大量に撮とるか、放射線治ち療りようの経験はあるかと尋ねた。症しよう状じよう的にはそれに似ているとのことだったようだ。

　あたしにはそれらの経験はなかったが、同時に思い当たることがないでもなかった。

　そう、タイムマシンだ。

　当然のことなんだけど、タイムトラベルによる人体への影えい響きようについては、ＳＥＲＮも大したデータは持っていなかった。父さんが作ったタイムマシンに至っては、稼か働どう実験さえほとんどデータがない。

　──さすがにシミュレーション上での実験くらいはしていると思うけれど、少なくとも自分の知る限りではあたしが最初に実機稼働を行なった人間のはずだ。

　言ってしまったら、タイムトラベルを行なうことで中長期的にどんな影響が人体に及およぶかは不明めい瞭りようだった。だからそもそも、タイムマシンにそれらの問題を防ぐための措そ置ちがなされていたかさえ、あたしには分からない。

　──たとえばブラックホールは大量の放射線を出すはずだけど、それがシールドされていたかどうかもよく分かっていない。もちろん、シールドされていなければ普通は即そく死しのはずだし、電子機器にも異状が出ていたはずだからシールドされていたとは思うんだけどね。

　少なくとも今の世界線で、あたしはタイムマシンによるタイムトラベルを経験した人間の中では、最さい高こう齢れいの人間のはず。おまけにあたしは、２０３６年から２０１０年、２０１０年から１９７５年と二回もタイムトラベルを行なっている。

　どんな影響が出ていても不思議はなかった。

　最終的に医者は、あたしの症状を既き存そんの症しよう例れいからは見つけることができず、原因不明の進行性多臓器不全と結論づけた。その上でできれば、学会に発表させて欲しいと。これ以降、同じ症状の人間が出た時の治療に役立てるために、と。

　あたしは申し訳ないと言って、それを断わった。

　そのことが要因で、ＳＥＲＮにもしも気づかれでもしたら、これまでのすべての苦労が水みずの泡あわと化してしまうからだ。

　幸いと言おうか、ＳＥＲＮはまだあたしの存在を、完全には捕ほ捉そくしていなかった。ううん、違うな。疑ってはいたけれど、率そつ先せんして消そうと思うほどには警けい戒かいしていなかったというべきだろうね。

　最近になって発展したコンピュータネットワークは、ようやくあたしが昔に習い覚えた技術──解放組織時代のハッキングの技術──に出番を与あたえてくれた。

　数年前まではどんなに頑がん張ばっても日本国内からＳＥＲＮにハッキングなんてできなかったんだけれど、ここ最近はＩＢＮ５１００を介かいすれば何とか彼らの動向を探さぐれるようになって来ていたんだ。

　あたしはそうやって彼らを監かん視しして、何とか２０１０年までその追つい及きゆうの手から逃のがれるつもりだった。でもこの体調の不良は、それをどうやら許してくれない域に入りつつあるらしい。

　悩なやんだあたしは、自分以外の人間にＩＢＮ５１００を託たくすことを考え始めた。元々、不ふ慮りよの事態に備えてＩＢＮ５１００は何台も確保している。その内の一台でも岡部倫太郎のところに届けば、あたしの使命は果たせるんだ。

　それなら、あたしがそのすべてを持っているよりも、その所在を分散させた方が確率は高くなる。

　そして２０１０年になったら、『秋葉原にＩＢＮ５１００がある』という噂うわさを誰かに流してもらえばいい。ＳＥＲＮの耳じ目もくも集めることになるけれど、そうすれば未来ガジェット研究所は動き始める。あたしが経験した、あの時と同じく……。

　──噂を流してもらう役目は、色々考えたけれど昔お世話になった重役さんと上野の犯罪組織の人に頼たのむことになった。多分、これがあたしのする彼らへの最後の頼みごとになるだろう。

　あたしは秋葉幸高を始め、何人かの信しん頼らいできる人々に頼んでＩＢＮ５１００を託すことにした。『いつかこの機械を必要とする若者が現われたら、彼らに渡わたして欲しい』と言い添そえて。




　　　　☆




　１９９９年。

　この年からあたしは本格的に身体を壊していた。

　そのタイミングが奇くしくも、世間で評判だった〝恐きよう怖ふの大王〟とやらが降臨する時期だったのには笑ってしまったよ。

　実際、世界が滅ほろびるというのを個人世界の終しゆう焉えんと定義するなら、確かにこの時期からあたしの世界の滅びは始まっていたのかも知れない。

　でもそんな定義は、どう足あ搔がいてもあたしにとっては受け入れられないものだ。

　もしそうなら、父さんはその死に際してタイムマシンをあたしや同志たちに託したりはしなかった。未来の岡部倫太郎は、多分ワルキューレなんか組織しやしなかったろう。

　あたし自身、ＩＢＮ５１００を未来に遺のこすのは、自分が死んでもこの世界が続くと信じているからだ。あたしの大好きな人々が、幸せになれる未来があると信じているからだ。

　そしてこの年も終わりに近づきつつある頃、そのことをより一層強く考えさせる事件があたしの前に起きた。

　母さん以来、もう二度と起きて欲しくないと思っていたこと。

　……家族の死だ。

　よく覚えている。おそらくは、あたし自身が死ぬまでもう忘れることはできないだろう、この日。

　11月９日。

　出産予定日を迎むかえ、陣じん痛つうのために入院した天王寺綴は……、生きたまま家に戻もどってくることはなかった。

　20世紀末、医学はすでに十分以上に発展し、過去の時代のそれとは違って出産は死を覚悟するような事態ではないはずだった。それでも、10万人に数人程度の割合で、やはり死はそこに忍しのび寄る。

　一体、誰だれが自分の家族にそうした不運が降りかかると予測するだろう？

　笑え顔がおで分ぶん娩べん室に入った彼女を次に見たのは、集中治療室で何本もの管につながれた状態でだった。出産時の大量出血が予想以上の量であり、元々その身体が頑がん健けんとは言いづらかった彼女にとって、それが致ち命めい的てきになったとのことらしい。

　出血多量を原因とする虚きよ血けつ状態と低酸素症しようが、脳を始めとする複数の臓器と器官に深刻なダメージを与えたのだろうと医者は説明し、誕生の喜びは一転して死の悲しみに包まれた。

　天王寺綴という女性は、自分の生きた生しよう涯がいの証あかしとしてひとりの女の子を遺し、この世を去った。まだ、あたしの半分程度しか生きていなかったというのに……。

　まるで獣けものが咆ほう吼こうするように慟どう哭こくする天王寺裕吾に、あたしは声をかけることができなかった。家族を亡なくす悲しみは、誰にとっても筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。それが愛した伴はん侶りよであったならば、なおさらのことだろう。

　産まれたばかりの娘むすめを抱だきながら、ただ嘆なげくことしかできない天王寺裕吾に代わり、あたしは天王寺綴の葬そう儀ぎの手配を知り合いに任せた。

　この時、秋葉幸高が会社の若手を貸してくれたのは大分助かった。彼らがいなければ、体調を壊したあたしでは状況に対応しきれなかったろう。

　──秋葉幸高は執しつ事じの黒くろ木きという人物が、所用で日本にいないことにかなり恐きよう縮しゆくしていた。何でも彼の言では、その執事さえいればほとんどの手続きや手配はすべて任せることができたらしい。こちらとしては、そんなことで気を咎とがめられても困るのだけれどね。

　色々な都合から、天王寺綴の葬儀はあたしの家で出すことになり、あたしたちは彼女の遺体を伴ともなって自宅へと戻った。その後の数日間のことは、正直言うとその前後の強きよう烈れつな体験に比べれば、あまりにおぼろげだ。

　天王寺綴の遺族と色々話した覚えもあるし、産まれた娘のことについても何か根を詰つめて話したような気がするけれど、ほとんど記き憶おくには残ってない。

　ただ、天王寺裕吾が産まれた娘を手元で育てることになったのは確かだった。ぎりぎりで彼女の出生届を出し、涙なみだをにじませながら綯と命名する光景に立ち会ったことは、あたしにとっても意味のあったことと思う。




　　　　☆




　天王寺綴の死後、あたしの体調は急速に悪化した。

　それまでも臥ふせることが多かったのだけれど、彼女の葬儀の後に諸もろ々もろの手配をすませて以降は、ほとんど起き上がることができなくなってしまったんだ。

　あまりに病欠が続くので、あたしは東京電機大学の職を辞やめることにした。大学事務局の方は復調したら戻ってきて欲しいと辞表を一いつ旦たんは固こ辞じしたけれど、『立つ鳥とり跡あとを濁にごさず』と言うでしょうと告げたら、それ以上の文句を言わずに受け取ってくれたよ。

　今まで、ずっと覚かく悟ごはしてきたつもりだった。

　死を。

　けれども、やっぱりそれを前にしてみれば、胸中に宿る感情は恐怖しかない。

　あたしは病びよう床しように臥せった状態でも、必ず目が届く位置に世界ダイバ線変ージエ動率ンスメーターを置いてもらっていた。だからだろうか、ずっとあることが気になった。

　それはあたしの生涯を賭かけた使命のこと。

　過去を変え、未来の世界を救う任務。

　世界をＳＥＲＮの支配するディストピアから改変する崇すう高こうな使命。

「この数字、変わる前なのかな、変わった後なのかな……。あたしは変えられたのかな……」

　あたしは世界ダイバ線変ージエ動率ンスメーターを見て、まるでうわごとのように呟つぶやく。もうほとんど、日課か何かのようになった自問。決して答えは出ないし、それを自分が知ることはできないと知っていても、問わずにはいられない。

「またですか、鈴さん？」

　あたしの様子を気き遣づかうように、天王寺裕吾は言う。

　結局、彼は綯ちゃんが産まれてからもずっと、この家に留とどまってあたしの面めん倒どうを見てくれていた。赤ん坊ぼうと病人の世話なんて、大変この上ないだろうに……。

「……ふふ、〝また〟だよ」

　あたしは軽く笑い、彼にできるだけ心労をかけないように努める。そんな演技、彼ならお見通しだろうけれど、それでもそうする意味がないわけじゃない。

　……そうだ。彼とは、いい家族のままで終わりたいのだ。

　何よりも大切な家族として。

　たとえそれが、お互たがいの〝真実〟に気づきながらそれを知らぬふりをしているだけの、〝仮面の家族〟であったとしてもだ。

「ねえ、天王寺裕吾。……君にさ、この家と大檜山ビルを譲ゆずろうと思うんだ」

　臥せったまま言うあたしの言葉に、彼はぎょっとした顔をする。

「す、鈴さん……？」

「君もさ、綯ちゃんもいるんだし、これから大変だろ？　他ほかにもいくつか贈ぞう与よしておくからさ。……使ってよ」

　──もう、あたしには必要のないものだから。

　言外の言葉は吞のみ込み、あたしは天王寺裕吾に笑顔を向ける。

「鈴さん……。俺は……」

「いいんだよ、巡めぐり合わせなんだ。多分、あたしに家族ができなかったのも、君がお隣となりさんになったのも、全部ね」

　天王寺裕吾は、肩かたを震ふるわせていた。

「『巡り巡って、人は誰かに助けられ生きてる』でしたっけ？」

「そうだよ。だから、あたしは次の世代に自分が受けた恩を返しただけさ」

　そう、あたしは信じてる。

　あたしがたとえこの地上からいなくなっても、誰かがあたしの引き継ついできた想おもいを引き継ぐと。

　父さんが死んでも、母さんが死んでも、その想いがあたしに宿ったように。

〝英えい雄ゆう〟岡部倫太郎が死んでも、その志が解放組織ワルキューレに宿ったように。

　天王寺綴が、天王寺綯という愛まな娘むすめを遺したように。

　想いパトスは決して消えない。

　それは円えん環かんを描えがく螺ら旋せんのように、必ず受け継がれ、引き継がれていく。

「だから、君もいずれ誰かを助けてあげなよ。……あたしに助けられたと思うならさ？」

　あたしはそう言って、にっこりと笑った。

　……と思う。正直、もうその辺の感覚に自信はない。

　こうなる前に、天王寺裕吾に物件を譲る贈与の手続きを終えておいて本当に良かった。

　本気でこういう手続き関係は死んでからだと面倒くさいからね。

　できることは、できる内に全部やっておいた。

　２０１０年には手配しておいた噂うわさが流れて、秋葉原中に隠かくしたどれかのＩＢＮ５１００が、岡部倫太郎のところに届くだろう。それが秋葉幸高に託たくしたものになるか、それとも別のものになるかは分からない。

　でも、あたしはあたしが想いを託した人々を信じる。

　あたしを信じて想いを託してくれた、多くの人々と同じように。

「上手うまく行って……くれるといいな」

「え？」

　あたしの呟きに、天王寺裕吾が反応を返す。

　そりゃ、独り言なんだから、何を言ってるか分かんないよね。

「ううん、何でもないよ。ただね……、あたしの人生は無意味なものじゃなかったなって、そう思ったんだ」

　あたしは変わった世界を見ることはできない。

　未来がどうなるかも分からない。

　使命が本当に成功するのか、失敗するのか。すべての未来は、誰にも見通せない。

　でも、いいんだ。

　あたしは信じることができるから。

　信じることができるくらい、精せい一いつ杯ぱいやったから。

　それで、あたしの人生は意味を得た。

　そういうことなんだ。
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　　　　☆




　２０００年夏。

　喪も服ふく姿の体格のいい男が、空に上って行く一筋の白い煙けむりを眺ながめている。

「どんな人間でも、死んだら同じだな」

　その腕うでには、まだ乳ち飲のみ子とおぼしい赤子が抱かれていた。赤子はすやすやと寝ね息いきを立て、男の腕の中で眠ねむっている。

「まさか、こんな短い期間に二回も火か葬そう場ばに来ることになるとは……」

　男は何処どこかやり切れないものを孕はらんだような口調で呟いた。その声こわ音ねには、悲しみと悔かい恨こん、そして心痛が宿っている。

「鈴さん。あんた、気づいてたんだろ。……本当はよ」

　男は決して答えの返らぬ問いを虚こ空くうに向かって放つ。

　その行こう為いは、彼が今語りかけている相手が、生前の癖くせとしていたそれによく似ていた。彼女もまた、同じく答えの返らぬ問いをよく虚空に向けていたのだ。

　いや、より厳密に言うならそれは問いではないかも知れない。それは問いと言うよりも、むしろ己おのれに向かっての確かく認にんなのだ。

　死者は己を信じられるかと自らに問い、生者は己の生き様に後こう悔かいはないかと問いかけた。その答えが、常に自分自身の納なつ得とくを示すものでしかないことを両者ともに知りながら。

「安心してくれ……。俺は、あんたのことを忘れない。その恩も、想いも、……そして願いもな。あんたに受けた恩は、必ず返すよ。次の世代に」

　言って男は、きびすを返す。

　それは誓ちかいだった。自らもまた、連綿と続く想いの連れん鎖さの内に加わり、次代へと想いと願いをつなぐものになるという誓い。

　男は、ひとたび誓われたその誓せい約やくを、決して違たがえることはないだろう。

　そしてその誓いは、やがて10年後。新たな物語の礎いしずえとなる。

　誰だれよりもそこに戻もどりたいと彼女が願った〝ひとつの時間〟への礎へと。
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　一体、私──牧まき瀬せ紅く莉り栖すが岡おか部べ倫りん太た郎ろうを意識し始めたのはいつだろうか？

　そもそもまだ会ってそれほどの時間を過ごしていないと言うのに、一体全体どういうことなのだろう？

　８月９日夜。

　私たち未来ガジェット研究所のラボメンは、生き別れのお父さんを捜さがしに秋葉原にやって来た阿あ万ま音ね鈴すず羽はのため、残念会を催もよおした。なんでもこの日、彼女のお父さんは秋葉原某ぼう所しよで開かれるタイムマシンオフ会に参加する予定だったらしい。

　彼女はこのタイムマシンオフ会をまだ見ぬ父と出会う最後のチャンスと思い定めていたのだけれど、結局お父さんとは会えなかったのだ。

　そこで、妙みようなところでお人ひと好よしの気がある岡部は、父親と出会えなかった阿万音さんの悲ひ嘆たんを癒いやすため、彼女をわざわざラボまで引っ張って来た。そして半ば無む理り矢や理りに、残念会へと参加させたというわけだ。

　──ちなみに岡部はこの残念会を〝魔エル法ドフのリー大ムニ釜ル〟作戦と呼んでいた。

　残念会そのものは、まぁ何故なぜか私に敵意を抱いだいている阿万音さんとのすったもんだがあったり、漆うるし原ばらさんが未来ガジェット四号機を暴走させたりと色々だったんだけれど、私はそこで、予想だにしない自分の中の〝ある感情〟に気づかされることになったのだ。

〝それ〟は私が、出会って一週間ほどしか経たっていない岡部倫太郎のことを、どうやら好きだということ……。

　最初は戸と惑まどい、混乱してどうにも認めるのが気き恥はずかしかったけれど、同時に自分の気持ちに素直になってみれば、確かに腑ふに落ちるものだった。

　厳然たる事実として、私は岡部のことが好きだ。

　それを受け入れるのに時間がかからなかったと言えば噓うそになるんだけれど、同時にやっぱり彼のことを考えるとどうにも心が浮うき立つのは現実で……。どれだけ否定しても、状じよう況きよう証しよう拠こと統計的事象は、私が彼に恋こいしていることを裏付けていた。

「面めん倒どうくさい性格よね……、私って」

　やや憮ぶ然ぜんとして、我が身を顧かえりみる。

　何にでも理り屈くつを求め、科学的な実証と分ぶん析せき、そしてそれに立りつ脚きやくした自分なりの解かい釈しやくの視点なしには、私は何事も納なつ得とくできない。

　その厄やつ介かいな性しよう分ぶんが、まさか自分の色いろ恋こい沙ざ汰たにまで適用されるとはこうなるまで思ってもみなかったけれど、なってみればややこしい反面、ある程度は気楽な側面もあった。

　少なくとも私がこの性格である限り、恋に暴走して取り返しのつかない事態を引き起こす可能性だけは少ない。元が頭に血の上りやすい思考回路をしているので、昔はもしも恋をしたら突つっ走ぱしりすぎて問題を起こすんじゃないかと、恋れん愛あいごとを怖こわがってすらいた。

　しかし、なってみればどうということはなく。

　むしろ自分の中の少女趣しゆ味み的な臆おく病びようさに、軽い驚おどろきを感じているくらいだ。

　そう、今の私はへたれている。

　岡部のことを好きだと自覚したにもかかわらず、そのことを告白できずにいる。

　理由はいくつかあるけれど、その最大は間ま違ちがいなく今の居い心地ごこちのいいラボの環かん境きようを壊こわすのではないかという危き惧ぐだ。

　どうにも不思議なのだが、岡部の周りにはやたらと女の子が多い。幼なじみのまゆりはともかく、フェイリスさんに桐生きりゆうさん、阿万音さん……。時には男性であるはずの漆原さんとさえ、何となく怪あやしいものを感じる。

　──まぁ、別にアメリカだったら不思議でもないことなんだけれど、私の心理の中にも〝ここが日本である〟という強きよう烈れつな条件付けがあるみたい。

　そんな状じよう況きよう下で岡部に告白なんかしたら、ラボの環境に大きな変動が起きることは確実だろう。その変動がどういうものかの予測は難しいが、望ましい形で決着がつく可能性は純じゆん粋すいに不明だ。場合によっては、今のラボの形が根底から崩くずれることもありうるかも知れない。

　私としては、そんな事態を招きたくはない。

　そう考えると、軽はずみに岡部に告白などできるものではなかった。

　この恋こい心ごころをどうするかはともかく、今の私はまだ一歩を踏ふみ出せない。そんな状態が、今の私の常と化しつつあったのだ……。

　そして、今から語られるのはそんな日常の一場面。

　ある夏の日に起きた、些細な事件の物語だった……。




　　　　☆




　私が自分の恋心を自覚してから少しして。

　ある日の朝のことだ。私たちはＤメール実験のため、いつものようにラボに集まっていた。

「う～ん、難しいと思うなぁ」

　阿万音さんが眉まゆ根ねを寄せて言う。

「だから、何か方法はないかと意見を募つのっているのだろうが……」

「でもねぇ、オカリン。まゆしぃも、ちょっと無理だと思うのです」

　その阿万音さんの反応に、岡部は困った顔で返し、まゆりは橋はし田だの意見を支持するように呟つぶやいた。

　何故こうなっているかというと、Ｄメール実験──つまり、電話レンジ（仮）を用いたメールによる時間遡そ行こう実験は、とてつもない震しん動どうと放電、激しい閃せん光こうを伴ともなうため、どうしてもラボを含ふくむ家屋全体に大きな動どう揺ようを与あたえる。

　その動揺、平たくいうと大きな揺ゆれはもちろん、近きん所じよ迷めい惑わくこの上ないし、鉄筋コンクリートのはずのビルがこれだけ揺れるのだから、骨組みとか外がい壁へきへのダメージも心配されるところだ。

　当然、家主であるところの階下ブラウン管工こう房ぼうの店主、天てん王のう寺じ裕ゆう吾ご氏にとってみれば、怒ど鳴なり込むに十分な要件である。実際、怒おこられたことも二度や三度ではなく、定番の「家賃、一万上げるぞ！」の頻ひん度ども半はん端ぱではない。

　私としても、こうした震動や近所迷惑の要因なしに実験を行ないたいところではある。

　けれど、未いまだＤメールという現象が何故発生するのかすら明確ではなく、ラボ以外の場所や環境でこの時間遡行現象の再現ができるかすら不明な以上、問題が山積状態だろうとここで実験を行なうしかない状況だった。

　そのため、今までは階下の店長が配達に出かけている時など、不在の隙すきを狙ねらって実験を繰くり返していたのだけど……。

「今日は店長さん、ずっとお店にいるみたいですね」

　漆原さんも困ったような表情だ。ちなみに今日の彼の服装は、シックな黒のトップスに落ち着いた赤のパンツ姿で、襟えり元もとの白のリボンが可愛かわいらしい。何故か隠かくしきれない色気がそこはかとなく漂ただよっている。

　──これで男の人なのよね、この人。

「そうだ……。ミスターブラウンがずっと店にいるのでは、我が計画は大おお幅はばな狂くるいを余よ儀ぎなくされる。このままでは、Ｘデイまで機関に対たい抗こうするための戦力を確保できんではないか！」

　岡部はいつものように芝しば居いがかった身み振ぶりで頭を抱かかえ、天を仰あおぐ。

　そこに彼の白衣のポケットからメールの着信音が響ひびいた。見ると、桐生さんが無表情で携けい帯たいメールを打っていることから、おそらく送り主は彼女なのだろう。

　──しかし、いつ見ても指先が見えなくなるくらいの速度でメールを打っている。時々、携帯の方の入力認にん識しきが追いつかないのではと疑問に思うほどの速度だ。

　メール着信音は連続で鳴り響き、最初は無視していた岡部もたまらなくなってメールを確認せざるを得なくなったようだ。

「ええい、何が『諦あきらめましょう』だ！　そう簡単に諦めがつくものか！」

　どうやら桐生さんからのアイデアは、あまり建設的なものではなかったらしい。岡部は相変わらずのオーバーアクションで、白衣の裾すそを翻ひるがえしながらわめいている。

「ぬぬぬ……。フェイリスは仕事だと言ってこんし、ダルは行方ゆくえ不明。なっとらん、なっとらんぞ、まったく！」

　まるでロダンの『考える人』のようなポーズで岡部は苦く悩のうを表現する。そして不意に、彼は私に指を突きつけた。

「こぉらぁぁ、クリスティィィィナ！　貴様も助手なら、何かアイデアを出さぬかぁッッ！」

「ふぇっ!?」

　私は突とつ然ぜんの岡部のアクションに、思わず間ま抜ぬけな声を上げる。
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「さっきからずっと、俺を見ているばっかりで何故、発言をせん！　この俺に見み惚とれるのはいいとして、しっかりと助手の仕事をしろ!!」

「だっっ、誰だれがあんたなんかに見惚れるか、馬ば鹿か！」

　吠ほえるような岡部の声に負けじと、私も声を張り上げる。実のところ、見惚れていたのは真実なので、痛いところを突かれて恥はずかしいという感情がその声をより大きなものとしてくれた。

　──だって、仕方ないじゃないの！　好きだって認めたら、なんかこいつの一挙手一投足が不覚にも格かつ好こいいって思えるようになってしまったんだから……。ええい、何でこんなことになってるんだか、私は。脳内麻ま薬やくのせいとは言え、不本意だわ。

「それに、私は助手でもクリスティーナでもないと、いつになったら分かるか！」

「では、セレセブ！　何でもいいからアイデアを出せ！」

「それもやめいっ！」

　何というか、好きだと自覚しても私と彼がこうして言い合いをする状況には変わりがないらしい。
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「……」

「……」

　ぜいぜいと肩かたで息いきをするような状態になるまで岡部と私はわめき合い、さすがに喉のども痛くなってきたので一時中断とする。

「はい、オカリン。喉のど渇かわいたでしょ、ドクペ。紅莉栖ちゃんもどうぞ」

　８月の暑さと叫さけび合いとで渇かわいた喉を察して、まゆりが私たちに飲み物を差し入れてくれる。岡部は声も出ないという風ふ情ぜいでそれを受け取り、私は何とか「サンキュ」と短く返したものの、状態は似たり寄ったりだった。

「……ともかくだ。時間もそれほど潤じゆん沢たくなわけではない。助手もいつまでも日本にいられるわけではないのだろう？」

　飲み物を口にして少し落ち着いたのか、岡部はやや静かな口調で問いかけてきた。私はというと、彼がそんな気配りの上で日にち関係の発言をしていたのかと、軽い驚きを禁じ得なかった。

「え……。ええと、そりゃね。ずっといるってわけにはいかないから。けど、まだそこまで焦あせるほどじゃないわよ」

　私は少しだけ噓をつく。

　スケジュールを考えると実験の進行具合は遅おくれ気味で、本当は予定を繰り上げて考える必要が出ていたのだけれど、ここで短たん慮りよに出られても仕方ないと思ったのだ。それに……、本音を言うともっと彼と一いつ緒しよにいる時間を欲しがっている自分がいた。

　Ｄメール実験をその口実にするのは、本来の私のモットーからするとあまり褒ほめられた行こう為いではなかったが、それでも今はその自分の気持ちに正直でありたかったのだ。

「……私の予定を気にしてくれるのはありがたいけれど、そのせいで焦られたんじゃ、いい結果にはならないわよ。あと、もう一度言うけど、私は助手になった覚えはない」

　私は腰こしに手を当て、ため息混じりに言う。

「うむ、まあお前がそう言うなら、時間のことはそこまで焦らんが……。しかしだな、それでも……」

　岡部は私の言葉を受け、言を返そうと口を開く。だが、そこで玄げん関かんから予期しないノックの音が響いた。その場の一同が、誰だろうと首をめぐらせる。

　桐生さんがとてとてと玄関に向かい応対すると、訪たずねてきたのはどうやら議論の渦か中ちゆうの人物であるミスターブラウンこと天王寺裕吾氏であったようだ。

「おう、邪じや魔まするぜ……。って、おい。おめえ、こんなところにいたのか」

　天王寺さんはのっそりとラボに足を踏み入れ、そこでバイトである阿万音さんを見つけるとやや呆あきれたように顔を歪ゆがめる。それに対し、阿万音さんはばつが悪そうに頰ほおを搔かいていた。

「ああ、ミスターブラウン。ここのところの鳴動はだな、崇すう高こうな……」

　問とい詰つめられてもいないのに、言い訳しようとする岡部。どうも彼の中ではＤメール実験の副産物である震動は、相当に罪悪感があるものらしい──今度、もう少し震動が治まるように手立てを考えるべきだろうか？

　だけど、そんな岡部とは対照的に、天王寺さんは抗こう議ぎに来たとかそういう様子ではなかったようだ。

「ん？　ああ、今日はその用事じゃねえ。綯なえ？」

　言って彼は玄関口のところに声をかける。すると、天王寺さんの娘むすめさんである天王寺綯ちゃんがやや不安げな表情で姿を見せた。

　彼女の今日の服装は、いつも見るそれに比べると少しおしゃれをしているように見える。お出かけ用の服装なのだろうか？

「いらっしゃ～い、綯ちゃん」

「今日はよろしくね、まゆりお姉ちゃん」

　綯ちゃんはまゆりに声をかけられ、そこでやっと笑え顔がおを見せる。するとそのやりとりに、岡部が疑問の表情を浮うかべた。

「どうしたんだ、まゆり。『今日はよろしく』とは？」

「うん、あのね……」

　問われてまゆりは話し始める。

　元々、今日は以前からの約束でまゆりが綯ちゃんのことを秋葉原駅前にあるＵＰＸで行なわれる、雷らいネット・アクセスバトラーズというカードゲームのイベントに連れて行く予定であったらしい。

　天王寺さんはどうしても外せない仕事の話がお店であるとのことで、綯ちゃんをまゆりに預けに来るためと直接、改めてのお礼を言うためにラボにやって来たのだということだった。

「おい、まゆり。俺はそんなこと聞いとらんぞ？」

　話を聞いた岡部が、まゆりに確かめるように言う。しかしそれに反応したのは、まゆりではなく阿万音さんの方だった。

「えっ、一緒にいる時に話したじゃん？」

「何だと!?」

　予想しない横合いから突つっ込まれ、岡部が目を剝むく。

「こないだ、あたしもそばにいたよ？　店長が椎しい名なまゆりに話してて、岡部倫太郎も不ふ機き嫌げんそうに聞いてた」

　阿万音さんは首を傾かしげつつ、話す。岡部がその時のことを覚えていないのが、不思議でならないという感じの風情だった。

「なっ、全然覚えとらんぞ、そんなこと！」

「どうせいつもの調子で、あんたが聞き流したんでしょうが」

　私は抗議する岡部に突っ込みを入れる。こうした会話は日常茶さ飯はん事じだ。

「ぐ、ぬぬぬぬぬ……」

　悔くやしそうにうめく岡部。それをよそに、天王寺さんが阿万音さんに話しかけた。

「おう。そう、それでだ。……まぁ、もしかしたらまゆり嬢じようちゃんだけじゃ、手も回らんかもしれん。バイトも一緒に着いてけ」

「え、あたしも？」

　店長さんの言葉に、阿万音さんは自分を指さして応こたえる。

「椎名まゆりひとりでも、大だい丈じよう夫ぶなんじゃないの？」

「……おめえなぁ、子供の面めん倒どう見んのは大変なんだぞ？」

　呆れたような口調で、天王寺さんは説明する。

　彼としては、別にまゆりが頼たよりにならないとか、綯ちゃんが落ち着きのない子だとかそう言うわけではなく、小さな子供の世話を見るのがひとりでは大変という認にん識しきらしい。

　確かに子供を見ている時に、何か目を離はなさなければならない事態が起きたりしたら、場合によっては大変な状じよう況きように発展することもあり得る。

　具体的に彼が挙げた、お手洗いに行く時などのことを考えると、複数人で見てあげた方がリスクが軽減できるだろう。

「サボってたみてぇだし、暇ひまだろ？　きちんと仕事中扱あつかいで給料も出してやるから、行ってこい」

　こう言われては、阿万音さんも反論のしようがないようだった。やや気のない様子で、「は～い」と彼女は返事を返す。

「じゃ、すまねえが頼たのまぁ」

　軽く頭を下げながら、天王寺さんは財さい布ふから数枚の紙し幣へいを取り出し、まゆりに渡わたす。

　どうやら、お小こ遣づかいのつもりのようだ。

　今日も暑いから、水分補給を怠おこたるなと言い置き、綯ちゃんの頭を撫なでてから、彼は滞たい在ざい数分で階下へと降りて行った。
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「あれじゃ、今日の実験は無理そうね」

　出て行く天王寺さんを見送りながら、私は言う。

　先の会話の調子と内容から、彼が一日中お店の中にいることは間ま違ちがいなさそうだ。

「……ああ。まったく、なんと言うことだ」

　岡部は苦虫をかみつぶしたような顔で応える。そこに、再び携けい帯たいの着信音が鳴った。桐生さんだ。いつも思うんだけど、本当にこの人は妙みような人だ。それ以外のところじゃ、普ふ通つうにいい人なんだけど……。

「『雷らいネットのイベントって何？』だと……。まゆりに直接聞けば良かろう」

　メールの文面に眼めを走らせ、岡部は気怠そうに言う。そして談話室のソファにどっかと座り込んだ。そこに間かん髪ぱつ入れず、次はまゆりの携帯が鳴る。

　どうやら桐生さんは岡部の言を忠実に実行したらしい。

「えっとね～、雷ネットのアニメに合わせたイベントでね……」

　丁てい寧ねいに桐生さんの質問に答えるまゆり。

　雷ネット・アクセスバトラーズとは現在ブームを引き起こしている大人気カードゲームで、まゆりの言うようにアニメ化もされ、さらに盛り上がりを見せている作品だ。

　──ちなみに今日だけではなく、数日後にまたＵＰＸで公式イベントの予定があるらしく、この短期間に複数回のイベントがあるというだけで、この作品の人気をうかがい知ることができる。普通、こんなことはよっぽどの人気作でも滅めつ多たにない。

　橋田やまゆりはこの雷ネットの大ファンで、私もつき合ってゲームを遊んだことがある。結構、戦術性が高くて奥の深いゲームだった。

　綯ちゃんが今日のイベントに参加したがっているのは、なんでも抽ちゆう選せんでイベント限定の記念カードが当たるためらしい。あまりくわしくない私だと、どういうものかはよく分からないのだけれど、持っているととにかく嬉うれしいもののようだった。

　そこまでまゆりが説明したところで、いきなり岡部が制止の声を上げる。

「待て、記念カードだと!?」

「？　ええっと、そうだけど……。どうしたの、オカリン？」

　不思議そうにまゆりは、叫び声を上げた岡部に問いを放つ。

　見れば、岡部はいつの間にか立ち上がり、毎度のように厨ちゆう二に病びようテイストに満ちあふれた、己おのれの才に酔よいしれるが如ごときポーズをとっていた。

　──思うのだけれど、まゆりはどうしてこういう時の岡部に、わざわざ「どうしたの？」と尋ねるんだろう？　どうせ、何かろくでもないことを言うに違ちがいないのに……。いえ、もしかしてこういう時にまゆりが問いかけるところまでが、定番なのだろうか？

「ふふふ……、ふぅぅわっはっはっはっはっはっは！　名案を思いついたのだ。我がラボの財政状況を改善する、神のグレート・一手ゴツズハンドをな」

　私は呆れたように、まゆりは期待を込めて、桐生さんは無表情に、漆原さんは乾かわいた笑いを浮かべ、阿万音さんと綯ちゃんはきょとんとして岡部を見つめる。

　その注視の中、岡部は宣せん誓せいするように声を紡つむいだ。

「そのイベント限定カードとやら……、転売すれば相応の金額にはなろう。そして抽選というのであれば、何よりも人数が重要だ！」

　滔とう々とうと計画を語る岡部。

　その概がい要ようはこうだ。イベント限定で手に入る記念カード、それも抽選でしか当たらないというものであれば、転売することでそれなりの金銭を手にすることができるはず。

　その転売で得たお金を、実験続きで危機に陥おちいっているラボの財政状況改善のために充てようというのだ。

　そして、ものが抽選でのプレゼントである以上、人数が多ければ多いほどその入手確率は高まる。ラボ全員で会場に行き、抽選に参加すればいくら何でも一枚くらいは手に入れることができるだろう。それが岡部のいう計画だった。

「これこそ、我がラボの窮きゆう状じようを救う切り札、作戦名〝己が分け身産むオペレーシヨン・黄金の腕輪ドラウプニル〟である！」

　高らかに自じ称しよう・マッドサイエンティストは言う。

　まぁ、つまり。結局は今日、これ以上のＤメール実験ができないなら何か別の活動でもしないと気が済まない、というところのようだった。

　その気持ち自体は分かるんだけれどね……。
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「これこそ、我がラボの窮状を救う切り札、作戦名〝己が分け身産むオペレーシヨン・黄金の腕輪ドラウプニル〟である！」

　高らかに作戦名を宣言する岡部。

　しかしその宣言の後、ラボの中を支配したのは沈ちん黙もくだった。

　まゆりは困ったように、漆原さんは引きつったように笑みを浮かべ、桐生さんは相変わらず無表情。阿万音さんと私は珍めずらしく意見が合ったようで、ふたりしてげんなりした表情で……、綯ちゃんはというと面めん食くらっておろおろした顔をしていた。

「あのね～、オカリン。今日は綯ちゃんが記念カードが欲しいって、イベントに行くんだよ？　転売とかが一番じゃないんだよ？」

　困り果てた様子でも、さすがに長いつき合いだけあって、まゆりの指し摘てきは的確だった。

　彼女の言うとおり、岡部がいくらラボの運転資金のためのカードを転売したいといっても、まずは綯ちゃんを優先するべき状況なのは間違いない。

　今の条件下で、さすがに自分たちが抽選でカードを当てたからといって、それを綯ちゃんに渡さずに転売するのはあまりにあまりだ。何しろ、彼女がイベントに行きたいと言わなかったら、岡部は今もイベントやその記念カードの存在など知らなかったろう。

「む……？」

　それまで得意げであった岡部の表情が、まゆりの指摘を受けてハッとしたものに変わる。そのまま彼は、まゆりのそばにいる綯ちゃんに視点を移す。……すると、綯ちゃんはかすかに泣きそうな表情となっていた。

　まだ涙なみだがにじんだりはしていないが、決けつ壊かいまで後数分というところだろうか？　私自身も綯ちゃんの表情にはそれまで気づけていなかったので、少し息を吞のんだ。

　しまった、もっと早くフォローすべきだったかも……。

「あの、なえ……」

　そう思って私が綯ちゃんに声をかけようとした時、岡部がポケットから携帯を取り出し、大きな声で話し始めた。

「……俺だ。……なんだと！　そうか、分かった。記念カードを手に入れたら、まず何を置いてもこの小動物に渡せというのだな？　それが運命石のシユタインズ・扉ゲートの選せん択たくということか……。くくくっっ、良かろう。では、エル・プサイ・コングルゥ……」

　わざとらしく、何度もちらっちらっと綯ちゃんの方を見ながら話す岡部。最初はその様子に、怯おびえとも疑問ともつかない視線を向けていた綯ちゃんだったけれど、彼が結びの言葉を芝しば居いっ気けたっぷりに言い終える頃ころには、その表情は笑え顔がおに変わっていた。

「シスターブラウン。どうやらお前に、記念カードを与あたえよとのミッションが発令されていたようだ。安心しろ、己が分け身産むオペレーシヨン・黄金の腕輪ドラウプニルにて確保するカードは、お前の分の記念カードを手に入れた後となる」

　岡部は続けて、綯ちゃんの分の記念カードを確実に入手するためにも、ラボメン総出でイベントに行かねばな、と付け加える。

　その言葉で、綯ちゃんの気持ちを一気に好転させることができたようだ。彼女はまゆりと顔を見合わせると、「やったぁー！」と手を取り合いはしゃぐ。

　私はその光景に安あん堵どして息をついた。

　こういう時、人が傷ついた気配を読み取るのだけは上手うまいのよね、岡部は……。もっとも、だったら最初から空気読んで気をつけて欲しいものだけど。

「さて、そうとなれば！　みんなにはＵＰＸのイベント会場までつき合ってもらうぞ。ダルとフェイリスにも連れん絡らくを入れねばな」

　岡部は気を取り直したように、改めての宣言を口にする。しかしそこで、おずおずとひとり、手を挙げる者があった。

「あ、あのっ。凶きよう真まさん……」

「ん？　どうしたのだ、ルカ子？」

　ややためらいがちに、漆原さんは話す。どうやら今日は午後から、実家である神社の手伝いがあるらしい。それも準備のことを考えると、そろそろ戻もどらねばならない刻限だという。

「す、すいません。おつき合いしたいのですけど、今日は手が足りないんです……」

　心底申し訳ないという表情で、漆原さんは頭を深々と下げた。それに対し、岡部は眉み間けんにしわを刻んで言葉を返す。

「むぅ、家の神社の仕事があるのでは仕方ないな。……その代わり、崇すう高こうなるラボの聖なる務めに参加できぬ以上、実家の手伝いもこれ修しゆ行ぎようと思い定めて励はげむのだぞ！」

「はいっ！」

　まるで身体からだをくの字に折りたたむように、漆原さんは一礼する。そして、可愛かわいらしい笑顔で辞去の挨あい拶さつを残すと、足早にその場を立ち去っていった。

　──本当に、あの可愛らしさで男の人だっていうんだから、世の中って侮あなどれないわよね……。

「ルカ子が抜ぬけたのは痛いが……、やむを得ん。他ほかの者は大だい丈じよう夫ぶか？」

「まゆしぃは大丈夫なのです」

「あたしは店長についてけっていわれたしね」

　岡部の問いにまゆりと阿万音さんが答える。それと同時に、岡部の携帯から着信音が響ひびいた。おそらく桐生さんだろう。見ると、彼女はずっとこの間、まったく微び動どうだにせず同じ場所に立ち尽つくしながらえんえんとメールを打っているように思えた。

「ふむ……、閃せん光こうの指圧師もＯＫだな。助手は問題ないか？」

　首をこちらへと向け、岡部が私に問う。

「え、私？」

　問われて初めて、私は自分がどうするつもりか一いつ切さい決めていなかったことに気づいた。確かに彼やまゆりと一いつ緒しよに行くか、さもなければここで研究を続けるか、よくよく考えると私には選せん択たく肢しがないわけではない。

　けれど……、何というか私はこの話が出てずっと、自然に自分も彼に同行するものと考えていた。これまで強ごう引いんな岡部に連れ回され過ぎて、行動の選択肢という発想がいつの間にか抜け落ちてしまっていたのだ。

「どうしたのよ、岡部。……あんたがそんなことを聞くなんて、珍しいわね？　熱でもあるんじゃないでしょうね」

「ええい、うるさい。どうするのだ。行くのか、行かないのか？」

　眼めを細め、岡部は苛いら立だったように問う。

　とはいっても、今の私にはそれほど選択肢があるわけではない。私だって誰だれかを好きになれば、その人とできるだけ一緒にいたい気持ちがある。岡部が出かけるというなら、それについて行く以外のことをする気にはなれなかった。

「そっ、そうね。あんたの言うとおり、人数がいた方が抽選も当たる確率は上がるわけだし、私も行くわ」

　私の答えに、岡部はくっと唇くちびるの端はしをつり上げて笑みを浮うかべる。

「よし、それではこれより、己が分け身産むオペレーシヨン・黄金の腕輪ドラウプニルを開始する！」
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　ラボを出て、約四時間後。

　私たちは『雷らいネット・アクセスバトラーズ』のイベントを堪たん能のうし、会場を後にしようとしていた。

　結局、あの後。岡部はフェイリスさんに連絡を入れるものの、彼女は仕事で来られず。行方ゆくえ不明の橋田はというと、会場に着いてみたらどういう縁えんかそこでスタッフをやっていたという顚てん末まつであった。

　なお、ここで岡部は性しよう懲こりもなく橋田に記念カードの横流しを頼たのんだのだけど、妙みようなところで律りち儀ぎなところのある彼がそれを断わるという一幕もあった。

　もっとも、そんな不正を働く必要は元よりなかったようだ。

　というのも、件くだんのイベント限定の抽ちゆう選せんによる記念カードは、ほとんど参加者全員が当たるような仕様のもので、外れた人も雷ネットを数回遊べば、普ふ通つうに賞品としてもらうことができる程度のものだったからである。

　──ちなみに公式イベントの記念品らしく、鮮あざやかで綺き麗れいなイラストに金の箔はくが押された見た目にも豪ごう華かなカードだった。ちなみにカードの内容はアニメ版の人気キャラらしい。これなら確かに綯ちゃんが欲しがるのもうなずけた。

「わ、我がラボの窮状を救う、己が分け身産むオペレーシヨン・黄金の腕輪ドラウプニルがぁぁぁっっっ!!」

　たったひとり、頭を抱かかえて苦く悩のうの叫さけび（？）をあげる岡部をよそに、思いもかけずイベントは非常に楽しめるものだった。

　基本はカードゲーム大会なんだけれど、勝ち抜きとかトーナメントではなく、単純にゲームとしての面おも白しろさを広めることを目的にしたイベントであったらしい。

　来場者同士がカードバトルで楽しめるだけではなく、スタッフが相手になって来場者の力量に合わせて戦術指南をしてくれるコーナーや、アニメ版に合わせてのストーリー紹しよう介かいコーナー……。

　そして何よりもまゆりたちが喜んでいたのが、アニメの歌を歌っている歌手さんもやって来てミニコンサートを開いたことだろう。そこまで長い時間ではなかったのだけれど、どうやら一同すっかり堪能した様子だった。

「風船ももらえて良かったねえ、綯ちゃん♪」

「うん！」

　まゆりの言葉に、綯ちゃんはご機き嫌げんでうなずく。

　綯ちゃんの手には、ふわふわと浮かぶ銀色の風船につながる糸が握にぎられていた。これも抽選で当たったもののひとつで、表面に雷ネットバトルのキャラクターが描えがかれている。

　よっぽど嬉うれしかったのだろう。綯ちゃんは風船をふわふわさせながらスキップするように歩く。それに対して岡部は、何処どこかどんよりした気配だった。

「……」

　やや肩かたを落とし気味で歩く岡部に、さすがに心配になって私は声をかける。

「どうしたのよ、岡部。いくら記念カードが転売しても意味がないと分かったからって、そこまで落ち込まなくてもいいでしょうに」

「……ん？」

　声をかけられ、岡部は初めて気づいたという風ふ情ぜいで私をのろのろと見る。そして、かすかに小首を傾かしげて応こたえを返す。

「いや、まぁ、そうなんだがな。……思った以上にショックなのか、それとも調子でも悪いのか上手く頭が回らんのだ」

　そう言われてみれば、岡部の様子は確かに元気がなさそうだが、心理的な衝しよう撃げきを受けてと言うよりも、体調的なもののようにも思えた。

「疲つかれが溜たまってるのかも知れないわよ？　クーラーもないラボで、ずっと詰つめっぱなしでしょ。この暑さじゃ、体たい調ちようを壊こわしてもおかしくない」

　さすがに私も、少し心配になった。

「う～む。今まではこれしきのことで、へばったりはしなかったものだがな……」

　自らを省かえりみるように、岡部は腕うで組ぐみして言う。

　疲れているのではないか、という仮定に立って観察してみると、岡部の顔に多少の疲ひ労ろうの色が見えないでもない。ただ、当人の言うように足取りそのものはしゃんとしていて、ＵＰＸの階段を下りている今も、歩みそのものには問題はなさそうだ。

　そこで阿万音さんが、少し意地悪そうな顔で岡部に突つっ込む。

「もう歳なんじゃないかなぁ、岡部倫太郎も。大体、運動不足だよ。こないだもちょっとサイクリングしただけで息が上がってたし」

「お前な、ふたり乗りなんぞという無む茶ちやをしたら、誰だって息ぐらい上がるに決まっておろう。俺がこいだんだぞ！」

　岡部はムッとしたように反論する。

　察するに、こないだ阿万音さんと一緒に出かけたというサイクリングの時の話だろう。確か岡部が相当に疲ひ労ろう困こん憊ぱいしたという話だったから、相当な距きよ離りを走ったのだと思っていたんだけれど……。

「あたしは別に、普通に走れるよ？」

「お前と一緒にするなぁっ！」

　口調からして、阿万音さんにとってはけろっと走れるような代しろ物ものだったのだろう。

　果たして岡部が貧弱なのか、それとも阿万音さんが体力旺おう盛せいなのか、どっちかはにわかには分からない。ただ思うけれど、彼女の体力が岡部と比べ物にならないのは確かだと思う。

　おそらくは私とも雲うん泥でいの差だろう。あの軍隊仕込みとおぼしい身のこなしといい、一体どんな人生を送ってきたんだろう、彼女は？

　そこで岡部の白衣のポケットから、携けい帯たいの着信音が響く。もしやと思って振ふり返ると、桐生さんがいつものように無表情のまま携帯メールを打ち込んでいた。

「指圧師か。ああ、何々？　『体力作りに今度一緒に走る？』だと……。いや、いい。俺はあまり健康で、ムキムキマッチョタイプの最近のマッドサイエンティストは好きじゃない。それに最低限の体力はある」

　岡部は桐生さんからのメールを見て、嘆たん息そくするようにこぼす。それに阿万音さんが再び呆あきれたような声を上げた。

「ええ～、最低限って言うんだったら20キロぐらいの装備を持って、山登り程度は軽くできなきゃ！」

「それの何処が最低限だ!!」

　たまりかねたように叫ぶ岡部。

　如何いかに傍ぼう若じやく無ぶ人じんの岡部も、より突とつ拍ぴよう子しもない人々に囲まれると、自身が突っ込み役に回らざるを得ないようだ。

　岡部は続けて阿万音さんに言いつのろうとするが、それよりも早く。

　綯ちゃんの驚おどろいたような声が私たちの耳じ朶だを打った。




　　　　☆




　驚きと失意、そして嘆なげきに満ちた綯ちゃんの声。

　それを耳にした時、私たちはまだＵＰＸ二階の歩行者デッキから一階の広場へと向かって階段を下りている最中だった。一方、まゆりと綯ちゃんは浮かれていたこともあって、すでに階下へと降りている。

　綯ちゃんの大きな声が聞こえた時点で、私たちは弾はじかれたように階段を駆かけ下り、ふたりの元へと歩み寄った。

「一体、どうした？」

　岡部が声をかける。

　見ると、まゆりと綯ちゃんのふたりは一階広場にある噴ふん水すいの前で呆ぼう然ぜんとたたずんでいるように見えた。

「……オカリ～ン、風船が」

　まゆりは困ったように、噴水の方を指さす。その指先には、噴水の中に設置された看板に引っかかっている風船の姿があった。そこに描かれているイラストから判断して、さっきまで綯ちゃんが持っていたものに間ま違ちがいないだろう。

「ほう……」

　風船は噴水の噴ふき出す水と、看板との間に挟はさまれて、微び妙みようなバランスで看板に引っかかっているようだ。

　位置関係は看板、風船、噴水というところだろうか？　噴水の圧力で風船が看板に押しつけられ、その摩ま擦さつで空に飛んで行ってしまうのが防がれているという状態である。

「これは……。見事っていうか、上手うまく挟まったものね」

　私はぽけっとその光景を見つめて言う。偶ぐう然ぜんの生み出した光景としては見事なものだった。意図してやったならばいくらでも可能な代物だが、そうでないとすれば非常に珍めずらしい現象と言えるだろう。

　私の隣となりで、桐生さんも無言のまま写真を撮とっている。

「あのね、風が吹ふいて飛ばされた時にたまたま噴水が出てて、あんな風に引っかかったの」

　まゆりは岡部に起きた事態を説明する。

　ＵＰＸ周辺は高いビルが建ち並んでいるために、強いビル風が突とつ発ぱつ的に吹くことがある場所だ。どうやら今回もそのビル風に巻かれて、思わず綯ちゃんは風船から手を離はなしてしまったらしい。

　ただ本来なら空高く飛んで行くはずの風船は、風向きと噴水の噴ふん出しゆつタイミングの奇き妙みような合がつ致ちから、こうしてまだ地上百数十センチのところに留とどまっているというわけである。

「……」

　とはいえ、それが手の届かない場所である以上、空高くであろうとすぐそばの看板であろうと、風船を失ってしまった者には大差はない。綯ちゃんは悲しげな瞳ひとみを噴水に翻ほん弄ろうされる風船へと向け続けている。

　そこで、綯ちゃんの表情を見た岡部が、ふと小声で「やれやれ」と呟つぶやいた。そしてばさりと白衣を脱ぬぎ、私に預ける。

「持っててくれ」

「え!?」

　突とつ然ぜんのことに私は戸と惑まどい、まゆりや阿万音さんも驚きの表情を浮うかべる。

　私がまだ岡部の香かおりと体温が残る白衣を預けられたことでどぎまぎしている中、岡部は慎しん重ちように水を湛たたえる噴水の縁へと飛び乗った。

「ちょ、ちょっと！　オカリン、何するの？　危ないよぉ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。あの位置なら、俺がここから少し手を伸のばせば取れる」

　岡部は言って、上手くバランスを取りながら手を伸ばす。確かに岡部はここにいる一同の中で一番、背が高い。それはつまり、最も腕うでも長く、遠くまで手が届くことを意味している。

　そして彼の言うとおり、風船は岡部が手を伸ばして何とか届きそうな位置に引っかかっていたのだ。

「岡部、やめなさい！　ＵＰＸの管理事務所の人か警備の人に取ってもらえばいいじゃない」

「いや、ダメだ。呼びに行って戻もどってきた時には、噴水が止まって風船は飛んで行ってしまう。今、取るしかない」

　岡部は必死で手を伸ばしながら、私の意見を打ち消す。その反論はもっともなものだった。今からでは、彼の言うとおり間に合わないだろう。このＵＰＸの噴水がどのくらいの周期で吹き出しているのかは知らないけれど、さすがにそこまでの長さではないはずだ。

「仕方ない。……岡部倫太郎、支えるよ」

　そう言って、阿万音さんは噴水の縁ふちに立つ岡部の足あし下もとに手を差し出す。それだけで岡部の体重をカバーできるはずもないが、少しはマシであることは間違いない。

「おお、助かる。……もう少しなんだ」

　言って、必死で手を伸ばす岡部。それを無表情で撮さつ影えいする桐生さん。

　──この人は一体、何してんだろう？

　岡部は額に汗あせをにじませながら、何とかバランスを取りつつさらに手を伸ばす。……と、その瞬しゆん間かん。噴水の水が勢いを弱め始めた！

「くっ、ままよ！」

　ある種の決断とともに、岡部はさらに一層の勢いをつけて手を伸ばす。その刹せつ那な、彼の指先は確かに風船をつかんだ！

「よしっっ！」

　ＵＰＸ一階の広場に、岡部の声が響ひびいた。




　　　　☆




　その瞬間。

　間違いなく、岡部は綯ちゃんの風船をその手につかんでいた。

　だがしかし。それと同時に、彼の身体からだはぐらりと傾かしいだ。風船をその手につかんだ代だい償しようとして、岡部の身体はその一いつ瞬しゆん、完全に宙に浮かんでしまっていたのだ。

　彼に高い身体能力──たとえば阿万音さんのような身のこなし──があったならば、そこから復帰することもできたろう。しかし残念ながら、岡部はやや運動不足気味の状態で……。そんなことが可能なほど身が軽くはなかったのだ。

「うおっっ！」

　確かに風船をつかんだという確信の声の直後。岡部は焦あせりの声を上げていた。そしてそのまま、派手に水しぶきを上げて噴水に突っ込んでしまう！

「ぐわっっ、はあっ！」

　もがくようにして水を搔かく岡部。

　幸いと言おうか、当然と言おうか、ＵＰＸ前の噴水の水深はさほどではなく、溺おぼれる心配だけはなかった。

「あああっ！」

「オカリン!!」

「あちゃー、やっちゃったか」

　ピロリーン、カシャッ。ピロリーン、カシャッ。ピロリーン、カシャッ。

　三者三様の声が上がり、それとほぼ同時に携帯で写真を撮る独特の音色が上がる。複数回、その音が響いたことから、おそらくは連続撮影したのだろう。
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「岡部、大丈夫っ？」

　私は急いで水みず浸びたしの彼の元に駆け寄り、阿万音さんと一いつ緒しよに彼に手を差し伸べる。

「まあ、な……」

　口調のはっきりさから、濡ぬれ鼠ねずみになってはいてもどうも頭を打ったり、大きな怪け我がをしていたりといったことはなさそうだった。私たちに手を引かれ、岡部は這はい出すようにして噴水から出てくる。

　その手には、しっかりと綯ちゃんの風船が握にぎられたままであった。

「そら、シスターブラウン」

　岡部は確保した風船を綯ちゃんに差し出す。それを彼女はおずおずと受け取った。

「あ、ありがとう……」

　びっくりしたのか、綯ちゃんの口数は少ない。しかしその態度から、岡部に感謝の気持ちを抱いだいていることは間違いなさそうだった。

　一方、濡れ鼠の岡部の状態に、私は少しの危き惧ぐを感じていた。

　その理由は、予想以上に低かった噴水の水温だ。夏真っ盛りの８月にしては、思ったよりも水温が低い。もしやと思って空を見上げると、今日の天気は若じやつ干かんの薄うす曇ぐもりで、そもそも気温自体が連日の暑さからすると低めだった。

「オカリン、風邪かぜ引いちゃうよ？」

　私が危惧したのと同じことを、すでにまゆりも感じていたらしい。案じるようにいい、せめてもと手にしていたタオルを渡わたす。

「大丈夫だ……、これしきのことで」

　渡されたタオルで顔を拭ぬぐいながら、岡部は言う。しかし唇くちびるの色は早くも赤みを失いつつあった。体温が下がり始めている証しよう拠こである。

　それを私同様に見て取ったか、阿万音さんがいち早く近くのスーパーへと走っていった。まずは濡れた服を何とかする必要がある。多分、追加のタオルか着き替がえを買ってきてくれるつもりだろう。

「お前たち、大げさだぞ？　この鳳ほう凰おう院いん凶真、病びよう魔まなど恐おそれるに足たりん」

　豪ごう語ごする岡部。

　こんな状態になっても、その厨ちゆう二に病びようぶりは健在らしい。とはいえ、それも今は善よし悪あしだ。世の中には過信と思い込みが取り返しのつかない事態を招くことが往々にしてあるのだから……。

「油断するな、馬鹿！」

　私は岡部を叱しつ責せきし、濡れた服を引っぺがす。

　案の定というか、彼の肌はだはもうかなり冷えていた。……厄やつ介かいだな。そう思いつつ、私は次に自分が行なうべきことのスケジュールを組み立てていた。




　　　　☆




　ＵＰＸの騒そう動どうから約一時間後。

　私たちは岡部を連れてラボに戻っていた。

　結局、岡部はあの後、急速に体調を崩くずしてしまい、病院のお世話になることとなった。

　予想通りといおうか、医師の診み立ては身体を冷やしたことによる風邪かぜである。

　最初はラボに戻るのではなく、家に帰った方がいいのではないかと岡部に提案したのだが……。

「この体調では、もう電車には乗れん。さすがに池袋にある家に帰れるほどのタクシー代もないしな」

　ということで、ラボで安静にするというプランに落ち着いたのだった。

　──また、綯ちゃんの風船を取ろうとして噴ふん水すいに落ちたことを告げた時に、ブラウン管工こう房ぼうの店長さんが自分の車で送っていこうかと申し出てくれたのだが、そのタイミングではもう岡部の意識が朦もう朧ろうとしていて、ラボに戻るのが精せい一いつ杯ぱいであった。

　噴水に落ちた時には冷え切っていた岡部の身体が、今はまるで炭火のように熱い。熱が出始めている証拠だった。

「逆に言うと、熱が出始めてるってことは身体が治ろうとしているってことだわ」

　岡部をソファに寝ねかしつけ、毛布をかけてやる。計ったところ、体温は三八度となっていた。この手の風邪としては高めである。

「まゆり、氷ひよう囊のうとか氷こおり枕まくらってある？」

　私は岡部のことを心配そうに覗のぞき込むまゆりに尋たずねる。彼女は首を横に振ふって答えた。

「こないだ、穴を空けちゃったのでないのです」

「すると買ってこないとダメね。熱が出るのは身体を治すために必要だけど、それで消しよう耗もうしすぎたら元も子もないもの……」

　私は言いながら、必要な買い物のリストをメモにまとめていく。医師に薬は出してもらったけれど、それ以外にも必要なものはたくさんある。少なくとも一度は買い出しに行く必要があった。

「あの、紅莉栖ちゃん……」

　岡部のそばで彼を案じつつ、まゆりは私に話しかける。

　何でもそろそろアルバイトに出なければならない時間なのだという。

「最初は休もうかとも思ったんだけど……」

「大丈夫よ、まゆり。私もついてるし、桐生さんや阿万音さんだっているから」

　申し訳なさそうにうつむくまゆりに、私は元気づけるような口調で言う。

「うん、ありがと……。じゃ、オカリン。行ってくるね」

　まゆりは名残なごり惜おしそうな風ふ情ぜいで、苦しそうな寝ね息いきを立てる岡部を見つめる。そして思い切るように立ち上がると、少しの憂うれいを含ふくんだ笑え顔がおを私たちに向けた。

「じゃ、オカリンのことお願いね。終わったら、またこっちに来るから」

「大丈夫。こっちのことはこっちで任せておいて」

　私はそう言ってまゆりを送り出すと、じっと岡部のことを見ている桐生さんと阿万音さんを振り返った。

「ごめんなさい。それじゃ、私も買い出しに出てくるわ。その間のことは任せてもいい？」

　その言葉に、桐生さんはこくこくとうなずく。しかし阿万音さんは、あっけらかんとそれを断わってきた。

「あ、桐生萌もえ郁かがいるんなら、あたしはあたしで精のつくものを探さがしてくるよ」

　阿万音さんは、短時間ならひとりでも大だい丈じよう夫ぶだろ、と続ける。

　確かに私もそこまで時間をかけるつもりはないし、その程度の短い時間であれば、ひとりで看病するのは問題ないだろう。しかし同時に、私は何処どこか阿万音さんの言葉が気にかかっていた。

「そりゃ、少しの間なら問題ないと思うけど……。精のつくものって？」

「栄養のあるもの食べさせた方がいいと思うから。じゃ」

　言うが早いか、阿万音さんはまるで風のように去って行く。それこそ、止める暇ひますらなかった。

「……本気だと、あの身のこなしってことなのね」

　多少の感かん嘆たんと、同時にかすかな疑問を胸に、私は彼女が去って行った方向を見つめる。本当に阿万音さんって、何者なんだろう？

　そうしてあらぬ方を見つめていると、ふと二にの腕うでを突つつかれる気配があった。ハッとして、その二の腕を突いてきた相手──桐生さんに視点を移す。

「えっ、ああ……。桐生さん？」

　クールビューティーという表現がぴったりと似合いそうな彼女は、同時に携けい帯たいメール越ごしでなければほとんど会話が成立しないという極きよく端たんな性格の持ち主でもある。

　よくいえば個性的。率そつ直ちよくに言えば変人というところだろうか？　もっとも、そんなことを言えば他人からは私だって、相当おかしな部類とは見なされているはずだ。どう足あ搔がこうと飛び級までして十代で研究者をやっている人間が、規格内のはずはない。

　──無論、それは己おのれの努力の成果で、私としては自分の誇ほこりではあるのだけれど、同時に他者との明確な違ちがいを自他ともに確定づける要素であることもまた確かだった。

　桐生さんは私が意識を自分に向けたことを認にん識しきすると、その視線で岡部のことを示した。

　どうやら、今この場で気にすべきは岡部であって、阿万音さんではないと言いたいらしい。

　私はこのことに気づいてハッとなった。

「ごめんなさい、その通りね。今はそんな場合じゃなかった」

　そう言って私が目を伏ふせると、桐生さんは深くうなずく。どうやら阿万音さんの言ったように、自分が岡部のことを見ていると言いたいようだ。

「ありがとう。それじゃ、すぐに行って帰ってくるから。それまで、岡部のことをお願いね」

　その私の言葉に、桐生さんはより一層深いうなずきを返した。
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「ダメね、私ってば……」

　コンビニと薬局をはしごし、目的のものを調達してラボへと帰る道すがら、私は軽い反省の念を抱いていた。

　どうやら、岡部が体調を崩したことで、思ったよりも私自身が動どう揺ようしているらしい。

　思えば彼は噴水に突っ込む前から、少し疲つかれ気味であったように思えた。今の病状に至るにおいて、おそらくは噴水へのダイブは切っ掛かけに過ぎず、これまでの疲ひ労ろうや無む茶ちやの蓄ちく積せきこそが、体調不良の主原因なのだろう。

　半ばそれに気づいていながら、それを指し摘てきして休むように指示できなかったのは、自分のミスではある。

　いや、そもそも彼が無茶をしていること自体、私自身が原因なのかも知れない。

　電話レンジ（仮）の奇き妙みような機能が、ある種のタイムマシンであることが判明して以来。岡部はほぼずっと毎日のように実験にいそしんでいた。

　それは彼自身の好こう奇き心しんや思おも惑わくもあるだろうけれど、やっぱり急いでその原理を究明しようという動機の中には、日本にいる期間に時間制限のある私のためも含まれているように思えてならなかったのだ。

　思えば、何度か彼を急せかすような言動をしたり、度を超こえてメチャクチャをしてしまったこともあるような気がする。そのツケが彼に出てしまったのだとしたら、申し訳ない限りではあった。

　──もっとも、こんなことを謝ったら彼はいつもの厨二病ムーブではぐらかしにかかるんでしょうけど……。

「いけない……。私が落ち込んでどうするのよ！」

　人が弱る、というのは当人だけではなく、その周囲にいる人間をもメランコリックにする。私自身、そうした現象の存在を知覚しながら、やはりその影えい響きようを免まぬかれることはできていなかったようだ。

　けれど、今この時点で辛つらい目に遭あっているのは、あくまでも私ではなく岡部だ。

　看病する方の立場であるはずの私が、殊こと更さらに気き鬱うつになってしまっていたら、岡部にとってもいい影響の出ようはずはない。

　私は無む理り矢や理り意識を切り替かえようと、あえて顔を上げた。もう、ラボは目の前だった。

　すると……。

「あれ？」

　そこでハタと私は気づいた。

「何、このアルコール臭しゆう……？」

　かすかに甘いような独特の匂におい。間ま違ちがいなくそれは、エタノール特有の臭しゆう気きであった。

　立ちこめていると言うほどではないのだが、明らかにかなりの匂いである。まるで近くに、居酒屋か酒屋さんでも突とつ然ぜんできたかのような勢いだ。

「どういうこと？」

　意識しなければ、そこまで気になるほどの匂いの強さではない。

　しかしそれでも、決して気のせいではすませられないくらい、強いアルコール臭が辺りに漂ただよっていることは確かだ。そしてそれは、ラボに近づくごとにきつくなっていくのだ。

「まさか……！」

　私はある可能性に気づき、ダッシュで走り出す。

　階段を駆かけ上がり、ラボの玄げん関かんの扉とびらを一気に開いた。……と同時に溢あふれ出す、強きよう烈れつなアルコール臭。当たって欲しくはなかったけれど、この激しいエタノールの匂いはラボから漂ってきたものだった。

　見れば、台所で何かを煮にている桐生さんの姿がある。そして匂いの発生源もまた、そこであるらしかった。

「桐生さん、一体これ……何？」

　彼女は問いかける私を、きょとんとした表情で見つめる。次いでおもむろに携けい帯たい電でん話わを取りだし、メールを打ち始めた。ほどなく鳴る、私の携帯の着信音。

　私は猛もう烈れつな勢いで携帯を懐ふところから取りだし、メール画面を開いた。

　そこには、『件名：どうしたの？』から続く一文がある。

『えっ！　卵酒作ってたんだけど、どうかした？』

　私はそのメールの文面を見て、我が目を疑った。

　卵酒？

　その名前は私も何度か目にしたことがある。

　私自身は口にしたことはないけれど、日本では伝統的な民間療りよう法ほうのひとつだ。ヨーロッパのホットワインなどと同様、身体からだを温めて病びよう魔まを撃げき退たいしようという、古くからの知ち恵えであったと記き憶おくしている。

　──より厳密にはこれに、卵の白身に含まれる酵こう素そリゾチームの作用による殺さつ菌きん効果が加わったものだ。

　けれど、そこにある代しろ物ものはどう見ても私がネットなどで見たことのある卵酒とは、まったく似ても似つかないものだった。
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　卵酒は民間療法であるから、色々な種類の作り方がある。

　基本として共通しているのは、加熱してアルコールを飛ばした日本酒に、砂糖を加えた溶とき卵を流し入れることで、液状の茶ちや碗わん蒸むしのようなものを作るということだ。

　コツとしては卵に含まれる酵素であるリゾチームは、加熱されることで壊こわれてしまうため、あくまでも卵そのものは火を加えた日本酒の余熱だけで加工することだろう。

　レシピによっては、スパイスを加えるホットワインと同様に生しよう姜がなどを用いることもあるようだ。

　──ちなみに、飲み手の好みによってはアルコールを完全には飛ばさず、熱あつ燗かん状態に留とどめることもある。

　いずれにせよ、私の目の前で大おお鍋なべいっぱいになっている、かき混ぜもしていない無数の生卵──白身の中に丸い黄身がくっきりと見えたまま──を単に日本酒の中に投入して、ごく弱火で加熱中のものは、卵酒とは呼ばれないだろう。

　──なお、中には正体不明の黒くて細い棒のようなものと、春はる雨さめの堅かたいような透とう明めいの麵めんらしきものも入っていた。これらの正体はよく分からない。お酒や卵もそうだが、一体どこから材料を調達してきたんだろう？

「桐生さん、それってかなり違うと思う……」

　バタンバタンと扉を開け放ち、急いで換かん気きを行ないながら私は指摘する。幸い、岡部の容態には影響なかったようだけれど、こんなにアルコール臭が立ちこめてちゃ、匂いだけで酔よっ払ぱらいかねない。

　揮発した気体のアルコールだって、身体に吸収されれば酔いの原因になってしまうのだから……。

　私の指摘を受け、桐生さんがメールを打ち込む。数秒後、私の携帯から着信音が響ひびいた。ほとんど話すのと変わらないスピードだ。いや、もしかするともっと早いかも。

『ええっ!!　卵酒ってこういうものじゃないの!?』

　送られてきたメールの文面に、私は脱だつ力りよくする。思わず突っ伏ぷしそうになった。

　どうやら彼女は卵酒の正しい作り方を知っているわけではなく、ただ単に〝卵酒〟というイメージから類推されるものを手て探さぐりで作ろうとしていたらしい。岡部を気き遣づかう気持ちは分かるけれど、さすがにこれは飲ませられるものではなかった。

　──おまけに後で聞き出したところでは、鍋なべに入っていたのは日本酒ではなくよりアルコール度数の高い焼しよう酎ちゆうだったらしい。どうして外にまでアルコールの匂いが漏もれ出しているのか、それでようやく分かった気がした。

「桐生さん、少なくとも卵酒はこういうものじゃないと思う」

　げんなりした気分になりつつも、私は換気のための手を止めずに言う。するとまた、間かん髪ぱつ入れずのタイミングで携けい帯たいが鳴った。

『そっかぁ……。でも、まぁ飲めないことはないよね』

　ちょっと待て！

　目にしたメールの文面に慄りつ然ぜんとし、私は背後を振ふり返る。

　そこには、鍋とお玉を手にした桐生さんが、ソファに横たわる岡部のそばで、彼に自作の卵酒を飲ませようとしている光景があった。

　──しかもお玉で直接、岡部の口に流し込もうとしている!!

「ま、ま、待ちなさい！」

　あまりのことに舌が回らなくなりながら、私は猛もう然ぜんと踏ふみ込んで桐生さんの腕うでをつかむ。もう少しで、その得も言われぬ液体が岡部の口に流し込まれるところだった。

「な、何をしてるの!?　そんなことしたら、気管に詰つまらせちゃうでしょうが！」

　我ながら、訳の分からない物言いである……orz。

　ただ、この時はそんな言葉が口から漏れだしてしまうくらい、目の前の事態に慌あわてていた。

『あ、そっか。この状態じゃ吞のませられないよね』

　桐生さんは一時、お鍋をソファの前のテーブルに置いてメールを打ってくる。その内容は、私が口走った言葉が場ば違ちがいだったためか、それに引きずられたかのように場違いだった。

　問題はそこにあるわけじゃないんだけどなぁ……。

　だがしかし。それも次に来たメールの飛びようから比ひ較かくすると、まだマシだったと言わざるを得ない。

『じゃあ、じゃあ、口移しならいいかな♪』

「いいわけあるかぁ──────ッッ!!」

　思わずちゃぶ台返しをするような勢いで叫さけぶ私。

『ダメかな？』

「ダメに決まってるでしょう！」

　いつの間にか、私はメールと言葉とで桐生さんとコミュニケーションが取れている自分に気づいた。ちなみに、スムーズに会話しているようにも見えるが、この間ずっと桐生さんは無表情でメールを打っているだけである。

　この後、桐生さんが『だって、もったいないし♪』、『少しだけなら……、ダメ？』などと繰くり返し、それを私が絶ぜつ叫きようして止めるというループが数分続いた。何とか彼女の暴走を押し留め、事態を収束させる頃ころには、私はまたぜいぜいと肩かたで息いきをしているという始末。

　本気で疲つかれた。確か午前中も、岡部と言い合いになって疲れるまでわめき合ってた気がする……。

　一日にそんなことが二回もあるなんて、思わず今日は厄やく日びじゃないかと非科学的な発想に走りかけるくらいだった。
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「やっほー」

　桐生さんを何とか諦あきらめさせ、心身ともに疲れ切った状態に陥おちいりかかっていた時。

　そんな声とともに阿万音さんがラボに戻もどってきた。

「あれ、どうしたの牧瀬紅莉栖？　なんか疲れた顔してるみたい」

　彼女はぐったりした私をみて、きょとんとした顔で問う。

「ああ、阿万音さん。お帰り……。ちょっとね」

　本当はちょっとどころではないのだけれど、ここで阿万音さんに改めて事情を説明するのも、余計に疲れる気がした。視界の端はしで、桐生さんがメールを打っているのが見えたので、彼女が説明してくれるのだろう。

「ふ～ん、それでこんなにアルコール臭が残ってるんだ」

　予想通りというか、阿万音さんは納なつ得とくしたように鼻を鳴らす。

「まぁ、ね。これでも大分飛んだと思う」

「うわ、これでなんだ。……ま、いいや。精のつくもの捕とってきたから、岡部倫太郎に食べさせよ。準備するね」

　言って阿万音さんは、がさがさと音のするビニール袋ぶくろを示し、台所に向かう。

　うん……？

　がさがさ？

　そういえば、なんかビニール袋が動いてたような？　思い違ちがいでなければ、泥どろがついていたような？

「ちょ、ちょっと待ってッッ！」

　私は思わず大声で制止の叫びを上げる。その大だい音おん声じように驚おどろいたのか、阿万音さんが跳はね上がるように振り返った。

「な、何だよ、牧瀬紅莉栖？　びっくりしちゃうじゃないか」

「何だも、何もないわよ。一体、それ何!?」

　私は彼女が手に持つビニール袋を指さす。錯さつ覚かくじゃない。確かにビニール袋はがさがさと蠢うごめいていた。

「ああ、これ？　公園で捕ってきたばかりだから活いきがいいよ」

　にこやかな表情で阿万音さんは言う。私は彼女のその発言に、思わず硬こう直ちよくしていた。

　ビニール袋の蠢きようからして、その中身は決して鳩はととか最近は野生化が問題視されているアライグマなどの小動物でないのは間ま違ちがいない。もっとサイズが小さくて、おそらくは数がたくさんいる。

　固まってしまった私に代わり、桐生さんがひょいと阿万音さんのビニール袋の中を覗のぞき込んだ。そして、あの何事にも動じないかに見える桐生さんが、たたらを踏むように後じさる！

　い、一体、何が入っているというんだろう？

　彼女はそのままメールを打ち込み、私の携帯へと飛ばしてくる。

『ちっ、小さいの　うじゃうじゃ　グロい……』

　私は自分の予想が嫌いやな形で当たったことを知り、血の気が引くのを感じた。

「それじゃ、ちゃっちゃと料理しちゃうね。さすがに今は生だときついだろうし」

　しかし阿万音さんはそんな私たちの様子を意に介かいさず、笑え顔がおで台所に向かおうとする。

「だからッッ！　待ちなさいってば!!」

「あー、もう。どうしたっていうのさ、いきなり？」

「どうしたも、こうしたもないでしょ！　そんなもの、岡部に食べさせてどうするのよ!?」

　私の言葉に、阿万音さんは狐きつねにつままれたような顔をする。そして、首を軽く傾かしげた。

「どうするって……、体力がない時には吸収効率のいいタンパク質が一番だよ？」

「それ自体は正論だと思うけど、限度ってもんがあるでしょうが！」

　どうやら、阿万音さんは本気でビニール袋の中のものを調理するつもりだったようだ。もしかすると彼女は、どこか環かん境きようの過か酷こくな外国での暮らしが長かったのだろうか？　ほとんど軍隊のサバイバル技術顔負けの発想も、それなら納得は行く。

　しかし現代のアメリカや日本の文化に慣れた身にとっては、納得はできても受け入れがたいものであることは否いなめない。個人的には何を食べようと当人の勝手だと思うんだけれど、この状じよう況きようで食べさせていいものとは思えなかった。

「ええーっ、牧瀬紅莉栖だってあんなアップルパイ作っておいて、人のことはとやかく言えないじゃないか！」

「それとこれとは大おお違ちがいでしょうがッッ！」

　ちなみに阿万音さんが言っているアップルパイとは、私が岡部への恋こい心ごころを自覚する切っ掛けになった、阿万音さんの残念会の時に作った食べ物のことだ。あの時は、手間のかかったものを作ろうと度を超こえてしまい、味のことを二の次にした料理をしてしまったのだ。

　今となっては反省しているのだけれど、どうやらあの時の印象のせいで彼女は私が料理を作れないと誤解しているらしい。
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「お～い、邪じや魔まするぞ」

　私と阿万音さんの戦いが膠こう着ちやく状じよう態たいに陥りかけた時、不意にラボの扉とびらが開く気配があった。その主はためらうことなく、のしのしと室内へと足を踏み入れる。

「ん、何だぁ？　おい、お前……こんなところでサボってやがったのか。給料出すって言ったのは綯の面めん倒どう見てる間だけだぞ！」

　やって来た人物は、階下ブラウン管工こう房ぼうの店長である天王寺さんだった。彼は阿万音さんを見るなり、やや抑おさえ気味ではあるが不ふ機き嫌げんそうに声を上げる。

　どうやら寝ね込んでいる岡部に配はい慮りよしてくれているらしい。

「あっ、店長！　サボってたわけじゃなくてさ、岡部倫太郎の見み舞まいに来てただけだよ」

　店長さんの怒ど声せいをぶつけられた阿万音さんは、さすがに彼には強い態度に出られないらしい。どう言い訳しても、彼女自身がサボっているという自覚があったのかも知れない。

「見舞いならもう十分だろうが？　いつまでも居座って、看病の邪魔してんじゃねえ。さっさと戻って仕事しろい！」

「……は～い」

　阿万音さんは言って、抗こう弁べんすることなく階下へと降りて行く。その際、持ってきたビニール袋を持って帰らせることは忘れなかった。

「まったく、あいつは……。おい、岡部の調子はどうだ？」

　店長さんは阿万音さんを帰らせると、気き遣づかうような調子で岡部の容態を問う。どうやら、綯ちゃんの子こ守もりをさせた結果として、岡部が調子を崩くずしたことにある程度の責任を感じているようだ。

　私が医師の診しん断だんを伝えると、彼は短くため息をつく。

「……綯のせいで、すまねえな。これは差し入れだ」

　そう言って店長さんは、桃ももの缶かん詰づめをテーブルに置いた。

「冷やしてから食わせてやってくれ。熱が出た時には、こういうのが欲しくなるからな。……ま、買ってきたばかりなんでまだ冷えちゃいねえんだがな」

「ありがとうございます。すいません」

　私は店長さんに頭を下げてお礼を言う。しかしそれはかえって彼を恐きよう縮しゆくさせてしまったようだ。

「ああ、いいんだいいんだ。気にすんな。綯の面めん倒どう見てくれた礼だ。……じゃ、俺もあんまりいて邪魔になるといけねえから戻るわ。そいつのこと、頼たのんだぞ」

　店長さんは朝にラボに着た時同様、すぐに部屋から去って行った。ほどなく、窓の下から阿万音さんを叱しつ咤たする怒ど鳴なり声が聞こえる。

　本音をいうと、店長さんのことはよく分かっていると言えなくて、少し苦手意識がないわけではないんだけれど、どうやらとてもいい人であるようだった。

　……まぁ、そうでもなければ岡部みたいな傍ぼう若じやく無ぶ人じんですぐに問題を起こす人間を店たな子こにはしてられないか。

　いずれにせよ、阿万音さんを連れ出してくれたことは本当に助かった。あのままだと、私も彼女の勢いに押されていたかも知れない。

　ホッとして軽く息をつく。

　と、そこでまたも携けい帯たいの着信音が鳴る。桐生さんのようだ。彼女の様子はあまりに不動で、まるで阿万音さんや天王寺さんの来らい襲しゆうを認にん識しきしていなかったのではないかと錯覚するほどである。私は横目にちらりと彼女を見てから、携けい帯たい電でん話わに目を落とす。

『ごめんなさい。今、バイト先からすぐに戻れって連れん絡らくが来たの。帰らないといけない』

　私は携帯から視線を上げ、桐生さんの様子を窺うかがった。

　彼女はこくりとうなずく。再び、携帯が鳴った。

『ごめんね。岡部君には謝っておいて。終わったら、また顔出すから』

「分かりました、桐生さん。岡部のことは私が看みてますから、気にせず行って下さい」
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　バイト先からの呼び出しを受け、桐生さんが去って行くと、途と端たんにラボは静かになった。

　時折、岡部の寝ね息いきだけが耳に届く。

「さてと……、ドタバタ続きでやれなかったことをしないと」

　そもそも、私は岡部のために買い物に出かけて帰って来たところだったのだ。

　桐生さんの自じ称しよう・卵酒や阿万音さんの〝精のつくもの〟のせいですったもんだしたけれど、まだ買い物に出た本来の目的は果たしていない。

　私は岡部の額に手を当て、軽く熱を計る。

　体感的に帰って来た直後よりもマシなような気がしたが、それでも熱が高いことには違いがなかった。

「やっぱり、冷れい却きやくシートを買って良かったわ」

　買ってきた袋ふくろの中から、私は市し販はんの冷却ジェル付きシートを取り出す。包装を破り、位置がずれないように慎しん重ちような手つきで岡部の額にはりつけた。理論上、氷で冷やすよりも効率的に熱を吸い取ってくれるはずである。

　次いで私は、買ってきた諸もろ々もろの品をテーブルに並べると、少し考え込む。ちらりと、時計をのぞき見た。

「……そろそろ、もらってきた薬を飲ませた方がいいでしょうね」

　もうすぐ、時間は夕方近くにさしかかる。

　イベントに参加した都合から、お昼は軽くで済ませたので、そろそろ何か食べさせた方がいい時間でもあった。そして当然、薬を飲ませるには何かを食べさせる必要がある。

　──より厳密には、風邪かぜ薬ぐすりの類たぐいはその多くが胃腸を荒あらすため、空腹時の服用を避さけた方が良いと言うべきだろう。今回、医師から処方された薬もまた、そうした薬効の代わりに胃腸にダメージを与あたえる種類のものであった。

「よし……」

　私は言って台所に向かい、戸と棚だなの奥を覗き込む。そこには、以前にも残念会の料理で使ったアミノ酸ダイエット食品が並んでいた。その中から、前回は使わなかったひときわ大きなパッケージを取り出す。

　間違いない、記き憶おく通りだ。

　前回の料理の時、私はラボ内にある買い置きの食料類を一通りチェックしていた。その中に、ダイエット用の食品類がいくつかあったのだが、それらがいずれも質は一級品であったことを覚えていたのである。

　おそらくは橋田が、自分の体型を何とかするために買ったものと思われるのだけれど、体質に合わなかったのか他ほかの理由でか、放置されてしまったもののようだ。封ふうの開いたものもあるけれど、そのほとんどは未開かい封ふうであり、手つかずのままだった。

　そうした状態であれば使っても構わないだろうと思って料理に使ったのだが、その時は非常に不評だったことを思い出す。

「あの時は、凝こり過ぎちゃったのよね……。味の組み立ても間違えちゃったし」

　でも、今回は違ちがう。

　前回の反省点を突つき詰つめ、すでにこうした事態のためのイメージトレーニングは済ませている。その披ひ露ろうの機会がこんなタイミングで来るとは思っていなかったけれど、これはある意味で絶好のリヴェンジチャンスでもあった。

「まずは買ってきた、パパイヤとキウイとパイナップルを刻んで、と……」

　体調の悪い時は、なんと言っても消化の優やさしいものがいい。その点で、消化酵こう素そを食事に取り込んでおけば、身体からだに負担なく色んなものを消化吸収しやすくなる。

　私は買ってきた果物類を、形がほとんど分からなくなるくらいまで刻む。

「ふぅ……。ミルサーとか買った方が良かったかしら？　でも、あれって結構高いからなぁ」

　次に免めん疫えき力を高めるため、干し椎しい茸たけといくつかのキノコで出汁だしを取る。この出汁が、身体の免疫力を高める効用を持つのだ。

　続けて、その出し汁じるでお粥かゆを炊たき始める。やはり効率的なカロリーの摂せつ取しゆには、炭水化物が欠かせない。炭水化物と一いつ緒しよに他の食材を摂とることで、消化をスムーズにさせようという狙ねらいもあった。

　この間に、先ほど取り出したアミノ酸ダイエット食品を開封する。ふわりと、周囲にバニラの香かおりが漂ただよった。

　こうしたアミノ酸ダイエット食品は、多くの場合そのままでは風味の点で食べにくいため、何らかのフレーバーを足してあるケースがままある。この製品の場合は、バニラフレーバーを加味してあった。

「後はこれを牛乳と一緒に煮に込むだけね♪」
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「ん……、む」

　ことこととお粥を煮込んでいると、ソファの上で岡部が寝ね返がえりを打った。そのまま、目元をごしごしとこすっている。どうやら、目を覚ましたらしい。

「どう、気分は？」

　私はコンロの火を弱め、岡部を振ふり返る。そしてスポーツドリンクを手に、彼へと近づいて行った。

「助手か。いや、少しはマシになったみたいだな。……みんなは？」

「今はたまたま、出ちゃってるわ。ほとんどはバイトね。後で来るって言ってたわよ。……はい、喉のど渇かわいたでしょ？」

　私はスポーツドリンクを手て渡わたしつつ、岡部の質問に答える。

「今は体調悪いんだから、ドクペじゃないからって文句言わないでよ」

「いくら俺でも、こんな時くらいはスポドリも飲むさ」

　岡部は私の差し出したペットボトルを受け取りながら言う。そこで、彼は軽く首を傾かしげた。

「どうしたの、岡部？」

「いや……、何だかやけに甘ったるい匂においがしているが。アイスクリームか、ケーキか？　バニラの匂いがする」

　体調が悪くなると、人は鼻が利きかなくなりがちなのだが、岡部にそうした症しよう状じようは出ていないらしい。確かにラボの室内には、今バニラの香りが充じゆう満まんしていた。

「ああ、お粥よ」

　私はこともなげに彼の問いに答える。すると、体調の悪さからぼやけていた岡部の表情が、いきなり真しん剣けんなものとなった。

「粥!?　このアイスクリームのような匂いのものがか！」

「そうよ。体調の悪い時には消化のいいものを摂らないとね。……そろそろ薬を飲んだ方がいいから、何かお腹なかに入れましょう」

　その私の言葉を耳にした岡部は、急に挙動不ふ審しんなそぶりを見せ始めた。そわそわと周囲を見回し、テーブルの上に置かれていたパパイヤとキウイとパイナップルなどの料理に使った残りの果物を発見すると、それを凝ぎよう視しする。

「おい……、それは何だ？　それももしや食事の材料ではなかろうな？」

「あら、目ざといわね。その通りよ。きちんと、体たい調ちようを壊こわした時に摂りたい炭水化物、タンパク質、ビタミンＣ、ミネラル、消化酵素のバランスを考えたんだから」

　我ながら、今回のレシピは完かん璧ぺきだった。あまりの完璧さ加減に、私は上じよう機き嫌げんで岡部の問いに返事を返す。思わず、語ご尾びが上がっていたことだけは自覚できた。

　逆に何だか、岡部はまるで冷や汗あせを流しているような表情だ。どうしたんだろう？

「じゃ、お粥をよそうわね」

　言って私は、鍋なべの蓋ふたを開ける。すると、ちょっと煮に込み加減をミスったか、クリーム色に染まっているはずのお粥の色が、濃こい茶ちや色に染まってしまっていた。多分、免疫成分を期待して入れたキノコ類の出汁が予想以上に色に出てしまったのだろう。

　ま、味には関係ないし、いいでしょう。

　とろとろのお粥を、お皿に盛りつける。すると、甘いバニラの香りが、より一層広がった。レンゲを添そえ、ソファの前のテーブルまで運ぶ。

「さ、どうぞ」

　そう言って出したお粥の皿と、私の顔を岡部は交こう互ごに見る。どうしたんだろう？

「どうしたの？」

「あ、いや……その、何だ。まだ食しよく欲よくがさほどなくてな。それに……。そう、それにだ、まだ手の力がよく入らんので食べにくいのだ」

　どうやら、私が思っていたよりも岡部の調子はよくないようだった。

　けれどここで食べないと、体調回復は遅おそくなるし、薬を飲むこともままならない。最悪、食事なしで薬を飲むのもやむを得ないと思うが、それが原因で潰かい瘍ようになった人間も知っているため、少しでも食べて欲しかった。

「そうだったのね……」

「う、うむ。そうなのだ。だからだな、食事は……」

「……じゃあ、仕方ないわね。私が食べさせてあげるわよ」

　言って、私はレンゲを手に取る。

　そしてお粥をレンゲで少しとり……、恥はずかしかったがそのまま食べると火傷やけどしてしまうので、息を吹ふきかけて粗あら熱ねつを取ってやる。

「え……、あ……」

　岡部はまだ調子がよくないのだろう。そうやって食べさせる準備をしている私のことを、ぼさっと眺ながめやっていた。

「はい、どうぞ」

「あ、お……。く、クリスティーナ？」

「ティーナってつけんな。早く食べなさいよ……。恥ずかしいんだから」

　実際、少し恥ずかしい。

　岡部の体調を考えての行動ではあったが、自分のキャラ性や色々なことごとを考え合わせると、結構来るものがある。

「う、うむ……。しかし」

　岡部が私が差し出したレンゲと、私の顔を見比べる。多分、こうして食べさせられることにためらいがあるのだろうけれど、私だって恥ずかしいんだ。早く食べろ。

「……」

　それからも何回か岡部はレンゲと私を見比べる動作を繰くり返し、ややあって何かの決意を固めたような表情となった。

　そして、ゆっくりと私の差し出したレンゲに口を近づけていく。レンゲを口に入れる瞬しゆん間かん、何故なぜか彼は固く目をつぶっていた。

　緩かん慢まんな動作で口を閉じ、岡部はじわじわと口中のお粥を咀そ嚼しやくする。

　次の瞬間、彼は何故か弾はじかれたように目を見開いた。

「う、美味うまいだと！」
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「こっ、この味は一体？　甘くはあるが、おかしくない。粥なのに何故だ？」

　岡部は驚おどろいたように目を見張る。その様子に私は、首を傾げざるを得なかった。

「あら、岡部はミルク粥食べたことないの？　北ほく欧おうとかだと甘いミルク粥は普ふ通つうらしいんだけれど……」

　北欧神話とかにくわしいから、てっきりそういうのもくわしいものだと思っていたんだけど、違ったのかな？

「ミルク粥？　では、このバニラの香りがするのは……」

「これはホエープロテインのフレーバーよ。台所の戸と棚だなにあったアミノ酸ダイエット食品。あれを使わせてもらったの」

　さすがの私も、前回の失敗を二度繰り返したくはなかった。

　色々と材料を混ぜすぎたせいで、香りが変なことになってしまった以上、今回そうしたミスの無いように香りには気を使ったのだ。

　幸いと言おうか、牛乳とバニラの組み合わせは大たい抵ていの香りを丸く包み込んでくれる。前回とは違って、不快な香りはしなかったはずなんだけれど？

「はは……。そうだったか。いや、まるでアイスクリームみたいな匂いがするから、てっきりまたおかしな料理を作られたのかと……」

　ほう……。

　その岡部の言葉に、私は自分の瞳ひとみがすっと細まるのを感じていた。

「……ということは、なかなか食べなかったのは体調不良とか、恥ずかしいせいとかじゃなかったというわけかしら？」

　自分の言葉に、絶対零れい度どの冷気が宿っていることが自覚できる。実際、その言葉を聞いた瞬間、岡部は黙だまり込み、戦せん慄りつした表情を私に向けた。

「あ……、いや……、その……」

　弁解しようと岡部は声を漏もらすが、そもそも言葉になっていない。

　私は脳内で、以前に組んだ万を超こえる岡部懲ちよう罰ばつプランがぐるぐると渦うず巻まくのを感じていた。

「……命がいらないらしいわね？」

「……」

　その言葉に、岡部が息を吞のむ気配が伝わってくる。

　どうしてくれようか？

　一いつ瞬しゆん、それこそ八やつ裂ざきにでもしてやろうかと思ったが、同時に金かな縛しばりに遭あったかのような岡部の様子を見ていると、これで十分かもという気持ちもわき上がる。

　何より、今の彼は病人だ。懲こらしめるにしても、体調が回復してからで遅くはない。

　私ははぁと息をひとつつく。

「まぁ、いいわ。今回は……」

「え？」

　その私の反応が意外だったのか、岡部は間ま抜ぬけな声を出す。

「さすがに病人を痛めつける趣しゆ味みはないからね。……それより、はい」

　言って私は、岡部の前に再び粥かゆを取ったレンゲを差し出す。

「二口目。きちんと食べないと、治らないわよ」

　またも岡部は、私の顔と差し出したレンゲを交互に見比べた。

「あ、ああ。……すまん」

　そう言って、素す直なおに私の差し出すお粥を食べ始める岡部。

　……これって少し、恋こい人びとっぽくないかな？　そんな風に考えると、何だか幸せなような気分になってくる。

　よくよく考えれば、今の私は好きな人とふたりきりで……。その好きな人に手ずからご飯を食べさせていると考えると、何だか心が浮うき立つような気がした。

　そうだよね。好きって言えなくても、こうやって世話焼く分には……、いいよね。

　私はその時、間ま違ちがいなく──ほんのちょっとではあるけれど、幸せだった。
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　ミルク粥を食べさせて、その後にデザート代わりのヨーグルトをかけた果物──細かく刻んでジャム状にしたパパイヤ、キウイ、パイナップルなどだ──を食べさせると、岡部の体温はまた上がりつつあった。

「やっぱり、食事を摂とるとどうしても熱は上がっちゃうわね」

「……ああ、少しふらつくな」

　頭を押さえて岡部は言う。

　この状態でも、まだ家に帰るのは難しそうだ。

「看病しててあげるから、ここはもう少し寝ねちゃいなさい」

「うむ、すまんな……。迷めい惑わくをかけてばかりで」

　熱のせいだろうか、火ほ照てったような表情で少しふらつき気味に岡部は謝りの言葉を口にする。多分、病気の時に特有の心が気弱になる症状だろう。

「安心しなさい。どうせ、私のホテルはここから近いし、いざとなったら泊とまり込んで看てやるわよ」

「頼たのむ……。研究と言い、病気と言い、俺はお前に助けられてばっかりだな」

　言って岡部はソファに横になると、すぐにまた寝ね息いきを立て始めた。

　栄養補給のためとはいえ、起き上がって食事を摂るので体力を消しよう耗もうしたのだろう。

　私はその寝ね顔がおを眺めながら、ふと思う。

「『助けられてばっかり』か。……こいつにその自覚があったなんてね」

　独りごち、私は出会った日からこれまでのことを振ふり返る。

　確かに私は彼に、知識面や発想面で色々と手助けをしたつもりだ。私が来たことで、Ｄメール実験は効率よく進んでいるとの自負もある。

　その意味で私は、彼の言うように岡部を助けているし、その自覚もないわけじゃない。

「でも……、それ以上に……。何だかんだ言って、私のこと助けてくれてるのよね」

　そうだ。

　それは私が彼を助けているそれ以上に、岡部が私を助けてくれているから、その恩返しのような側面も否いなめない。

　パパのことといい、今までに経験したことのない、のびのびとした環かん境きようでの研究といい、私は日本に来てから、幾いく度どとなく岡部に救われている。

　今こうして、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなまでに好こう奇き心しんを発はつ露ろしてＤメール実験に関かかわれているのも、ある意味ではそうした救いの一種のようなものだ。こんなに充じゆう実じつした時間を過ごしたことが、私のこれまでの人生にどれだけあっただろうか？

　おそらくこれまでも、そしてこれからも。

　この時間は私にとって、人生の中で十指に入るだろう格別な時間だった。

　それを用意し、そこにいることを許してくれたのは紛まぎれもない岡部で。さらに今やその彼は、私にとって一番大切な相手と言って過言ではない。

　この恋こいの成じよう就じゆは、正直に言えばあまり芽がないと思っているけれど、それでもこの気持ちが私を幸せにしてくれていることは確かなのだ。

「感謝してるのよ……、岡部」

　眠ねむる彼の顔を間近に眺めながら、私は呟つぶやく。

　それは、おそらくは望んでも容易に得られないほど幸せな時間で……。そしてこれ以上ないくらい、貴重なひとときだった。
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　窓から差し込む日の光が傾かたむきを増し、すべてを黄おう金ごん色に染め上げていく。

　それに伴ともなって、あらゆるものの影かげが長く伸のび始めた。

　日本の夏、夕方の太陽はねっとりと絡からみつくような暑さで、大気を熱し、水みず飴あめのようにそこにいる者たちを搦め捕る。

　それは特に、冷れい房ぼうのないこのラボでは余計に顕けん著ちよだった。

　暑いのだろう、熱のせいもあって岡部は何度もかぶっている毛布を蹴け飛とばしていた。

　そのたびごとに体幹だけは冷やさないよう、毛布をかけ直すのだけれど、やっぱり暑さのせいで蹴飛ばしてしまう。

「当然よね、むしろ熱ねつ中ちゆう症しようを気にしなきゃいけない気候なんだから」

　体温を上げすぎないように、下げすぎないように。

　注意しながら岡部の様子を見守る。

　その甲斐かいあってか、大分呼吸は落ち着いてきたようだった。しかし玉たまのように浮かぶ額の汗あせは依然そのままで……。彼の体温調節機能が体調不良と必死に戦っていることを、如実な形で教えてくれる。

「そろそろ汗を拭ふかないと、かえって風邪かぜが酷ひどくなるかな？」

　私は岡部の様子を確かく認にんすべく、その懐ふところに手を入れる。まだ熱さを伴う体温が手指に伝わると同時に、じんわりとした湿しつ気けが感じられた。

　着ている服はかなり湿しめっているようである。

「……仕方ないわね」

　シャワールームへ行って洗面器にお湯を入れてくる。そしてタオルを何本か用意すると、私は岡部の着ている服をはぎ取り始めた。

「岡部……、脱ぬがすわよ？」

「う……、すまん」

　確認するように声をかけるが、どうやら意識ははっきりしていないようだ。熱のせいで朦もう朧ろうとしているのだろう。

　うわごとのように、「すまん」「迷惑をかける」「助かるぞ」と言うだけで、どうやらこちらの呼びかけ自体はよく知覚できていないようだった。

　いくら岡部があまり筋肉のついていないひょろっとした体型であると言っても、意識のない──それも自分よりも体格の大きな人間の服を脱がせるのは、かなり大変なことだ。

　だからだろう。

　私はある時点まで、その大変さに紛れてある事実に気づけないでいた。

　気づいたのは、白衣をはぎ取り、その下のシャツもはぎ取り、彼の背中の汗を拭き終わって鎖さ骨こつ周辺を拭いているところだった。

「……もっとひょろっとしてるかと思ったけれど、意外に筋肉あるのね」

　タオルで汗を拭ぬぐいつつ、その布地の下の固い大胸筋の感かん触しよくを感じ取る。その感触に、私は自分が何をしているのかについて、ようやく思い至った。

「えっ……？」

　ちょっ……!!　えっ、私……何してんの？

　汗をかいてるから拭かなきゃ、拭かないと風邪が悪化するかも、とただそれだけを考えていたから、それまで私は自分のやっていることをきちんと認識できていなかったのだ。

　主観的には看病の一いつ環かんなのだけれど、もしも端はたから見たら私が岡部を無む理り矢や理り脱がして半はん裸らにしているようにしか見えない状じよう況きようだった。

「あ、え……その……？」

　一気に、顔が赤くなって体温が上じよう昇しようするのを感じる。

　タオル越ごしに岡部の身体からだの感触を感じ取ると、心臓が高鳴って異常な速さで脈打つのを止められそうになかった。

　うわ……。

　うわ……！

　うわ……!!

　待って、待って待って！　私、何してんのよ……。こ、これじゃ岡部のことＨＥＮＴＡＩとか言えないじゃない！

　どうしよう、どうしよう、どうしよう!?

「……む、どうした？」

　熱に浮かされた口調で、岡部が問いかけて来る。手が止まったことを不思議に思ったのだろう。その口調には純じゆん粋すいに疑問の色しかなかった。

「う、ううん！　な、何でもないわ!!　ないのよ！」

「……そうか」

　表面上は何とかポーカーフェイスを装い、私は冷静なふりをして、あくまで看病として汗を拭く。……拭き続ける。

　でも頭はとうに沸ふつ騰とう状態で、心の中は「どうしよう？」の言葉で埋うめ尽つくされていた。やがて、私は岡部の上半身を拭き終わり……、運命の時を迎むかえた。




　　　　☆




　それは、最初から予期されて然しかるべき時だった。

　順番に事を進めれば、必ずそこに行き着く。それを、私はもっと前に認識しておくべきだったのだ。

　人体には当然ながら部分がある。

　手があり、腕うでがあり、肩かたがあり、頭があり、首があり、胸があって、お腹なかがある。もちろん、背中もだ。

　そうやって、身体の各部を拭いていけば、どんどん拭かれていない場所は減っていく。当然のことだろう。既き存そんの部位を拭き終われば、無論のことながら拭いていない部位へとタオルを進め、まだ未知の部分を拭き清めることとなる。

　そう、分かっていなければならないことなのだ。

　けれど、私はずっとそれに気づけずにいた。拭き始めた頃ころは、そもそも自分が何を始めたかさえ理解できておらず、それに気づいてからはそのことで頭がいっぱいになってしまった。

　──いや、噓うそだ。岡部の鎖骨とか、首と背中の筋肉のつなぎ目とか、大胸筋とか、まじまじと近くで観察してしまいました。はい。

　だから、今の今まで。

　そのことに私は気づけずにいた。

　そうだ。上半身を拭き終わってしまえば、次に拭くのは下半身。

　当然の摂せつ理りだ。

　問題は、だ。

　それを、私がするのか？　私なのか？　私以外の誰だれがいるのか？

　ちょっと待て。

　落ち着こう。

　今、岡部は熱が出て朦朧としている。ここで現在起きている事態については、気づいてすらいないだろう。気づいていたら彼の性格上、ここまで大人しく半裸にされていないはずだ。

　だから、彼が自分で汗を拭くことはできない。

　ここまでが前提だ。いいかしら、前提なんだぞ、牧瀬紅莉栖。

　そして先にも述べたように、もう上半身は拭き終わった。残るは下半身だ。

　誰が拭くんだ？

　普ふ通つうに考えれば、それまで拭いてきた人間だろう。

　……つまり、私か？　私なのか？　牧瀬紅莉栖なのか？　牧瀬紅莉栖が、岡部倫太郎の汗を拭くのか？　拭き続けるのか？

　ちょっと待て。落ち着こう。いや、さっきも同じことを心の中で思った。全然、落ち着けてない。

　予期していなかった問題の表出に、私は煩はん悶もんする。

　すると手が止まったことを不思議に思ったか、火ほ照てった顔で岡部が問うてくる。

「むぅ……、どうしたぁ、助手ぅ？」

「いや、何でもない！　何でもないから。それと私は助手じゃないから!!」

「う～……、そうかぁ」

　ぼやけた口調で言う岡部。

　間ま違ちがいなく、現状を理解できてはいない言動だ。

　どうする。

　どうする？

　どうする!?

　どーしろって言うのよッッ!?
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　もはや頭が沸騰して朦朧としているという意味では、私も岡部と大差ない状態にあった。

　何度も深呼吸を繰くり返し、落ち着こう、落ち着こうと連呼する。しかし落ち着けるはずなどないわ、馬ば鹿かぁっ！

「あ、あ、あ……、うるるるるるぅ」

　唇くちびるから怪かい音おんが漏もれているのを自覚する。何度もつばを飲み込み、平静を保とうとするが、あまり役に立ってない気がする。

　そうだ。

　やるしかないのだ。何故なぜなら、ここには私と岡部しかいなくて、私しかそれをできないのだから！

　自分でも無理矢理に論理を押し込み、荒あらい息をつきながら、岡部のズボンのホックを注視する……。こんなことでもなければ、そもそもこんなに必死になってそれを見つめることなど、まずなかったことだろう。

　できればないままで一生を終えたかった。

　恥はずかしいとか恥ずかしくないとか、そんなチャチなものとは次元が違ちがう。もっと恐おそろしいものなのは間違いない。

　おそらく客観視点での時間にしてみれば数分。

　しかし主観視点では何十時間もの逡しゆん巡じゆんを経へて、私は意を決し、岡部のズボンのホックに指を触ふれる。頭の中が自分の呼吸音でいっぱいになるほど、私は荒い呼吸をついていた。

　そしてその指先に力を込めようとしたその瞬しゆん間かん！

　ラボの扉とびらが開く音が響ひびき渡わたった。

「まゆ氏から電話もらったお～。オカリン、熱出したって？」

　扉を開け、部屋に入ってきたのは……ラボメンナンバー００３こと、岡部の頼マイフれエイバるリツト右ライト腕アーム。橋田至いたるその人だった。




　　　　☆




　橋田が帰ってきたとき、おそらく私は今までの人生で最も素す早ばやい動きを見せたはずだ。

　瞬しゆん時じの内に岡部から離はなれ、さもそれまでシャワールームで作業をしていたかのように装ったのだ。

　しかし、悲しいかなそれはほぼ反射的な行動で……。

　すでに半裸状態になっていた岡部の様子を取り繕つくろうまではできなかったのだ。

　結局。

　岡部は橋田の助けを借り、何とか自力でシャワールームへと入って、今はシャワーの真っ最中である。

　私は橋田が買って来た緑茶カテキン消毒スプレーで、さっきまで岡部が寝ねていたソファを除じよ菌きん中──どうしても風邪かぜで寝込んでいると、雑ざつ菌きんが寝ね床どこで繁はん殖しよくして病状回復を妨さまたげる。それを防ぐには布ふ団とんを干すか、このようにして除菌を行なう方がよい。

　橋田は彼が買ってきた岡部用のパジャマの包装を剝はいでいた。

　互たがいに無言で作業していたのだが、その沈ちん黙もくに耐たえかねたか……、橋田が眼めを泳がせながら呟つぶやいた。

「なんか……、ドキドキイベントの邪じや魔ましちゃった、僕？」

　思わず、ぎろりと彼のことを睨にらみつけてしまう。

　それに橋田は、首をすくめたようにして再び黙だまり込んだ。

　……とはいえ、だ。

　あまりにも硬こう直ちよくした、しかも本意ではない状況に困っていたことは確かなのだ。

　それを覆くつがえし、事態を変えてくれたことについては、彼に感謝すべきだろう。もう少し落ち着いたら、彼に改めてお礼を言うつもりではあった。

「すまん……、出たぞ。着き替がえをくれ」

　そうこうしていると、岡部がシャワールームから声をかける。橋田は買ってきたばかりのパジャマを彼に届け、私はソファにタオルケットとバスタオルを敷しく。まだまだここで寝る必要がある以上、やっておいた方がいい処置であった。

　岡部は髪かみについていた水すい滴てきを拭うと、倒たおれ込むようにしてソファに突つっ伏ぷす。やがて少しもしない内に、また寝ね息いきが聞こえ始めた。

「まだ、辛つらいみたいね」

　私はその様子を見て、言を紡つむぐ。同感なのだろう、橋田もそれにうなずいていた。そして橋田は、岡部の様子を確かく認にんすると私に話しかけてきた。

「ゴメン、牧瀬氏。僕、まだこれからイベントの撤てつ収しゆう作業があるんだお」

「ああ、昼間のイベント？　まだやってたんだ……」

　橋田が言うには、元々あのイベントは二部制で朝と夕方の二回に分けていたらしい。彼はその両方でスタッフとして働いていて、まだやらなければならない作業があるところを、無理して抜ぬけてきてくれたのだ。

　彼がいなければ、私じゃ岡部のパジャマを買ってきたりはできなかっただろう。

「ありがとう。助かったわ。……さっきはごめんなさい」

「ううん、構わないからさ。それじゃ、オカリンのことを頼たのむお」

　言って彼は、買ってきておいたゼリー飲料や追加の冷れい却きやくジェル付きシートを私に渡してくれる。そしてそのまま、足早に去って行った。

　なんだかんだと言って、彼が岡部に〝頼マイフれエイバるリツト右ライト腕アーム〟と呼ばれるくらい信しん頼らいされているのは、こうした時の機転や気の利きかせようもあるのだろう。




　　　　☆




　橋田がイベントの撤収のために再びラボを離れてから少しして、段々と岡部の寝息はそれまでの荒いものから安らかで穏おだやかなものへと変わり始めた。

　おそらく体調のバランスが、ようやく快方へと傾かたむき始めたのだろう。熱もかなり下がり、ほぼ平熱にまで戻もどっていた。

　私は体温計を確認しながら、ホッと息をつく。

「これでもう、一安心かぁ……」

　気持ちが落ち着くと、何だかどっと疲つかれが出てきたような気がする。朝からずっと休みなしで気を張っていたようなものだから、ある意味では仕方ないのだけれど。

「本当に一時はどうなるかと……。まぁ、一番びっくりしたのは体たい調ちようを壊こわした当人でしょうけれど」

　岡部のことを眺ながめやりながら、私もソファのそばに腰こしを下ろす。

「あんたといると……、少なくとも人生退たい屈くつだけはないでしょうね」

　じっと岡部の顔を見つめながら、私は自分の胸中を独りごちる。さっきまでは体調不良のためにしわの寄っていた顔が、今は本当に静かな表情となっていた。そのことに、私は心底から安あん堵どする。

「でも、いくら退屈してたって、こんな形でそれを紛まぎらわすのは御ご免めんかな。できれば、うんざりするほど飽あき飽きした日々でもいいから、こういう風に心配はしたくないわね」

　もっとも、あんたと一いつ緒しよにいるだけで毎日刺し激げき的で、飽き飽きするなんてことはないでしょうけれど……。

　私はじっくりと岡部の顔を見つめて、そう思う。

「……そういえば、岡部って額広いけど将来、髪の毛が少なくなったりするのかな？」

　まじまじと岡部の顔を間近で観察し、ふとそんな感想を抱いだく。

　よくよく考えてみれば、今までこんなに近くで岡部の顔をじっくり見たことはなかったのだ。無論、今回のように寝ね顔がおをでも眺めることにならなければ、そうそうはないことなのだから、当然と言えば当然なのだけれど。

「そう言う意味じゃ、今回の事件でそれだけは役得かしら？　起きてる時にこんな風に観察なんて、させてくれるわけないもの」

　好きな人の顔なら、ずっと見ていたいものではあるのだけれど、世の中はそんなに都合よくはできていない。色んな理由から、そういうことができる機会は限られている。

　その意味で、今回は千せん載ざい一いち遇ぐうの好機ではあったわけだ。

「まゆりや漆原さんには申し訳ないけれど、もう少しだけ堪たん能のうさせてね……」

　夕ゆう陽ひの金色の光の中、私はそう言ってじっと彼に見入っていた。

　いつまでも、いつまでも……。




　　　　☆




「む……、ん……」

　ふと気づくと、自分が眠ねむっていたことに気づいた。

　どうやら看病疲づかれが出てしまったらしい。岡部の病状が落ち着いたと思って、ホッとしたのもあるのだろう。

　さっきの、夢だったのかな？　岡部の寝顔をずっと見てたのって。

　まぁ、夢でもおかしくないんだけれど、夢ならもっといじくり回したりしてもよかったかも知れない。

　寝ぼけ眼まなこのはっきりしない頭で、寝る直前までのことを思い出す。

　しかし自分がどのタイミングでどのようにして寝てしまったのかは、きちんと思い出すことができなかった。

　まぁ、いいかな。ここ暖かいし。もう少しこのままでも……。

　…………………………。

　………………………。

　………………。

　…………。

　……。

　ちょっと待て。

　暖かい？

　どうして暖かいの？

　気づけばおかしな話だ。今が冬で湯たんぽでも使っているなら不思議はないが、現在の季節はあくまで夏のはずだ。それにラボに湯たんぽがあるなんて話は聞いてない。

　自分の体温で寝しん具ぐが暖かくなっているのかと思ったけれど、この暖かさはそれよりももっと温度が高く、それに寝具というほど柔やわらかくない。

　この固さ……、何処どこかで触れた記き憶おくが……？

　夢と現うつつの狭はざ間まで、私は自分が感じているその暖かさの正体を探さぐろうとする。その暖かさが持つ特有の〝固さ〟。それに私は確かに触ふれた記憶があった。しかも、ごくごく最近のことだ。

　一体、どこでだったか……？

　記憶をぐるぐる検けん索さくしていくと、ふと心の琴きん線せんに触れるものがひとつ思い当たった。

　そうだ。最近も最近、今日のことだ。

　岡部の汗あせを拭ふいている時に、タオル越ごしに感じた彼の筋肉の固さ。それにそっくりだったのだ。

「……ああ、そっか。岡部か」

　思い至る記憶を見つけ出せたことから、自然にするりとそんな台詞せりふが唇くちびるよりまろび出る。

　そして次の刹せつ那な、私はあることに思い至った。

　何故なぜ、その記憶にある岡部の筋肉と同じ固さの感かん触しよくを、今まさに自分が感じているのか？

　そのことに気づいた瞬しゆん間かん。

　急速に意識が覚かく醒せいする！

　寝ね起おきの霞かすみがかかった意識が一いつ瞬しゆんで晴れ、私は目をぱちりと開いた。

　と同時に……、岡部と目が合う。

　その距きよ離りはじつに20センチ弱。ほとんど触れ合えそうな距離であった。

　いや、正しくない。

　何故なら、すでに私と彼は触れ合っていた。

　というよりも、私が岡部の胸の上にもたれ込んで眠っていたからだ！

　そのことに気づくと同時に、私は自分の顔が赤らんでいくのを感じる。そしてそれは岡部も同様だったようだ。私の視界の中で、まるで鏡に映したように岡部の顔も赤らんでいく。

「あ……、あの？」

「え、いや……、その、なんだ……!?」

　戸と惑まどいの言葉の次に、両者の喉のどから溢あふれたのはパニックの悲鳴だった！

「す、す、す、す、すまん！　気づいたらお前が俺の上で寝ねてて！」

「あ、あ、あ、ややや、ご、ごめん！　いつの間にかあんたの上で寝てたみたい!?」




　　　　☆




　気づいたふたりして、私と岡部はお互たがいに言い訳を言い合い、謝って、わけの分からない物言いを繰くり返す。

　何せ、両者ともにテンパってしまっているもんだから、相手の言葉など聞こえていない。その状態で弁解したって何にもならないのだけれど、そんなこと考える余よ裕ゆうさえすでに失われていた。

　そんな双そう方ほうの釈しやく明めいは、どんどんとわけの分からない方向へと発展していく。だがそんな不毛かつ意味のない応おう酬しゆうも、このふたりの発言が出るまでのことだった。

「そ、そ、そそ、そうだ。こうして俺の看病をしてくれたからには、な、な、何か褒ほう美びをやらんとな！」

「え、え、ええっと、そんなのいいわよ。強しいて言えば、頭でも撫なでてくれたらいいのよ！」

　完かん膚ぷ無なきまでの混乱状態で、私は心の奥底の願望が出てしまう。

　そのことに気づき、さらなるパニックが私を襲おそった。

「何、言ってんのよ……、私──ッッ！」

　しかし。

　同じようにして右往左往する状態だったとは言え、元が健康な状態の私と、回復に向かいつつあるとは言えまだまだ風邪かぜ状態の岡部とでは、ベースとなる思考能力に差があったようだ。

　自分の言った言葉でテンパる私に対し、岡部は完全混乱に加えて病やみ上がり脳のために、深く思考ができなくなっているようだった。そうでなければ、彼が次のように言ったはずがない。

「なんだ、そんなことで良いのか。じゃ、撫でてやろう」

　間ま違ちがいない。

　岡部はこの時、まだ正気ではなかった。

　だからだろう、その言葉を口にした次の瞬間には。

　もう私の頭に手を置いて撫で始めていたのだ……!!

「あ……、ああ。……ああ、……ああ！」

　私はもう、口を開けたままあわあわしているしかなかった。
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　脳はもう沸ふつ騰とうどころか瞬間蒸発状態で、思考回路はショートどころの騒さわぎではない。

　今まで、自分がここまで慌あわてふためくようなシチュエーションに遭そう遇ぐうしたことがあるだろうか？　少なくとも記憶にある限りでは、一度としてなかったはずだ。

　もはやどうしていいのか、微み塵じんも考えることすらできず。

　あ、頭撫でてもらうのって気持ちいいんだな、と思考の片かた隅すみで知覚するのが精々であった。

　果たして私は、どれくらいの時間、岡部に頭を撫でられていたのだろう。

　時計をやたらと確かく認にんするのが習慣と化している私も、この状態ではさすがにその時間を計りようがなかった。

　唐とう突とつに始まった事態が、総じて唐突に終わるように。

　この思いがけず引き起こされた予想外の〝ご褒美時間タイム〟も、終わる時は出し抜ぬけで予想外のものだった。

「オカリンおじさーん、起きてる？」

　ラボの扉とびらが開けはなたれる音とともに流れ込んでくる幼い声。それはつい数時間前に離はなれたばかりの少女──綯ちゃんの声だった。

　私はその声を耳にした瞬間。飛びすさるように岡部から離れていた。

　岡部は頭がぼやけた状態で反応できていないのか、私が離れても虚こ空くうを撫で続けている。

「お父さんが、差し入れ持って行きなさいって……、あれ？」

　綯ちゃんはラボの談話室までやって来たところで、まだ心臓をバクバクさせている私と、何もない空中を撫で続ける岡部を見てきょとんとする。

「ああ、いらっしゃい。綯ちゃん」

「紅莉栖お姉ちゃん……、オカリンおじさん何してるの？」

　その質問は、どちらかというと岡部を案じてのもののようだ。

　風邪で体調が悪いとは聞いていても、具体的な話は聞いていなかったのだろう彼女としては、彼の状態がよく理解できずに困こん惑わくしているのだろう。

　──まぁ、私だって前後の状じよう況きようを知らずに岡部を見たら、同じ反応を返すでしょうね。

「んー、どうもまだ頭がふらついているのと、寝ぼけてるのとで意識がはっきりしないみたいね。熱は下がったみたいだから、それは一安心だけどね」

「そうなんだ♪」

　私の説明を聞き、少女はぱっと顔を輝かがやかせる。どうも、岡部が体調を壊こわしたことを、自分の責任だと感じていたらしい。

　そこで、ようやく岡部も意識が戻もどってきたようだ。

　虚空を撫でる手を止め、しきりに頭を振ふって眼めをしばたかせる。

「……ん、ああ。来てたのか、シスターブラウン」

　頭はまだはっきりしないようだが、どうやら思考と知覚は回線がつながったようである。

「ごめんなさい、オカリンおじさん……」

「ん……、ああ。謝ることはない。噴ふん水すいに落ちたのは俺の勝手だからな。……それと、前も言ったがおじさんはやめろ」

　その口調は、すっかり熱が出る前の岡部のそれだった。

　元気は回復したと言えない状態だけど、少なくとも峠とうげは越こえたようだ。

　逆に問題は、むしろ私の方かも知れない。

　まったく胸の動どう悸きが治まらず、むしろ岡部を見ていると気持ちが高ぶってきてしまうような感覚すらある。

　どうしようと困っていると、まさにそのことを綯ちゃんに指し摘てきされてしまう。

「あれ、お顔赤いよ。紅莉栖お姉ちゃんも風邪かぜ引いたの？」

　ドキン、とひときわ高く胸が鼓こ動どうを打つ。

　思わず心臓が止まるかと思うくらいの驚おどろきだった。私は乾かわいた笑いを浮うかべ、綯ちゃんに否定の言葉を返そうとする。

「ううん、そんなことない……」

「ええー、紅莉栖ちゃんもうつっちゃったの？」

　しかし私は言葉をすべて紡つむぐことができなかった。それを遮さえぎるように、もうひとつ聞き覚えのある声が私の耳に届いたからだ。

　振り返った私の視界に入ってきたのは、案じるような視線を私に向けるまゆりの姿だった。




　　　　☆




　見れば、そこにいるのはまゆりだけではない。

　タイミングがちょうどかち合ったのか、阿万音さんや桐生さん、漆原さんや橋田の姿もあった。

「ああ、違ちがうわよ。これは風邪じゃなくて、火ほ照てってるだけ」

「そうなんだぁ……。風邪じゃなくてよかったのです」

　私の答えに、まゆりはホッとしたような表情を見せる。逆に私は、まゆりに問いを放った。

「まゆりの方は、もうアルバイトは終わったの？」

「うん♪　それでね、戻ってきたら萌郁さんやるかくんとも一いつ緒しよになったのです」

　まゆりはそう言いながら談話室までやって来て、荷物を下ろす。

「あ、オカリンは熱下がったみたいだね」

　岡部の額に手を当て、まゆりはいつものように見る人の心を温かくさせるような笑えみを浮かべる。

「ああ。……みんなのお陰かげだ」

「おお、オカリンがなんかしおらしい台詞せりふを言ってるお？」

　橋田は岡部のその一言が意外だったようで、目を丸くする。

「ダルよ、お前の中で俺はどれだけ傍ぼう若じやく無ぶ人じんなんだ？」

「だって、オカリンってそういう人っしょ？」

　さっきまで静かだったラボの中が、一気に賑にぎやかになる。

　ついさっきまでのふたりきりの静せい謐ひつも悪くはなかったけど、やっぱりこの賑やかな状態の方が、未来ガジェット研究所としては正しいような気がした。

　……そうね。まだ、ふたりきりの時間はもう少しだけ早い気がする。

　私はまだどきどきする胸の鼓動を感じながら、そう思った。

　これから先、私と岡部が……そしてこのラボの人間たちがどうなって行くにしても、今のこの時はかけがえのない貴重なひとときとなることだろう。

　そしてその記き憶おくは、いつ如何いかなる時も私たちの支えとなってくれるに違いない。

「……でも、もう少し撫でてもらってもよかったかも」

　ふと、頭に残る感かん触しよくにそんなことも思う。何せ、頭を撫でられたのなんて、あまりにも久しぶりのことだったのだ。

　……また、撫でてもらえるかな？

　私はそんなことを思いつつ、この数日間ですっかり気が置けない友人となった人々の輪の中に入っていくのだった。
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　あとがき







　初めまして。

　そして私をご存じの方には、お久しぶりです。

　三み輪わ清きよ宗むねにございます。

　まずは、本書『STEINS;GATE４ 六ろく分ぶん儀ぎのイディオム：前編』をお買い上げ下さり、誠まことに感謝致いたします。本書は私の書いた小説としては五冊目、文庫としては十四冊目の本に当たります。




　本書は、アニメ版『STEINS;GATE』をベースに5pb.発売の原作ゲームなどの要素を加味した既き刊かんノヴェライズシリーズのスピンオフ作品となります。

　一編は、既刊シリーズの世界観における阿あ万ま音ね鈴すず羽はの顚てん末まつを語ったもの。そしてもう一編は設定的には今まで存在しなかった、別の世界線での牧まき瀬せ紅く莉り栖すと岡おか部べ倫りん太た郎ろうの慌あわただしい日常の一幕を綴つづったものとなっています。

　特に二編目は本編中ではどうしても書き足りなかった、『恋こいに煩はん悶もんする牧瀬紅莉栖』について補完する意味合いもあり、そこに重点を置いた作品となっております。

　どうか、お楽しみ下さい。




　そして今回も、本書を書くに当たってたくさんの方々からご助力をいただきました。

　多大な力ちから添ぞえを下さった担当の大輝さん、前川原さん、角川スニーカー文庫編集部の皆みな様さま方。そして前担当の長谷川さん、木内さん。

　加えて設定を監かん修しゆうしてくださった5pb.、およびアニメ版スタッフの皆様には、いくらお礼を言っても足りません。本当にありがとうございました。

　また、美しい表紙と口絵を下さいました坂さか井い久きゆう太た先生、挿さし絵えのフルーツパンチ先生には、非常に感謝しております。

　最後に、物心両面で援えん助じよをしてくれた相方の小こ太刀だち右う京きよう氏に何よりも深い謝意を表し、筆をおきたいと思います。

　それではまた、次巻の『STEINS;GATE５ 六分儀のイディオム：後編』にてお会いしましょう。


March, 2012　三輪　清宗　　
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